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日光東照官建造物装飾文様採集調査について

本報告書は多摩美術大学文様研究室が,昭和47年 10月

30日 より11月 2日 までの4日 間に行なった「第 1次 日光

東照官 。建造物装飾文様採集調査」によってえられた文

様とこれにともなう若干の見解をまとめたものである。

この文様採集調査は文様研究室第 1回 目の試みである

と同時に,学生の演習も兼ねていたなどの点から,文様

採集の主眼を,東照宮において多用されていると考えら

れる装飾文様の採集に限定し,その採集方法を写真撮影

のみ (一部拓本採集)と した点で。 まだ多くの疑間点を

残している。また当然のことながら調査対象が信仰の対

象である霊廟建築である点から,写真撮影が不可能であ

る場所も多く,今回の短時日の調査ではその一部を採集

し得たにすぎず,結論を今後の調査にまたねばならぬこ

とはいうまでもない。

したがって今回の報告では,われわれが4日 間に採集

し得た装飾文様の分布状況とこれにともなう2～ 3の見

解を発表するにとどめたい。

ところで,われわれがその研究日標とする「文様の発

生および展開に関する総合研究」というテーマの第 1次

文様採集調査に,何故日光東照宮を選んだのか,い ささ

か奇異の観をまぬがれないと考えられるので,簡単にご

説明しておく必要があるであろう。

研究室員中に建築史専攻の研究者ただ 1名 という人員

編成でありながら,われわれが日光東照官の文様彩色を

主調査対象とする文様採集調査を行なったのは概略次の

ような点からであった。

第 1に 日光東照官の建造物が桃山期より江戸中期にか

けて完成された建築様式の典型でありかつ最大規模のも

のである点から,同時期の寺社建造物に施された装飾文

様のすべてがここに集められていると考えられる。

第 2に徳川幕府の開祖である家康をまつるための霊廟

であるので,当代一流の建築家,工匠,絵師などが総動

員されている点と,定期的な修複工事により保存が完全

になされている点から当時の技術水準をみることも可能

であると考えれらる。

第 3に ブルノ・ タウトの東照宮評価以来.俗悪の見本

の如くにいわれるこの建造物も,装飾文様という角度か

ら視るならば,建造物装飾文様の豊庫であり,表現技術

および文様 式々の貴重な記録であると考えられる。

第 4にわれわれの文様研究が従来,各専門分野で行な

われてきた文様研究と少 性々格を異にし,お よそ文様に

関する限り考古学,美術史,染織史,工芸史,建築史,

デザインといった諸分野を統合し,総合的に研究を進め

ることを方針としている関係上,資料があれば, または

入手できれば比較的文様採集の容易な,染織品,工芸品

と異なり,I文様採集がたとえ写真撮影だけであっても.

容易ではない遺跡,建造物からの文様採集の実習を行な

う意味で,こ の時期陽明門をはじめ経蔵,鼓楼等の修復

工事中であった日光東照官は,比較的文様採集が行ない

やすいと考えられた。

第 5に桃山期から江戸期にかけての建築装飾および文

様を収集する対象として,その最も適した性格を日光東

照宮に求めるのは多少の無理があるとしても,地理的条

件などからも,演習を兼ねた採集調査には日光東照宮が
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最も適していると考えられた。

その他研究室員個々にそれぞれの理由がぁったが,概

略以上の理由から日光東照官建造物からの文様採集を行

なうこととなったわけである。

無論,前述した通りわれわれの今回の調査の目的は,

かならずしも日光東照官の装飾文様の研究にあるのでは

なく,桃山期より江戸期の寺社建造物にもちいられた装

飾文様の代表例を日光東照官にもとめ,他の分野,つま

り染職品,工芸品,陶器などに表れた文様との比較検討

を行なうための資料収集がその主眼であるので,今後の

日光東照宮建造物装飾文様採集調査

1 日  時  昭和47年 10月 30日 より11月 2日 まで

(4日 間)

2 参 加 人 員  佐 木々静一 田澤年美 大淵武美

檜垣 檀 松尾信子 高浜謹子

金子美津子 (教授 3助手 4)

他学生 6名以上13名

3 班 編 成  1経蔵,本地堂 (修複工事中)の

文様採集

2装飾金具類よりの文様採集

3具象文様の採集

4唐草文様の採集

以上 4班編成により現物撮影によ

る文様採集を行なった。

4 主たる文様採集個所  表門,神厩,下神庫。中

神庫,上神庫,水盤舎,鼓楼,鐘

楼,陽明門,同回廊,神楽殿,神

輿舎,唐 門,本地堂外側。経蔵

(外部,内部)石灯籠,銅灯籠,

他

5 日   程  第 1日 東京発,8,00 日光東照

′
宮, 12,00

二社一寺文化財保存会の技官同道

文様採集個所の下見兼東照宮全域

8

調査もまたこうした視点から継続していく予定であるこ

とをおことわりしておきたい。

本調査にあたっては日光東照宮,二荒山神社,輪王寺

をはじめ, 日光三社一寺文化財保存会の皆様,文化庁建

造物課主任技官杢正夫氏,特に修複工事中の多忙な時間

をわれわれのためにさいてくださった保存会の吉原昭夫

技官。そのた多くの方々のご協力を頂いた。報告書作成

にあたって改めて深 く感謝の意を表させて頂きたい。

昭和48年 11月  大淵武美

の見学

第 2日 今市発,8,00日 光 9,00

班別文様採集 (撮影)開始午前,

午後

前夜着の学生 4名は全域の見学と

下見

第 3日 今市発,8,00日 光 9,00

班別文様採集 (午前中)

午後 彩色関係の吉原技官の講義

を受講のため,佐 木々,大淵をの

ぞく全員は撮影を中止

第 4日 今市発,8,30日 光 9,30

午前中 宝物館の見学および撮影

午後 班別撮影 16時調査終了

日光発 5,20 東京 8,∞

使用カメラ  35m 12台  6× 6 2台

使用フィルム  白黒 35m 25本 白黒35m SS 20

本 カラー 35m 25本  カラー

35m 10本  白黒 6× 6 5本  カ

ラー6× 6 7本  カラー6× 6

フジ 10本

ス トロボ  5台 三脚 8本

以上が調査日程の概略である。



日光東照官に見る文様について 1

田 澤 年 美

序

日光東照宮は近世を代表する豪華絢爛の建物として,

余 りにも顕著であり,参拝する者にとってはまことに敬

歎のほかはない雰囲気を醸しだしている。

豪華絢爛の建物は僅かな暇瑾も開点も許されないので

ある。それはかの舌1目 すべき桃山時代の新しい世相の伝

統といってよいでぁろう。しかも豪華絢爛の建築の出現

には,それだけの背景がなくてはならない。これは室町

時代を母体として既に芽生えつつあった新興の精神であ

って,近世を代表する東照宮こそはこの豪華絢爛を未来

永劫に伝えようとするものである。日光の諸建造物は常

に華美であり,華麗なる姿においてこそ。かの新鮮なる

精神を参拝する者に伝達することができるのである。

屋根は雨漏 りを生じてはならない。それには従来の植

物性繊維よりも金属板に替える方がより効果的 であろ

う。朱や黒の漆塗も豊麗を保つために時には全面塗替え

も必要とする。金箔をはじめ朱,群青,緑青等を用いる

彩色は何度でも塗替えて華麗の保持につとめなければな

らない。つまり屋根の銅瓦葺における耐用年限は檜皮葺

のそれとは問題にならない程もつであろう。漆は元来紫

外線に弱いといわれており,建造物の外部塗装材料とし

ては必ずしも適切な塗料とはいえないであろう。また彩

色にしても岩絵具の媒質には膠を用いるから,外部にあ

って永年の風雪に耐えうる材料ではないといえる。必ず

や風蝕による剥落もあろうし,時には退色もあり,それ

でなくても全面にうすよごれの生じることは必定であ

る。飾金具 もまたいつまでも金色を保ちうるものではな

い。とすれば屋根葺材料をはじめ,彫刻,漆塗,彩色,

飾金具などやがて何時の日か風蝕,腐朽,退色,祭」落を

きたし,古色蒼然の姿となってくるであろう。このよう

な現象においては, もはや豪華絢爛の存在価値は全 く認

めることはできなくなってくる。如何なる時態にあろう

とも,豪華絢爛の面目を保ってこそ天下に誇る日光東照

宮である。かくして修復,塗替はまんべんなく実施され

今日に至っているのが, 日のあたりにする東照宮建築群

なのである。

建築群の豪華さはまた地形の合理的な利用も大きく左

右しているようで,石段を含めて参道は,造園計画に見

る遠心性や求心性を回遊式に巧に駆使しており,人をし

て自然に本殿への方向性に従わしめるよ うにな ってい

る。ここで忘れてならないことは,大自然との調和であ

る。社殿と樹林との取合わせ,木の間がくれの建物。歩

を進めて忽そこに思いもかけぬ広場に立っており,一望

に建築群が重畳として見えかくれするあたりは,自然を

取 り入れた綿密な計画に基づいてはいないであろうか。

東照官の建物は群として見ることはい うまでもない

が,単体として個個の建物を見てもそれぞれ単に画一的

でない特色をもっている。表門が総体に朱漆塗を,神厩
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が自木造を,水屋が石材の構成を,本地堂は朱漆を主調

としており,こ れらに調和よく彫刻,彩色,飾金具を添

えることによって一層豪華さを強調していることに気が

つ くのである。

以下 4棟の建物の構成と意匠について記し,あわせて

建築装飾に現われた 2～ 3の事柄について私見を述べて

みよう。

1神  厩

1構 成 と意 匠

桁行 3間,梁間 5間,一重,切妻造,妻入,銅瓦葺,

参道に対して北向している。神厩は神馬を入れてお くた

めの馬屋である。

漆や彩色塗装の多い,東照宮建築群の中にあって唯一

の総体白木造である。神馬の馬屋という性質上,材質感

として温みのある白木を採用したと考えられ,その最大

の理由は,古来日本住宅における自木造の系統から,そ

の附属屋である馬屋を自禾に仕上げたものと解してよい

わけであ る。神厩は僅かながら,建具類が黒漆塗.欄

間に当る部分に嵌込まれた遊猿の彫刻や牡丹唐草は極彩

色,妻羽目部の牡丹や雲の彫刻は生彩色,こ れに随所に

飾金具を取付けることによって,自木の美しさを強調し

ながら神厩の装飾の美しさを構成している。

2 神厩出八双飾金具に見る水玉

神厩の出八双飾金具 (図 1・ 図2)に唐草文が彫られて

いる。その金具の文様の空間を埋める様に一個の小さな

輪や,重なったように二重の小さな輪が見 うけられる。

唐草文に遊離して彫られた小さな輪は一体何であろう。

これを見ると,園城寺勧学院客殿 (慶長5年 16∞)の

扉飾金具 (図 3・ 図4),牡丹唐草の図柄の空間に小 さ

な輪が散らしてあるのを思 いだす。『国宝園城寺勧学院

客殿 。重要文化財毘沙門堂修理工事報告書』(昭和33年

3月 刊)の勧学院客殿の調査事項,建物要部細説の項に

10

『扉の金具は何れも当代を代表する美術工芸品で,牡丹

唐草の隙間を水玉で埋めて風情を添えた其の文様を地彫

魚子打としたもので,扉及蔀戸の枢金具,北側雨戸の樫

枢などの形状も頗る其の要を得たと云 うべきである』こ

れは西崎辰之助先生の執筆になるものである。

西崎先生は当時筆者に,こ のよに唐草に類する文様の

隙間を小さな輪や。重なった小さな輪で埋めている例は

同寺境内の光浄院客殿 (慶長6年1601)の金具にもあり,

あまり古い時代には見当らないが,桃山時代には多く見

られるものであると御教示くださった。そして「多分秋

の爽快な朝に見られる.草の葉に思い思いに止ってきら

きら光る水玉を表現したものではないであろうか。若し

そうだとすれば,当時の人びとの図案に対する感覚は素

晴しいものではないか」このようないきさつもあり,報

告書には,小さな輪や重なりあった小さな輪を『水玉』

という文字において表現されたのである。

この種の水玉をもった意匠は,勧学院客殿,光浄院客

殿の他に,日吉大社東本宮本殿 (文禄4年1595)外陣の

定木縁飾金具 (唐草文),同大社西本宮本殿 (天正14年

1586,慶長2年1597改造)切 日縁木 口飾金具 (菊唐草

文),同 じく木階木口巻金物 (牡丹唐草文),また同大社

末社東照官社殿 (寛永11年1634)本殿幣軸飾金具 (唐草

文)な どに類型を見ることができる。

水玉が飾金具に彫込まれる時代は明瞭に言い得ないが

桃山。江戸初期には集中的に多く美しい作例が見 られ

る。

なお飾金具ではないが,秋草に水玉を表現したもので

高台寺霊屋 (慶長10年1605)の厨子扉に所謂『高台寺蒔

絵』の美しい漆芸を見ることができ,同開山堂 (慶長10

年1605)内 部長押金具 (図 5)には葉先に止 まる水玉

の表現が見られるし,大崎八幡神社 (慶長12年1607)本

殿正面木階出八双金具 (牡丹唐草文)には明らかに葉先

に止まる朝露を表現したものがある。ここいらの年代か

ら見ても『水玉』をあしらうということに共通す るも

のがありはしないであろうか。そよ風に揺れるすすき,



図1 神属

出八双飾金具に見る水玉 I

図2 神屈

出入双飾金具に見る水玉 Ⅱ

図3 勧学院客殿 扉飾金具

散金物に見る水玉

(国宝園城寺勧学院客殿・重要文化

財昆沙門堂修理工事報告書より転載)

図4 勧学院客殿 扉飾金具

定木縁に見る水玉  (国宝園城寺勧

学院客殿・重要文化財昆沙門堂修理

工事報告書より転載)
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葉先に止まる朝露,ほろほろとこばれ落ちる水玉,そ う

いえば牡丹や菊の葉先にも宿る水玉。爽快な秋の風情を

写しとろうとする積極的な心の動きが, この飾金具のう

えにおいて表現されたといってよいであろう。

そして西崎先生のいみじくも「風情を添える表現とし

ての秋草に宿る水玉」の言葉が想いだされる。僅かな空

間を,それは一片の若葉をもってしても, またひとすじ

の蔓をもってしても埋めることはいとやすいことであ

12

図5 高台寺開山堂 奥斗目金物拓本

(水玉の

あるものとないものとがある。 意図的

で自由な表現なのが面白ぃ。)(重要文化

財高台寺開山堂修理工事報告書より転載)

る。それをあえて秋草に宿る朝露の水玉をさりげなくあ

しらった空間処理は何と心にくいではないか。

いま神厩の八双金具を見るに水玉が僅か一個または重

なった形で表現されている。秋草に宿る水玉が意匠とし

てきらきらと七色の光を発しているように見えてくる。

かくして情緒の世界をこの一片の飾金具の中に発見する

のである。

■副コ田



3 神厩懸魚に見る青海波

神厩猪目懸魚全面は飾金具で金色まばゆい ものであ

る。この金具を仔細に見ると全体に青海波が打ちだされ

ている (図 6)。

懸魚の全面に青海波の打ちだされている例は, 日吉大

社摂社樹下神社本殿 (文禄4年1595)の懸魚に見 られ る

し,同大社末社東照宮社殿 (寛永11年 1634)の 本殿,拝

殿の懸魚にも見 られる。樹下神社の懸魚の形が大きいせ

いか,波全体が大柄で,末社東照宮社殿の方は規則的な

ものが感じられる。また末社東照官拝殿向拝唐破風や,

平唐門の兎毛通は表裏ともやや偏平な青海波になってい

る。しかも画一的な青海波でありながら,その一部に立

波が表現してあり,水しぶきや水玉をあしらって彫込ん

であるものがある。これは全体に同心円弧的な曲のない

単調さを破る意図と考えられる。全 く図様化した中に,

絵画的な要素を僅かながら取 り入れておくというのは,

すぐれた情緒と感覚によるものというべきである。吉野

水分神社殿 (慶長9年1604)の懸魚は相当に絵画的 な表

現といってよいであろう。

神厩の懸魚の青海波には立波や水しぶきは見られない

が,同心円弧はやや偏平で自在画風な感じのする図柄で

ある。

江戸城諸門す なはち田安門 (寛永13年 1636),清 水門

(万治元年1658)の屋切に青海波の飾金具が打出されて

いる。従来建造物の棟に鴎尾や鱗を乗せ,民家では水の

文字を箆書した鬼板類を見るし, 自在釣に魚の形を彫っ

たのを見ることがある。塔の火焙状のものを水煙と称す

るのも,水に関する文字や水に住む魚類の形において火

伏せの意味を持たせているものと考えられる。か くいう

懸魚もこの意であろう。このように懸魚,兎毛通,屋切

などに青海波を表現することによって,満満たる水量の

意味をあらわし, 火災の恐しさに備えて,火伏の切実な

祈りが込められているのであろう。

懸魚,兎毛通,屋切などに飾金具を用いるのは,桃山

時代の豪華絢爛の様式といってよいようである。

図6 神厩 懸魚 青海波の打ちだし飾金物

4 神厩大斗斗繰に見る蓮華唐草文

身舎角柱の上に組まれた肘木をもつ大斗の斗繰面に飾

金具 (図 7図 8)が取付いている。白木造でしかも大斗

の斗の側面にはなく,斗繰の面にのみ飾金具の取付く例

は他にはないのではなかろうか。

宝暦3年 (1753)の東照宮御結構書によれば,神厩 の

条に『枡斗くり御金物三篇滅金模様唐草磨キ』とあるか

ら,当時既に斗繰面に飾金具の存在していたことが知ら

れる。この場合斗に金具のないのは珍らしいが,今 この

年代を湖る資料に欠けるので直に寛永当時の飾金具と断

定はできない。しかしあるいは当初のものであるのかも

知れない。

写真に見るように,斗繰面の下辺より上方に向けて,

明らかに蓮華と思われる花弁がひとつの曲面に 5枚見ら

れる。しかも中央の 1枚が手前に,順次重った形で表現

されている。花弁にはそれぞれ 8本～10本程の平行脈を

彫込んで花の種類としては一層蓮華を現わした感じを深

くする。さらに中央花弁の頂上より,左右に分かれた唐
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図7 神厩 大斗斗繰面の飾金具 1

草文となって斗繰の空間を埋め,余自部分は魚子打ちと

している。唐草の蔓に当る部分がやや幅の広いのも, こ

の時代の特徴といってよく,こ のような飾金具を蓮華唐

草文と称してよいと思 う。

飾金具といった金属に替えられてはいるが,花弁を表

現するという意味からみれば,やはり平安の音,平等院

鳳凰堂 (天喜元年1053)斗繰面に描かれた宝相華の伝統

をつたえているものといえよう (図 9)。

14

図8 神厩 大斗斗繰面の飾金具 1

5 神厩唄座金長押木口に見る点彫

神厩内法長押唄金具の座金見付 (図10)は亀甲文であ

るが,内法長押隅部木口に当る見込個所 (図11)には唐

草の点彫 (仮称)が見られる。森政三先生 に よれば,

「日光の諸建築に見られるもので,細長い空間を処理す

るのによく用いられるうまい手法」といわれている。な

る程 6分～ 1寸 8分程度の幅の細長い部分を無地のまま

にしておけば,かえって仕事がなされていないと見る人
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図11 神腐 内法長押 隅部飾金具木口見込に見る点彫

図9 平等院鳳凰堂 隅行斗の装飾彩色 (復原模写)

(鳳風堂図譜,建築彩色篇より転載)

達に対しては,点を連ねて打っておけばよく,それには

唐草様か屈輪様の点を等間隔に打ってゆけば,上下にも

左右にも無限に延びる可能性があるわけである。また一

方小さな空間の処理にも応用できよう。点彫によるこの

種の空間処理は江戸時代にはよく使用され ていた ょう

で,神厩遠侍御簾の鈎にも見られる (図 12)。 なお 日光

では,銅製燈籠 (寛永17年1640銘)(図13)の 火袋下辺

部分 (図14・ 図15)に まで点彫の手法が用いられている

図10 神属 内法長押 隅部唄飾金具座金の亀甲文

20
,CIn

ところを見れば,かなり広範囲に応用されていたに違い

ない。

日吉大社西本宮本殿 (天正14年1586,慶長2年1597改

造)切目縁木口飾金具 (前出,当初木口面は水玉をもつ

菊唐草文)で当初のものは,縁上端へ約 6分程度直角に

折曲げてある部分がある。これに唐草の点彫がなされて

いたのである。同大社末社東照宮社殿の拝殿脇障子釣元

金具の見込の僅かな部分に,唐草点彫が施されてあった。

日吉大社においては以上 2つの実例を見出している。
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図12 神厩 遠侍御簾

釣金具に見る点彫

図13 銅製燈籠 (寛永17年銘)の全景

図14 銅製燈籠 (寛永17年銘)

の火袋隅部の帯状金物に見る

点彫

図15 銅製燈籠 (寛永17年銘)

の火袋下辺の帯状金物に見る

点彫
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2 水  屋

1構 成 と意 匠

桁行 1間,梁間 1間,一重,唐破風造,妻入,銅瓦葺,

参道に対して東向している。

水屋は手水を行 うための水盤を覆う建物で,中央に元和

4年 (1618)刻銘のある手水鉢石を据え,全面吹放しで

ある。四隅の柱は気づかぬ程度わづかに四方転の手法を

示し,いずれも2本の副柱を吹寄せており,大きな唐破

風の重みを軽軽と支えている感じで,如何にも堂堂とし

た妻を見せている。柱は角柱で,花満岩である。古 くは

頭貫,台輪も同様に石材であったというから,主要構造は

石造であったわけである。であるとすれば建物全体は花

簡岩のもつ白みがかった石の材質感が主調であったとい

えよう。これが参道を直角にまがるもっとも目立つ位置

にあり, しかも手水を行 う建物でもあるために,参拝者

には強い印象を与える。水を使用するのが目的の建物で

ある性質上,耐久性のある石材による構築をしたのであ

ろう。

組物は和様三斗で,総体を和様でまとめてはいるが,

台輪,虹梁,大瓶東など一部に禅宗様式を交えて折衷様

式となっている。彫刻は,向唐破風であるから,正面の

妻に大きな虹梁を見せ,そ の下に立波,同 じく虹梁上には

見事な波に飛竜の透彫が組込まれている。また両側面の

墓股内部は波に鯉の彫刻がなされているなど,水屋なる

がゆえに水にちなんだものを主題として設計されたもの

といえよう。

彩色もかなり入念華麗な計画に基づいており,虹梁に

は牡丹唐草を描いたうえに鳳凰の置紋,肘木も朱や緑青

塗地のうえに雲文を散らし五色の瑞雲を現わしてある。

斗も緩網彩色のうえに唐花,唐草文を置上て賑やかな色

どりを添えている。なお斗の緩網彩色が外側へ薄 くなる

形式は, 日光東照官においては珍らしい彩色方法といわ

れている。内部の天丼は,唐破風屋根裏を化粧で仕上げ

賑やかな構成を見せ。 これらに加えて精巧な飾金具を豊

富に取付けて装飾の美を奏でている。

2 斗の彩色について

斗は纏網彩色とし,中央部に朱の唐花,箔押の唐草は

置上にしてある (図 16)。 綴綱は中心部より岩絵具 の濃

色,中色,自色と量しの形式をとり,縁は金箔の括 りと

する。日光の諸建築の斗彩色は,こ の内か ら外側へ向

って濃色から淡色へ色層をもたせた綴綱彩色法をとって

いる例が少く,珍らしい彩色 とされ てい る。宝暦 3年

(1753)の東照宮御結構書によれば『御組物御彩色外雲

絃唐草』とあるから,外雲絃とは前記彩色を指すものと

考えられ,当時既に外練綱の彩色がなされていたとみて

よい。

しかし外繹綱をよく見ると所謂量しの基本形ではなか

ったかと考えられる節がある。平等院鳳凰堂 (天喜元年

1053)内 部の横架材は,地塗りとして中央を条帯文,珠

文とし,こ れより外側へ向って淡色の度を加え, 6～ 7

段の色層による篠綱彩色となっている (図 17)。 醍醐寺

五重塔 (天暦6年952)内部の横架材においては,同様に

3～ 4段の色層をもった練綱としてい る (図 18)。 つま

り1個あるいは 1丁の部材が中央部より序序に外縁へ向

って白みを増すということで,部材の軽さを感じさせる

視覚的,心理的効果があり, これらにそれぞれ外績網彩

色の宝相華文を随所に描いて,華やかさの中にも清純な

晴やかな感じをあたえている。ちなみに宝相華の経綱も

外縁へ向って淡 くなるのが基本形である (図17・ 図18)。

唐招寺金堂 (奈良時代)内部の支輪,天丼格縁,天丼板

絵などに経綱彩色がよく残っている。この伝統が水屋の

斗に現わされていると考える。すなわち奈良,平安時代

の横架材に見られた彩色の考を斗に引うつせば, とりも

なおさず外綱綱となる。

また中央唐花,唐草文について見ると,花弁を朱とし,

唐草の置上は彩色のよりよき効果をねらったものと考え

られる。唐花,唐草を描 くということは,ち ょうど鳳凰

17



図16 水屋 肘木,斗の装飾彩色

堂における斗の宝相華,宝相華様唐草文 (図 19・ 図20)

を描いた系統とみて支障はないであろう。少 くとも斗に

花弁や唐草様文様を描 くという考えから出発しているに

違いないから。

述べきたったところを綜合して見よう。斗の要として

朱の唐花,金箔押の唐草を置上として浮出しの効果をも

たせる。この文様に対して地を仕上げるのに,中央部を

岩物による濃色を塗ることによって,花弁の朱や唐草の

金色の効果を一層高めている。次に中色,自色の順に綬

綱をとり縁を金箔の括 りで仕上げる。かくして唐花,唐

草文様を引立たせ,あわせて斗全体を明澄にし,清純な

色どりに仕立ててある。

大きな唐破風の屋根の重みを,斗は晴やかな彩色の効

果をもって軽軽と受け,その荷重を肘木が雲飛文から連

想する軽やかさにおいて大斗に伝える役 目をなしてい

る。大斗はまた外綴綱彩色の効果による軽やかさをもっ

て,全体の重みを花筒岩の柱へと伝えている。四隅の石

柱は目立たぬ程度の四方転となり,副柱をしたがえてが

っちりとすべての荷重を受け止めている。

水屋の斗は大斗,巻斗,方斗を含めて外
`雲

綱彩色の効

果によって,こ の建物を華美の中にも,軽やかさと明る

さを持った素晴しい構成を醸しだしている。
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0

図17 平等院鳳凰堂  前頁 無目下端  装飾彩色 (復原模写)

上 長押下端 装飾彩色 (復原模写)

図18 醍醐寺五重塔  上 頭貫側面  装飾彩色 (復原模写)

下 頭貫下端  装飾彩色 (復原模写)

3 斗繰面の彩色について

斗繰面はくるみ形の置上彩色 (図16)になっている。

やはり花弁文の便化されたものと見てよく,さ きの神厩

では蓮華と唐草文とを表現した斗繰面の珍らしい飾金具

を見たが,こ こでは花弁の輪郭を丸みの強いくるみ形に

文様化させてある。東照宮御結構書によれば『斗 くりく

るみ形置上極彩色』とあるから,宝暦 3年には現在見ら

れる彩色であったと考えられる。

桃山 。江戸初期の斗繰を花弁文彩色で仕上げてある例

はいくつか見ることができる。高台寺開山堂 (慶長10年

1605)の 内部のものは多少古式を保っているのではない

かと考えている。これらはやはり平等院鳳凰堂の系統を

(上、下とも醍醐寺五重塔図譜より転載)

もつものと考えてよさそぅでぁる。鳳凰堂の斗繰面 (図

18。 図19)は,複弁を現わすと見られるかすかな重なり

をもった花弁文で,上方には花の藁も描かれていて,一
見この時代のものとは比較にならないが,花弁文を主題

とし,これを績綱彩色として量しの効果を見せるという

点においては,両者とも揆を一にしているといえないで

あろうか。 くるみ形とはやや形を異にするが,花弁菜練

網として類型的なものは,北野天満宮 (慶長12年 1607),

久能山東照宮 (元和3年1617),和歌山東照宮本殿 (元和7

年1621),金地院東照官 (寛永5年1628),延暦寺讃仏堂

(寛永11年 1634),日 吉大社末社東照宮当初彩色 (寛永

11年1634)な どで見られる。
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図19 平等院鳳凰堂

隅行の肘木,斗 装飾彩色 (復原模写)(鳳凰堂図譜,建築彩色篇より転載)

図20 平等院鳳凰堂

大斗 装飾彩色 (復原模写)(鳳凰堂図譜,建築彩色篇より転載)

o            10            20.
L__.____… Ⅲ_____……・ ______…………_____」 C:11

20
C:11

10

0

20

10

「

Ц

」■L

¬

b ス´
′ ■
W



3本 地 堂

1構 成 と意 匠

本地堂は,桁行 7間,梁間 5間,一重,入母屋造,向

拝 3間.銅瓦葺の建物で南より北へ通ずる参道に対して

東向して建てられている。東照官の本地仏を祀る重要な

建物で,本地は薬師如来である。昭和36年 3月 15日 に不

幸にも火災にあったが,近年完全復原の姿を再現したも

のである。

総体に禅宗様式をかなり多 く採用しており,外部の建

築装飾は他の建造物に較べて割合に少なく,軸部材をは

じめ全体朱漆塗を主調としている。これに花頭窓,桟唐

戸などを黒漆塗で仕上げ,建物の調子を引締めている。

彫刻は正面向拝の墓股内部に竹に虎,手挟を雲とし,身

舎組物の間には各種の花斉,鳥類が嵌込まれている。彩

色は向拝虹梁正面に龍を,同 じく背面は飛龍を,丸桁の

花菱に法輪文,身舎丸桁には牡丹唐草など金箔,群青,

緑青,朱,朱土といった顔料によって美しく賦彩され,

技法もまた置上彩色をはじめとして生彩色.極彩色,平
彩色と多彩な手法を駆使してある。そのうえ錦上に花を

添えるかのように,飾金具を随所に取付けて絢爛の美を

いやがうえにも増している。

2具 象 の系譜

本地堂の外部,主として向拝.身舎建築装飾のうち,

具象的なものの資料収集に焦点をあてることにした。そ

こには何らかの意味が表現されていると考えられた。

東洋でも特に中国の思想については,西暦前 2世紀末

の中国の書である『淮南子』が,中国古代のさまざまな

自由思想が盛られているとして,展屡引用される古書の

ひとつである。また後世思想上の変遷はあったにしても,

大国である中国の根底に流れる思想の一端として大いに

意義があるように思われる。

また日本に伝えられた仏教はいうに及ばず,儒教や道

教も桃山,江戸時代にはそれ相応に, 日本風に咀嚇同化

されていると思われる節もあるが,『淮南子』あたりの文

面の中からも意味の通ずるものがあり,少 くとも表現に

於てこの流を汲取っていると考えられるところがある。

『東洋文様史』(渡辺素舟著昭和46年刊冨 山房)の竜

および鳳凰の項に『淮南子』によると『万物,羽,毛 ,

鱗,介,皆祖於龍。羽嘉生飛龍。飛龍生鳳凰。而後鸞鳥

庶鳥,凡羽者以次生云 』々と引用した説明が見られる。

龍はヨーロッパ,オ リエント,イ ンド,中国, 日本と

それぞれに多少違った性格をもっているようであるが,

総体的には神話の範疇のもので,主として蛇の性格を根

幹とし, これに獅子,鳥などを組合わせて作られた空想

上の動物といえよう。少 くともここでは中国乃至日本の

竜の性格について知れば大きな誤はないであろう。

さて中国では古来龍は麒麟.鳳凰,亀とともに四霊と

よばれ神秘的な空想上の動物とされたと伝 え られ てい

る。中国での龍の信仰については,蛇や星,雷光,龍巻

などさまざまな要素を復合して構成したといわれもする

が,根本的には水,雨に深い関係をもつ強大な威力を発

揮する空想のうえでの動物であったといぇょう。

日本では,形を胴は大蛇,角は鹿のそれに似ており,

耳は牛, 日は鬼のそれとよく似ているが,顔全体が既に

鬼の顔を長く引伸ばし,顎をしゃくらせた形といえるの

である。長 くなびく頭髪,長大に延びた 2本の髭は一種
の巨大な爬虫類として連想することができ,足は四脚,

体全面に荒荒しい剛鱗様のものがあって,オ コゼという

魚の棘棘しい鰭を思わせるものを有している。いうまで

もなく中国思想の影響によるもので,祥瑞のしるしとす

る信仰も相当根強いものがあるようで,雲や波を伴なっ

て表現されることが多い。なお日本では足の爪は三本の

ものがよく見 うけられるし,宝珠を握っているものや尾

先に剣をもつものも中には見ることがある。

飛龍とは空に飛ぶ龍の一種といった意味のものであろ

う。日本では頭部はやや前記龍を思わせ るものであっ

て,やはり強靭そうな 2本の長大な髭を有しているもの

の,胴は難に似ており,強大な尾羽をもち,棘棘しい鰭

を拡大したような大きな飛翼と2本の難様のがんじょう
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そうな足をそなえている。龍に近い強烈な威力を持つ性

質のものかも知れない。雲や波を伴って表現されるよう

である。これがまた『淮南子』のいうところの龍と鳳凰

との中間に位置づける性格をもったものとしての空想上

の動物の表現ともいえよう。

鳳凰については中国において想像上の鳥であり四霊の

ひとつとされていたのは前述の通りである。形は難のよ

うな頭,蛇のような頸,燕のような顎,亀のような背,魚

のような尾をもっといい。羽は五色をそなえ,梧桐に棲

み,竹の実のみを食い,酷泉しか飲まず,飛べば群鳥こ

れに従 うという。至徳の瑞応ととして現れ るとい うか

ら,余程の瑞鳥ということであろう。日本でもやはり中

国思想から発しているので,前記に倣い梧桐の花や葉を

あしらった中に現わされているものが多く,絵画や彫刻

は勿論,工芸品,染織品の題材としてよく見るところで

あり,むしろ積極的に鳳凰を瑞鳥として好んで用いられ

た傾向をもっているようである。日本人の好みにかなり

びったりあうものであったのかも知れない。

さて, ここで本地堂の外部に見られる具象について見

ることとする。

○向拝虹梁表 龍の図 (図 21)

○向拝虹梁裏 飛龍の図 (図22,図 23)

○向拝手挟  雲

○身舎組物間の彫刻は,鶴に唐松,子L雀に牡丹,鳳凰に

桐など,鳥 と花斉の組合せの意匠が多く見られる。こ

の部分の彫刻は全部で56個あり,そのうち鳥類のある

もの51個,小獣類の彫刻は 2個,植物のみのもの 3個

に分けられる。概念配置図 (図24)と 写真 (図25～図

78)によって彫刻の主題や具象をおのずから知ること

ができよう。そこで51個 の鳥類彫刻を鳥名別に分類し

て見ると次の通りである。

鳳凰 5個

書鶴,茅[理,建,讐,各 4個

山鵠,鴛鴛,山鳩,雀,各 3個

鶴,鷹,山鳥,懸巣,鴨,各 2個

22

鸞,自鸞,鴎 li息,嶋・ 鶉,葦雀,燕,日 白,各 1個

(ただし,鴎鶴,雀,梅の彫刻が 1組あるが,鵬鶴を

主題と考え雀を省略して分類した。ほかにはこのよ

うな例はない)

鳳凰を主題としたものが最も多く,そのうち桐に鳳凰

の彫刻は 4個を数える。また青鸞,孔雀,雉,鷺などを

多く見るが鳥類のうちでも格の高いものの部類といえそ

うで,そ こには何らかの傾向をもたせているようである。

そう考れば鳳凰主題の彫刻の多いのも理解できるし,飛

べば群鳥これに従 う鳳凰を意味づけているといってよか

ろう。

鳥類が相当の数をしめていながら,小獣類に属するも

のが 2個あって,それは兎 (図38)と 猿 (図60)を主題

としている。兎はよく躍ねて飛ぶところから,意識的に

鳥に擬したものかも知れない。日吉大社末社東照宮の拝

殿内部暮股彫刻にも,鳥類でそろえている中に,波に兎

のものがある。猿については京都御所の鬼門に猿を,鬼

門に当る延暦寺, 日吉大社の神使を猿としている。一寸

たりとも止まることなく動きまわる性質か,人間と似た

行動をするためか,難をサルからなのか,あるいは意外

な俗説があるのかも知れない。いずれにせよ兎も猿も他

の小獣類とは異質の性格をもったものとして,特別のあ

つかいがなされた場合があったのかも知れない。

植物彫刻だけのものがわずかに 3個あり,菊水(図52),

竹に梅(図

“

),竹に牡丹 (図70)である。意識的に単独

植物彫刻としたものかあるいは小禽類か小獣彫刻が脱落

亡失したものかは定かでない。

向拝虹梁表の龍,同 じく裏面の飛龍,手挟の雲,組物

間の彫刻である鳳凰をはじめとする鳥類へ と目を移せ

ば,こ こに龍一飛龍―鳳凰―鸞,諸鳥の系譜が成り立っ

ていることが判る。

日吉大社末社東照官にこれと酷似した事例がある。

○拝殿向拝虹梁表 龍の置上 (3間 とも。ただし中央の

龍は宝珠をもつ。置上風蝕差によって龍の図復原)

○拝殿向拝虹梁裏 飛龍の置上 (も と飛龍であった。 3



間とも木部に残る顔料による染痕と修理前僅かに残っ

ていた置上彩色による。ただし木部の痕跡と修理前の

置上とは飛龍と判断はできたが図柄において一致して

いなかった。理修前の置上彩色は文化 8年 (1811)

で,木部の染痕の飛龍は寛永11年 (1634)当初のもの

である)

○拝殿向拝手挟 4個 とも牡丹や菊に鸞の籠彫

○拝殿正面墓股内彫刻 5間の中備とも桐に鳳凰 (中央

は羽を拡げて胸,腹を見せて羽ばたく姿。他の 4個は

背を向けて飛立つ姿)

○拝殿正面琵琶板部分取付彫刻 花斉に群鳥 (牡丹が多

く椿もある。群鳥は小禽類)

○拝殿内部見返し部暮股内彫刻 5個のうち 4個は花斉

に鳥類, 1個は波に兎

向拝虹梁表の龍,同 じく裏面の飛龍,手挟の鸞に菊,

牡丹,正面暮股の鳳凰に桐,墓股両脇琵琶板彫刻の花鳥,

内部墓股の花鳥の順に見ると, ここにも龍―飛龍一鳳凰

―鸞,諸鳥の系譜が成 り立っている。しかも屋外より拝

殿内部にまでこの考えがおよんでおり,ま ことにめでたノ

く瑞気みなぎる有様を現わしているというべきである。

要するに本地堂と日吉大社末社東照宮の具象において

共通した龍―飛龍―鳳凰―鸞,諸鳥の系譜を見ることが

できた。古代中国思想の浅からぬ滲透と瑞応に対する熱

望が示されている。

図21 本地堂 向拝虹梁表 龍の図

図22 本地堂 向拝虹梁裏 飛龍の図 1

図23 本地堂 向拝虹梁裏 飛龍の図 I
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図27③鷺,葦,波

図29⑤雉,松,波

図31 ⑦牡丹,梅,懸巣

図28 ④鴎鶴,雀,梅

図30⑥鴨,椿

図32 ③唐松,牡丹,孔雀

図33⑨鶴,波,唐松 図34 ⑩桐,鳳凰
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図35 ⑪大和松,万年青,山鳩

図37 ⑬桐,鳳凰,たんぼぼ

図39 ⑮牡丹,孔雀

図36 ⑫万年青,唐松,山鳩,椋欄

図38 ⑭波,兎

図40 ⑬おもだか,波,鴛鶯

図41 ⑩鶴,唐松,波 図42④鶉,菊,波
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図43 ②鷺,波,たんぼば,章

図45 ④波,鴨

図47 ④水葵,波,お もだか,鴛奮

図44 ②鷺,波,葦,雲

図48 ④波,唐松,鴨
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図51 0牡丹,青鸞,唐松

図53 ①菊,鳳凰,唐松

図55 ①孔雀,竹,松

図52 ⑩菊,水

図

“
 ⑫桐,鳳凰

図56 ⑭菊,山鵠

図57 ①菊,山鳥 図58 ⑭稗,雀
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図59 ⑫目白,唐松,牡丹

図61 ⑩鷹,唐松,万年青

図63 0雉,桐,すすき

図60 ⑬栗,猿,菊

図62 ⑩懸巣,牡丹,竹

図64 ⑫竹,梅

図65 ④山鳥,牡丹,大和松 図66 ⑭桐,鳳凰

螂
ヽ

　

ヽ

ヽ

や

Ｌ

ｔ
．
い

ヒ
」
、印
出

・
　

“
Ч

「
　
４
、
』

・駿ヨ

駿

目■■

■

"ン
●:

′
`・亀．∴

ヽ

財１

■
ヽ

ｒ

　́
　
・
ｃ
』

΅
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図67 ⑮雉,牡丹

図69⑦山鳩,批杷

図71 ④唐松,芙蓉,山鵠

図68 ⑮鷹,牡丹,雲,唐松

図70 0竹,牡丹

図72 ①唐松,牡丹,山鵠
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図73 ③柳,牡丹,燕,笹 図74 ⑫雉,大和松,牡丹
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図75 ⑬樹木の実,自鸞

図760しだれ桜,雀,波

図77①青鸞,牡丹

4陽 明 門

1構 成 と意 匠

3間 1戸楼門,入母屋造,四方軒唐破風附,銅板葺 ,

左右袖塀附,南向きの建物で,神厩,水屋から導かれた

参道に続 く。高い石段を登 りつめた位置に建ち,門の左

右の間には随身が安置してある。門柱は丸柱で丹念に屈

輪の地文を彫 り石灰摺仕上になっている。ただし石灰招

は当初からなされていたかどうかは不詳に属する。あ

るいは堅木に刻込まれた地文の屈輪が浮きだした白木の

面白さを賞用していたかも知れない。いづれにしても主

要柱は屈輪文の彫られた,堅木 (ケ ヤキ)の もつ材質感

の面白さを主調としているといって差し支えないであろ

う。組物は総べて沈金彫で黒漆を施し,金 と黒漆の対比

は美しく,組物という賑やかな構成をもっているので,

一層全体の調子を整えつつ豪華さを示している。彫刻類

は生彩色あるいは極彩色仕上げとし,飾金具もまた豊富

に取付けて華やかさを一段と引きたてている。

2 金剛柵頭部飾金具の鋤下げ彫について

陽明門の金剛柵頭頂部には精巧な飾金具が取付けられ

ている。彫られた文様が浮出していて鋤下げ彫の効果が

よくあらわれている (図 79)。

鋤下げ彫はいうまでもなく,金工技法のうえでは,地

金も比較的厚いことが必要であるし,鋤彫の彫下げに要

する手間と技術を要するから,経費の面から見ても相当

高価なものである。金剛IRU頭頂部の飾金具は,牡丹唐草

や鳳凰の九紋を浮彫の効果にだそうとするもので,鋤下

げ彫の部分は魚子打で仕上げてある。

一般庶民は陽明門まで参拝を許されたというから,庶

民の最終的に近寄れる建物であり,日暮門という名で人

口に檜実されたゆえんでもある。当然手の届 く程目近に

寄れる建物であれば,豪華絢爛その極に達しているのも

自然の理であろう。金剛柵はその中でも高さからい つて
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も, もっともよく人目につく所のものであり,入念の仕

上げなされていても当然と考えるであろう。しかし日光

東照宮は,その入念さが単に人目にふれる,人 目に近い

という理由から発想してはいないのである。それは一途

に東照宮への奉仕の姿であり,純粋な精神の発露なので

ある。

さはあれ金剛柵の金工の技巧は,当代における技術の

極致といっても過言ではない。桃山時代に見られる鋤下

げ彫の技法はすでに勧学院客殿,光浄院客殿の内法長押

に取付けられた六葉とその樽の口に鋤下げ彫,魚子地の

精巧な作品に現われている (図 80)。 同時代のものは他

にも類例は求められるが,いずれも相当に格式をもった

程度の高い建造物にしてはじめて取 り付けられたものと

考えられる。

日吉大社末社東照官の本殿正面内法長押の六葉,樽の

口およびその座金である八双の枝菊を彫出した魚子地が

鋤下げ彫であった。

金属工芸品においては相当に精巧な鋤下げ彫は見られ

る。例えば甲冑にこの手法が応用され,魚子打にしても

まことに精巧な技法を示している。一方割合に粗大で,

32

図79 陽明門 金剛柵頭頂部飾金物

大味な趣をもつ建造物の飾金具に,刀創,甲冑その他の金

属工芸品に表現されると同一の繊細な味。墨さしといっ

た建造物には割合に多く用いられる大胆な方法でなく,

厚い地金を鋤下げ彫によって浮彫 りの効果をもちつつ
,

魚子打の美しさ,菫の切味,線刻など腕のさえと繊細な

技法を見せる精致精巧な飾金具が惜しげもなく建造物に

応用され,取付けられていることにおいて特筆されるべ

きもののひとつであるに違いない。

お わ り に

この報告文は昨年11月 初旬に実施した文様研究室の実

地調査報告であります。短期日のこともあって,わずか

二,三の管見を述べるに過ぎない結果となりました。け

れどもここには大きな誤がないとはいえません。御親切

な皆様の御指導を仰ぐことができましたら幸甚と存じま

す。後日誤診の訂正を期したいと思 つています。

なお本地堂具象名称に関する記録は助手檜垣檀君,写

真撮影は大学院生永井ムツ雄君が担当し,写真および記

録の整理は本学副手諸君の手になるものであります。
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図80 勧学院 内法長押飾金具 六葉,緯の口 (国宝園城寺勧学院客殿・重要文化財毘沙門堂修理工事報告書より転載)
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陽明門金剛柵の頭部および、寄進燈籠について

佐 々 木 静 一

1 陽明門金剛柵の頭部について

金剛柵という建物の部分としての機能上,装飾金具は

同じ大きさと同じデザインの打ち物で作られて整然と列

んでいるようにみえる。ところが,やや詳細に観察する

とこれらの金物はひとつひとつが全体のデザインとして

は同一の規格を保ちながら,細部では,それぞれ担当の

職人の技術と好みを反映するかのように,ひ とつとして

同一のものがないことがわかる。

東照官の装飾金具がその銅合金としての材質的性格上

容易に腐蝕しないこともあって,金物はほぼ建立当初の

原形を止めているものが多いとされていることを考える

と,東照官全般の文様を考える場合,全般的に金物の文

様は創建当初のかたちを知るうえでは貴重なデータとな

り得るだろう。このような観点から金剛柵金具を見直し

てみると,次の点に気付く。

陽明門についてみると権力の象徴的構築物として,そ

のデザイン・ポリシイはいやがうえにも豪華絢爛を目指

したものであったことは疑いもないし, したがって,そ

の構成部分である金剛欄金具の装厳具としてのデザイン

は当然全体の一部として常にない豪華な作りとなるべき

だったであろうと考えられる。

この金剛柵金具は打ち物であって,かなり部厚い金物

を彫 りおこしたもので,いわば上手の金物である。取付

34

け場所も眼の高さに近い最も直接的な部分であることを

考えるとそれぞれの職人は大いに技を競い力をこめて彫

りあげたと思われる。図 1に示すように頭部金物は側面

部は麻の葉様文を地文として中央部の牡丹を囲む唐草文

が描かれ余白は魚子 (七子)打ちの地文になっている部

分を囲んでいる。図 1の図版の構成は全ての金物につい

ても同一であり,麻の葉様文の地文で囲まれた部分の中

心部にある牡丹の花弁とか,唐草部分はひとつひとつ見

ていくとそれぞれ異っており,担当の職人たちの好みに

従って,全体の大ワタを踏み外さないかぎり仕上りが多

少指定された原図から離れても納品として差支えなかっ

たことがわかる。ただ。金剛柵は手のとどく範囲内にあ

る金物なので建物の高い部分に取付けられた金具とちが

って破損の機会が多いわけで,ひとつひとつ異っている

のは各時代の度重なる修復の結果だといえないこともな

いのであるが,現在直接建物の修復作業に当っておられ

る保存事務所のお話によると,金物を取はづしてみて当

初のものと考えられるといっておられるのでそれに従う

ことにする。

これだけの観察で考えられる事は, 日光東照宮全体の

デザイン・ポリシイを考えてみるうえでも要点のひとつ

である陽明門の金属装飾部分のデザインが細部では職人

仕事の恣意性にまかされているということ, また, この

ことを恣意的であるといいうるのは,現代の大量生量方

式の生産構造に慣れていて,それを異としない現代人の



図 1 図 2

図 3
図 4
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図 5

感覚からでた観察であろう。一品制作の職人仕事では,

部品のひとつが何千分の 1ミ リという精度で仕用書通り

でなければならないという厳格な画一化は少しも要求さ

れていない。そこにものをつくる喜びのなかに仕事と遊

びが同居しうる職人の黄金時代というものすら垣間見る

ことができるのである。つまり画一化された大量生産方

式の時代では非忠実な原図解釈は許されないため,恣意

性のなかに江戸職人がもっていた職人気質の良さは入り

こむ余地がないわけである。

そこでこの一連の金剛柵金具文様が全体としては同一

規格を要求されながら (装飾金具は大 くの場合このよう

な条件下で制作される)細部では,そ のいわゆる江戸職

人的恣意性を充分発揮しているところに東照宮の特に彫

金金具デザインの性格をみることができるといえよう。

この性格はおそらく当時の建築装飾に使用された彫金

制作に共通する性格かと思われる。ここに恣意性という

言葉を使ったわけは,文様のパターンを継承して後世に

伝えていく文様の伝播あるいは古典的形式の生成という

観点からみれば,こ の職人仕事の恣意性は激しく既存の

形式を変形する力となったはずである。そして,こ のよ

うな職人の恣意性は,陽明門金具の制作という。檜舞台

に上った職人たちの精神の高揚からきているのかもしれ

ない。金剛柵金具が.後述の表門後方に置かれた「寛永

十七年四月十七日松平式部大輔源忠次寄進」の銅燈籠の

彫金表現がただ同時代の伝承形式に従っただけの穏やか

だが手慣れてのびやかな彫金表現の一般的性格と対象的

にみえることから,金剛柵と近い年代で対象的な性格の

作例として紹介したい。

金剛柵金具の技法については,中野技官の御指適のよ

うに,いわば上手のものであるが,日澤年美氏に よれ

ば,中心部の深 く彫 り下げられ魚子打ちになっている部

分については,魚子打ちは普通墨をさすものであるが,

この金具は武具と同じように墨はささなかったようであ

る。唐草が細いし,仕上げからもそのように考えられる。
図 6
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図 1

図 2

図 3

おそらく工芸品のように近 くから眺めさせる意図があっ

たと考えられる。と金剛柵金具という人間の眼の近 くに

位置する金具としての特殊な装飾的配慮を指摘されてい

て, この金具が東照宮金具のなかでも,いわば職人仕事

の檜舞台的部分であることがいえる。

また。職人仕事の恣意性については,さ らに,金剛柵

頭部のなかで下方脚部の唐草についても同様な例として

図示したい。

2「寛永十七年 松平式部大輔寄進」

燈籠の文様について

東照宮表門内側から7～ 8メ ートルの玉砂利の場所に

あり,下記の銘文が彫られている。

奉寄進銅燈籠二基 日光山 東照大権現賓前

寛永十七年 辰庚四月十七日

従四位・松平式部大輔源忠次

この燈籠の彫金文様に注目した理由は,金剛柵金具の

恣意的性格とは対照的に中野技官の所見によれば古風な

桃山,あるいは室町にもさかのぼるような様式をまもっ

ている点であり,東照宮奉納のため特別に鋳られた豪華

な奉納燈籠のなかで, この燈籠だけが当時のありふれた

技術水準と彫金文様のあり方を示しているからであり,

彫金としてはあきらかに陽明門金剛柵金具が上手 であ

り,こ の燈籠は下手といえる。

ところが,こ の燈籠に装飾されている彫金の唐草文様

や流水文,水草文様,あるいは獅子浮彫は古様を伝承す

るだけに,仕事は手慣れた完成度をみせて,文様の描 く

曲線はむしろ流麗で穏やかな表現となっている。つまり

この燈籠文様の場合,室町から寛永にかけての比較的長

期の彫金文様の作例としては,高揚した職人仕事の恣意

性のかけらもない伝承的な仕事であるだけに,東照宮関

係彫金の背景を考えるうえでは基礎的な作例となってい

るといえよう。

このわずか 2つの作例で全てを推測しえない として

も,こ の2作例はおそらく東照宮彫金文様の性格の上限

と下限。あるいは輪郭を考える場合参考になると考えら

れる。

次に灯籠各部文様を図示紹介する。

図 1,2. 3,牡丹唐草 6.5cm× 39Cm

他方は魚子打ちである。古い時代のものはひとつひと

つ打っていったが。 6つ 7つのプロックで打つようにな
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った。この場合ひとつひとつ打っていったようである。

また牡丹の部分は金箔を押してある。

図 1 牡 丹 唐 草

図 2牡 丹 唐 草

水
文
と
水
葵
文
様

（図
４
） 6.Scm

牡
丹
唐
草

（図
１
）

（図
７
）

獅
子
浮
彫

（図
６
）

燈 籠
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図 3牡 丹 唐 草

図4 水文と水葵文

6.5× 30 cm
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図5 植物文

図 4と 同一部分

図6 獅子浮彫

寛文より古い様式を伝えている。

図7 唐草文
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日光東照官建造物装飾文様採集調査にともなう若干の考察

大 淵 武 美

1 寛永の造営をめぐって

日光東照官における建造物の装飾および文様の採集調

査は,当初われわれが目的とした桃山期から江戸期にお

ける寺社建造物に施された文様の採集という点では,充

分な成果を収めることができたと考えられる。しかしな

がら,こ こで採集された文様のみで,桃山,江戸の文様

様式を云々することのできないことは謂 うまでもなく,

現在,建造物装飾文様の採集に着手し始めた西本願寺の

唐門,書院,二条城,大徳寺等々の調査の結果と統合し

て,後日何 らかの結論を導きだし得ればと考えている。

私は個人的には今回の東照宮調査では,すでに着手し

ていた「唐草文様の追跡調査」の一部として,主たる文

様採集を日光東照官の唐草文様調査という点に焦点をし

ぼっていたのであるが,東照官における唐草文様はその

全域にわたって多用されている割に意外に変化にとばし

く。またその表現技法の巧拙といった問題も加わってく

るので, これも同時期の他の建造物より採集中の唐草文

様との関連で考えることとした。したがって今回の報告

では,四 日間の採集調査を通して私の感じた二.三の事

項を列記するにとどめたい。

しかしながら何分建築史ならびに建築に関しては全 く

無智の問外漢であり,田沢年美氏に少々のご教示を頂い

たとはいえ,建築史の分野からすれば全 く乱暴な論法を

展開するであろうことが予測されるので,初めにおこと

わりし,お許しをいただきたいと思う。

さて日光東照官は元和に創建され,寛永に大造営がお

こなわれ,以後十数回におよぶ修理を経て今日に至って

いるわけだが,現在の社殿はほぼ寛永造営の姿を伝えて

いるといわれる。この説に従うならば,元和の創建に費

した日時約 6ヵ 月はともか く寛永の大造替に 1年5ヵ 月,

いずれにせよ恐るべきスピー ドでこれらの建造物群とそ

の装飾が完成していることとなる。延 400万の人員を投

入したとしても, この短時日で今日眼にする豪華絢爛た

る建造物群が完成するであろうかというのが,私の単純

な疑問だが,それ以上に私の興味を引くのは,工事は可

能であるとして, これらの建築群をとうして東照宮独自

の計算された空間構成,デザイン・ポリシーは誰によっ

ていかにして立案されたのであろうかという点である。

この寛永の造営の総指揮者は幕府作事方の大棟梁であ

る甲良豊後守宗広であり,装飾を担当したのは幕府絵所

の狩野探幽の一門であると記録されている。

ここで日光東照宮のデザイン・ポリシー立案者を甲良

宗広および狩野派絵師と考えると, この建造物の様式,

装飾の多様さにも関わらず,統一された一つのイメージ
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を形成している建造物群をささえるデザイン・ポリシー

が,大棟梁であり装飾彫刻の名手ではあるといっても数

人の力で立てられるものであろうか, という疑間が生じ

てくるのだが,それはさて,こ の全体を貫 く共通性は一

体どこから生みだされているのであろうか。

私のとばしい建築知識をもってしても, 日光東照官の

建造物は和様,唐様,両者混合, といった具合で建築様

式に全 く統一性が見出せない。ここに日光東照宮独自の

様式の非統一による,ないしは様式の対比より生ずる効

果を計算したデザイン・ポリシーが立案されていたので

はないかと考えられる。このことは建造物に限らず装飾

文様の細部にも見出しうる傾向であり,佐々木静一氏が

陽明門の金剛柵64本の装飾金具に彫られた文様について

他の項で述べておられるが, こうした例は各建造物の装

飾の随所に見受けることができる。

彫金であれば個々の職人の技価によって巧拙,差異が

生ずることはあるであろうが,われわれが撮影した金剛

柵頭部に施された文様は一つとして同一のものはなく。

許される範囲内ではあっても個々の職人が自由に自己の

技を誇示したかの如くに見えたのである。

それはさて, 日光東照宮の建造物がなぜ,当時の流行

の一様式をとらず,古来からの様式,それらの混合した

様式,加えて新たに生みだされた様式といった各種の様

式をとり入れたのであろうか。そして装飾の面でも絢爛

さをのぞけばそこに統一性を欠きむしろ何らのルールを

も見出せないのは何故であろうか。

東照宮の文様採集をおこなって私が驚いたのは,一神

社に用いられたとしては余りにも多い文様の種類であっ

た。たしかに建造物のあらゆる部分に装飾が施されてい

る以上,文様の量の多いことは当然であるが,似て非な

る文様まで数えあげたとき,その多さは調査前の私の想

像をはるかに越えるものであった。

様式を統一せず,それぞれの建造物ごとに独自の様式

それに伴 う装飾,そ して工匠達の技術の競い合いといっ

た要素が, こうした多種の文様の採用となって表われた
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のであろうか。そしてこれらが互いに競い合って日光東

照宮独自の美・ 絢爛たる美を生み出しているのであろう

か。

たしかに私が日光東照宮の建造物群から受けた印象は

決して調和のとれた整理された美ではなかった, という

より混然とした,む しろ騒然とした豪華絢爛たる不可思

議な美であった。にも関わらず何か,適確に計算された

ものを感じるのは何故なのであろうか。

家康はその遺言の中で「 日光山に小さい堂を建て勧請

せよ」といったと伝えられている。この遺言の真疑はと

もかく,現在眼にする豪華絢爛たる社殿のイメージとの

相違はあまりにも大きい。私はここで家康の遺言からな

ぜ家康の遺志が尊重されなかったのか,な どと考えるつ

もりはないが1恐らく家康の遺志に基いて建立された元

和の東照官と家光によって造替されてから以後の寛永の

東照宮,現在限にする建造物群の間に,存在意味,価値

観のうえで大きな変動があったと考えるのである。つま

り元和の東照官は,「徳川幕府の開祖であ る神君家康公

の霊をまつる」こと一筋に建立され装飾等もそれにふさ

わしい文様等々が選ばれた,いってみれば純粋に家康を

まつるための霊廟であった。したがって現在限にする建

造物よりは数も少なく, 日光山古図を見てもその配置も

かなり異なっており,建築様式,装飾等ももっと簡素な

ものであったと思われる。この ことは当時の社会的背

景,徳川幕府のおかれていた位置。ならびにその財力等

か々ら考えるならば当然であり。また元和の建立がわず

か6ヵ 月で完成している (こ の説には多 くの疑間もある

のだが)点からも,寛永のものとは比較にならぬ素朴な

ものであったのではないか と考え られ る。とはいって

も,こ こではその装飾性や文様彩色を主体に考えている

わけで,表現技術の水準や建築材料の点についてではな

い。

これに対して寛永の大造替は,家光の意志が,彼がも

っとも尊敬する祖父であり幕府の開祖である家康の霊廟

をより立派なものへ造替することにあったとしても,寛
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図1 日光山古図懸
永の時点ではすでに徳川幕府の国内における権勢は安定

し,その財力も巨大なものへと変貌をとげ幕府の基盤は

ほぼ完成していたという背景を考え,その造替が単なる

粧いを新たにするといった程度のものでなく,創建当時

の様式,規模を一新する大規模のいわば再造営である点

をあわせ考えるなら, ここに徳川幕府の日光東照宮に対

する価値観の変動をみることができるのではないかと考

えられる。つまり,元和建立当初の東照宮社殿が,伝え

られる家康の遺言にそったものであったか,否かは別と

して,少なくともこの時点で純粋に幕府の開祖の霊をま

つる社であったのに対し,寛永時代造営の東照官は家光

の祖父家康をまつる意志に加えて,徳川幕府の権威象徴

のシンボルとしての東照宮への転化という面がその造替

の背骨となったのではないかと私は考えるのである。そ

してそれを可能にし,ま た必要とする条件をすでにこの

時期の徳川幕府はもっていたということができる。

またそうした意図がなければ,元和の建立後わずか20

年で大修理をおこなう必要は全 くないわけであり,「日

光山勧請記」の記述のごとく式年造替といった古制をふ

んだとするならば,建立当初の形式を踏襲するのが本来

の姿であるはずである。

たしかに三代将軍の家光が家康を非常に敬慕していた

ことも事実であり,遺言で自身も日光山に廟を建立させ

た等の理由から,全 く家光の家康に対する気持から,そ

の意志に基いた大造替であったとも考え られな くもな

い。しかし,いかに幕府が巨大な財力をすでに有してい

たとはいえ,金五十六万八千両,銀百貫日,米千石とい

う莫大な額を単独で支出する以上,そ こには三代将軍の

意志を越えた前述の様な意図があったと考えるべきであ

ろう。
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また徳川幕府の権威象徴のシンボルとしての建造物で

あったからこそ、古来からのあらゆる優れた (こ の時期

の評価において)建築様式,装飾,文様等を集め,他に

類例のない建造物群を造 りだす必要があったのではない

か,そして東照官のデザイン・ポリシーは本来の目的であ

る徳川家康をまつる霊廟としてよりも,むしろ徳川幕府

の権威象徴のシンポルとしての東照官の視覚化という点

に重点がおかれていたのである。

古来からの優れた建築様式を網羅し,当代一流の工匠

達による彫刻,文様彩色,絵画によって全 く他に類例の

ない豪華絢爛たる装飾をおこなうことによって,そのシ

ンボル化は達成されたのである。このことは一つの建築

様式に統合することでは到底達成しえなかったはずであ

り,ま た他に類例をみない建造物群およびその内外の装

飾という必要目的からすれば,こ の時代に新たなる様式

を確立して統一を計るか,すでにある様式を網羅して,

建造物群として新たなる様式を生み出す以外に方法がな

かったのではないか。

いかに優秀な当時の大棟梁といえども,東照宮のため

に新たなる建築様式を考案するなどということは不可能

だとすれば,後者を選ぶ以外にないのだが,様式のうえ

で何等共通性の無い建築物を統合して,一つのまとまり

のある様式,美を生みだすとすれば,それはまさに至難

の業といわねばなるまい。多分に計算外の効果があった

としても,こ こにこの建築綜合計画を担当した大棟梁の

偉大な才能を認めることができる。

しかし東照宮のデザイン・ポリシーが寛永期に一人の

ディンクターによって確立したと考えるのは早計 であ

り,寛永期の多くの才能とその後の時代における修復,

改修によって確立されていったのだと私は考える。

この寛永の造替時の社殿の様子を「 日光山勧請記」は

次のように記している。

「抑大社十年一度造替遷官の事は,伊勢内外皇元の

宝基より事おこれ り,因数四方の大社宗廟社稜共,

二十歳之星霜をむかへて遷御ありといへども,神祝

44

次第に散失して,其道おとろへ,其事すたれて,ネL

彙すでに怠たりぬ,方今うやうやしく聖君上に在し

て,仁海隅を覆給ふがゆゑに,諸社造替の故事を,

君□歳の下に継興し給ふ,然れば則今年当社修営の

天。めぐり来るに依て。上君をしたしみ,秋元但馬

守に課す,即厳命を奉て,工長功に謀る。長功唯諾

して,山口祭の日より,斎斧を以て斎柱を伐採,天

下の諸工雲のごとくに豪まり,霧の如 くつ らな り

て,夜は以て日かげに継て,心を労し志力を尽して

是を経しこれを営す。石 くら打以二大石_囲二主山

_石の鳥居より,仁王門銅の鳥居.楼門宝前に至り

て,石を敷ならべ功平かにし侍る。是あながち美麗

を先とするにあらず,参詣往還の煩なからしめんが

ため也,神前より奥の院への行路は,山ぞひに左右

を石垣にして其おもてをみがき,井階に畳上たり,

社壇官殿拝殿は檜皮葺,棟宇桁梁柱機,お よび御格

子扉木等は,金銀珠玉七宝を錢め.五 色の唐木に

て,禽獣草木,或は山川の風景,四時の変化を彫刻

して,気象万千をうつしあらはす。誠公輸子が工を

もあざむきぬべし,漆工は丹練を以てふしへぬり,

黄金をすりて梨地 とし,其上にゑがけり,瑞雛楼門

御輿宿鐘鼓の二楼以下に至りては,銅 の甍をな ら

べ,聖賢イll晩,お よび群鳥百花山水等をこまやかに

彫すかし,画工は其品々をあざやかに色どる,草木

相映して,日星の光をますが如 し,神前の巽の方

に,護摩堂神楽所あり。火煙屋は廻廊石垣隔たりて

遠ざかると云へども,窟門よりかよふ道ありて。御

餞を奉るに其程ちかし,是よりはるか西にあたりて

大伽藍をたつ.七宝の柱礎画棟彫梁。および梁より

架する重橡桂を東ぬる金銅隣々たる釘頭,鱗 た々る

鋼瓦に及ぶ迄うるはしきよそほひ,連珠合壁のごと

し,石の透培を隔てて,南西経蔵有,経蔵の南に手

水屋をたつ,磐石の水社あり,地心 より涌出す る

泉,溢れてながれのすゑをしらず,是より銅の鳥居

を隔て,艮にあたつて西南面に斎蔵三所にたつ,是



よりをちつかた,南面に仁王門整叢農香を霊在,其西

にあた りて御厩有,  以下略。

これらの記述および「 日光山東照宮御造営帳」の記載を

参考にしてみると,今 日われわれが限にする東照官の社

殿が, この寛永期の建立になるものであり,すでに絢爛

豪華なものであったらしいことも判るのだが,その装飾

性はともか く。細部の装飾画,彫刻,文様彩色という点

では全 く不明である。

だが寛永の造替以後日光東照官が,開祖をまつる霊廟

である以上に徳川幕府の権威象徴のシンポルとしての性

格を強めていったと考えると,その後十数回の改修作業

の中で,寛永期の装飾が平然と描きかえられてきたこと

も当然のように考えられる。もし単純に家康の霊をまつ

ることのみを目的としていたならば,ま た単なる記念碑

としてとらえていたなら,少なくとも寛永以後の修復は

寛永期の忠実な復元にのみ力がそそがれたはずであり,

またそれぞれにあれほど長期間の修復をおこなう必要も

なかったと考えられる。

巷説によれば,これらの修復工事は,財政の豊かな諸

大名に巨大な出費をさせるために,幕府がとった政策だ

ということになっているが,いずれにしても余 りに修復

回数および時間が多すぎるように私には思える。

だが視点を変え,幕府の権威象徴のシンボルとして捉

えるならば,東照宮は常にその時代を代表する建造物で

なければならず,装飾も常に時代の流行をも考慮したう

えでの尖端をい くものでなければならなかったはずであ

る。

そしてこうした傾向は徳川幕府の権力のおとろえる江

戸末期まで継続 して修復工事計画の背骨となっていたと

考えられる。

こうした観点から陽明門の大羽目の牡丹唐草は,宝暦

に幕府御用絵師,狩野祐清描 くところの梅花 。錦花鳥図

に描き変えられ,それもわずか40年でまったく具象的な

牡丹の浮彫へと変わっていったのではないか。この他に

も長押の菊唐草が亀甲花菱に描き変えられたり,金具の

文様が変更されたり,自木の柱が自の胡粉塗 りの柱に変

わったりといった例は非常に多 く数えあげることができ

る。

つまり各修復時点での美意識,.価値判断が,装飾を少

しずつではあっても変更させ,常にその時代のシンポル

としての東照宮を演出してきたのではないか,そ してそ

の改修は常にその時代の技術と美意識,風潮に支えられ

てきたのだと考えられる。

現在の私の入手したとばしい資料からは,一体どの程

度の文様の描きかえ,ま た彩色や彫刻の変更があったの

か断定することはできない。しかし東照宮のシンボルと

もいえる陽明間ですら数回の改修,文様等の変更がおこ

なわれている以上.他の建造物の場合にも何等かの変更

がおこなわれたと考えられる。たしかにいま私の手許に

結構書や日光山志等の記録はある。しかしこれらの記録

がまったく正確であるとしても,文章からだけでは例え

ば牡丹唐草という記載があっても,現在眼にする牡丹唐

草と同一のパターンが同一の色彩で描かれていたか否か

は大きな疑間が残る。

加えて今一つの私の疑間は,現在眼にする華々しい装

飾,文様,彩色がはたして寛永の造替時の様相を本当に

伝えているのであろうか。 という点である。私はその時

代の風潮や風俗などから元禄の大修理 (1689～ 90)の時

点で現在見る日光東照官の装飾が完成したのではないか

と考えている。寛永の大造営から元禄 2年の大規模な修

理までの期間はわずかに50年であり,建築物の建替や新

設がない点から,装飾,文様,彩色の面での変更,改修

がおこなわれたものと考えるのである。このことは元禄

という時代背景を考えると当然であったと思われる。残

念ながら私は「 日光御官御造替留書」 (元禄 2年)を ま

だ見る機会をもっていないのだが…。

日光東照宮の修理年表 (明治以前)

1616   (元和) 東照社造営着手

1634～ 1635(寛 永) 東照社造替
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2 陽明門と唐門について

江戸期における日光東照官が徳川幕府権威象徴のシン

ボルであったとすれば,さ しずめ陽明門は東照官を象徴

するシンボルであった。また現在でも日光東照宮を代表

する建造物として一般に捉えられている。

東照宮が徳川家康をまつる霊廟である以上その最も重

要な建造物は,本殿,拝殿,石の間であることは明白で

あり,内部の装飾も最も高度な技術を駆使して,多 くの

建造物群中で群をぬいた装飾が施されており,文様の面

でみても蒔絵にしろ,彩色にしろ,彫刻にしろ非常に繊

細華麗を極めており,寛永から元禄にかけての技術の粋

を集めて他の建造物の外側に付された文様等とは比較に

ならない装飾美を生み出している。唐草文一つをとって

も他の部分で見受ける様な正体不明のもの,ないしは表

現技法の拙劣さを感じさせるような文様は一つとして存

在しない。にも関わらず陽明門が日光東照宮のシンボル
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として一般に捉えられているのは何故であろうか。私は

この陽明門に日光東照官のデザイン・ポリシーの大きな

ポイントがおかれていると考えるのである。

たしかにわれわれが日光東照宮で限に した限 りの装

飾,文様について本社内部に優るものはなく,その豪華

さ,表現技術の優秀性,個 々の文様の追力において,桃

山期から江戸初期における他の建造物との比較において

も同期を代表し得る文様,装飾を本社は有していると考

えられる。それに対して陽明門の場合,文様,装飾の面

で本社内部に匹敵するとはいいがたく,個々の文様もそ

れほどの迫力を持っているとは考えられない。だが,そ

の外見の装飾の多様さ豪華絢爛さにおいては,本社をし

のぐものがあり, 日光東照宮の装飾性を統合して最も端

的に表出しているのが陽明門であるといえるのではない

か。

ここで東照官の建造物配置図を参照して頂きたい。図

で判る如く,日光東照宮は表門から陽明門に至 る部分

と,陽明門より内側の部分にかなり明確に三分されてい

る。つまり陽明門は日光東照宮建造物群の要の役割をそ

の配置においても担っているのである。

装飾,文様の面からみても,表門 (仁王門)上,中 .

下の三神庫,神厩,水盤舎,経蔵,鐘楼,鼓楼,本地堂

(こ の本地堂は元和の創建当初は陽明門の内側に相当す

る位置にあった建造物であり,それが何故外側の一番す

みに移築されたのか,私には判らないが……)と いった

陽明門外の建造物群と,神輿舎,神 楽殿,祈薦殿,唐

門,本社 (拝殿,石の間,本殿)と いった陽明門より内

側の建造物群の間にかなり大きな差異を認めることがで

きる。

文様の様式,そ ティーフの選択.表現技術の面でも陽

明門は一つの境をなしており,陽明門自体はこの両者を

統合した上での全 く独自の性格を有しているのである。

だが建築様式,装飾の豪華さと上記のような性格のみ

で,陽明門が日光を象徴する建造物となり得たのではな

い。陽明門を東照官のシンボルとしたのはこれらの要素
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と,建造物配置の際の演出であると私は考える。表門を

入って主として朱,金,緑といった色彩がまず眼に飛び

込んで来る。そして水盤舎の前に来て仰ぎ見る位置に黒

を主体とする鐘楼,鼓楼,極彩色の装飾のある廻廊にはさ

まれて,白黒,金を主体とし全体これ装飾ともいえる陽

明門が見られる。つまり日光山の自然をたくみに計算に

入れ,表門から平坦な道をたどり右に向きをかえた正面

石段の上にそびえた豪華絢爛たる門, 日光東照宮のシン

ボルとして陽明門をたくみに演出してあるのである。こ

の演出の意図がどこにあったかとぃぇば,徳川期におい

て,東照宮の参詣はその身分によって定められており,

一般庶民の東照宮参拝は明暦頃から許可されているが,

各藩の証明書により陽明門前までの拝見がゆるされたに

過ぎない。士分といえども陽明門前で刀をはずし,陽明

門内側の雨下ちのところまで,拝殿まで入れるのは大名

以上といった具合で,開祖家康の霊廟である以上当然の

ことではあるが,一般庶民が陽明門内部を眼にする機会

など全 く無かったゎけでぁる。従って建造計画におい

て,徳川幕府の権威象徴のシンボルとしての東照宮,そ
の豪華絢爛たる美を象徴する,つまり東照宮のシンボル

としての陽明門を演出する必要があったのだと私は考え

る。そしてまた陽明間のシンボル化に成功することによ

って日光東照宮のデザイン・ポ リシーはほぼ完全に成功

を収め得たのだと考えられる。

ここで陽明門の建築,様式,彫刻,文様について現状

の紹介をしてみてもあまり意味がないのではぶかせて頂

き,かわりに陽明門に関する記述を「 日光山志」から見

てみることとする。

陽明御門 午末向垂木割間数ゆゑ,健には知がたし,

大概四間に二間余といふ三手先造四方唐破風銅葺,四方

の軒口に,金鈴の大なるを掲たり,二重垂木の下手先.

金竜と白竜を組出し,其間毎に素木の獅子数頭あり,桁
も木地,皆牡丹唐草の彫あり,柱十二本,みな槻の自木

の丸柱,唐木色附に仕立,地紋綾菱 の中に,円 窓 を置

て,其内に鳥獣草花の彫あり,前破風は金竜 の九彫有

図 2 陽明門(正面 )

て,御額は御水尾院降位の後の御農物なりといふ。御神

号の文字は金にて,其外は紺青を以て埋たてたり,高欄

手摺黒塗滅金かなもの,又高欄の間は,唐子遊 の九彫

揚,上下の軒通 り三尺間毎に。金竜の彫一本宛,冠木上

通りには人物,又は鳥獣等の彫物あり,或は琴碁書画,

人物には周公旦,孔子,顔回,慮放,費長房,琴高,稿

康,院籍,豊千,王子獣,虎渓,三笑,四友,九哲等な

り,表の左右には,極彩色の随身あり,裏の方には,東
に青色の風神,西に朱色の雷神あり,又内外の御門天丼

のふた間に,昇降の二竜墨画,是は狩野探幽守信の筆な

り,御修理の制も,曽 て手を不入古の儘なり,左右の袖

塀に,白木彫なる獅子・
―一間に二匹宛二間にあり,其下

の通 りに白波の彫,左右ともに同じ,裏の左右は金獅子

二匹宛,御門の高軒の四隅に金鈴をかかぐ,倍此御門よ

りしては,守信安信両人の下絵にて,巧手なる割刷が彫
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図 3・ 4 陽明門大羽目 牡丹半肉彫と梅花・錦花鳥図

りたるものゆゑに,世上に絶てなき彫物なり,悉枚挙す

る事を得ず,殊にまたくはしく知べきにもあらねば,御

唐門rり 内はおそれ多き事のみなれば,唯荒増を記せ

り,其余は準じて知ぺし。

この「 日光山志」の記録が書かれたのは天保 8年 (1

837)であるので天保の修復 (1830)時 の陽明門

の様子を伝えたものであるが,こ の後にも幕府の大政奉

還までの約30年間に嘉永。文久と二回の修復工事が行な

われている。この修復の結果によるものか否かは不明で

あるが, 日光山志の記録と現在眼にする陽明門とではか

なりの相異点が見出せるのである。

例えば文中に「柱十二本みな槻の自木の九柱唐木色附

に仕立」とか「素木の獅子数頭」という記述が認められ

るが,現在これらの柱,獅子は共に自の胡粉塗が施され

ている。つまり天保以後わずか30年の間にも,よ り美し

く, といった思考に基 く修復がなされて来たものと考え

られる。

この他宝暦の結構書に

「一・ 御羽日,漆箔唐油蒔絵,廻り四分一漆箔

東之方,岩笹梅之立木錦花鳥三羽

西之方,大和松岩笹,巣籠鶴 狩野祐清下絵」

と記されている大羽目の密陀彩色の絵も,寛政の修復

によって牡丹彫刻嵌板により蔽われ,現在に至っている

がこの間の様子を,寛政の「修営 日誌」では次の様に記

している。

「此日.御留守より陽明門の東西羽日は,宝暦二年に桐

油彩色に改め,其下絵は狩野祐清画 く由なるも,其以前

は誰れの下絵なりしやと社家に問合せ来る。

これ先達松平伊豆守見分の節,絵柄不出来に付,画き

改むる意向ありしによる。依て調査の結果前々より桐油

彩色にして,絵は牡丹唐草の旨,大楽院へ返答す。」

とあり,ま た別の項に

「陽明門羽目立木牡丹彫物彩色に改め,又神楽殿羽目も

華籠彫刻に改む」

と記載されている。
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図 5 陽明門正面

(部分 )

つまり陽明門もその建立期より現在に至る過程で常に

その時代に見あう装飾の変更を行ないつつ東照宮のシン

ポルとしての位置を守 り続けて来たのである。宝暦の時

期には高い評価を得た狩野派絵師の密陀彩色画も,次の

時代には不出来と評価され装飾変更が行なわれているの

である。陽明門に象徴される日光東照官の建造物群が常

に,何時の時代においてもその時点での最高水準を示す

ものでなければならないとする思考の表れといえよう。

一般に東照宮建造物およびその装飾に関連してその豪

華さ壮麗さは,単に人目を引くためといった理由で職人

達の仕事が行なわれたのではなく,一途に東照宮への奉

仕という精神につらぬかれているのだといわれる。だが

しかしこうした宗教上の建造物評価にともなう職人の奉

仕精神などというものは, 日光東照官の場合必ずしも正

当ではない。何故なら,陽明門をはじめ,本社をのぞく

多 くの建造物では,その細工等に入念な仕上げ,技術の

最高水準をみることのできる部分は,すべて人の眼に立

つ部分に収約されているからである。そしてこのことは

東照宮が徳川幕府の権威象徴のシンボルである以上当然

のことであったと考えられる。

さてここで陽明門に施された装飾群を他の陽明門前の

建造物と比較してみると,そのモティーフがかなり異な

る点に気付 く。つまり牡丹,菊,花鳥に変って竜,唐獅

子,麒麟,鳳凰といった空想上の動物が,モ ティーフと

して集中的に登場して来る点と,中国の故事,風俗をテ

ーマとした人物群像が出現する点である。

空想上の動物群がこの陽明門・ 唐門,本殿に集中的に

用いられているのは, これらの非現実のモティーフが,

死者の霊を祀る彼岸の世界のもので,悪霊に対する守護

神であったり,悪夢を喰う動物であったり,聖人が世に

出ずれば現れる鳥であったりといった中国の伝説に基 く

ものであるので,家康の霊を祀る霊廟の装飾としては当

然のことであるのだが,こ れと少 異々質に思えるのが,

中国の故事,風俗を現した人物彫刻群である。先にも述

べたが, この唐子の彫刻,仙人の彫刻, と唐門の中国の

故事に基 く人物彫刻が,主要建造物の装飾として登場し
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図6 陽明門の碁打仙人の彫刻

図 7 陽明門裏面(部分)

図 8 陽明門垂木の唐草

ている点に,徳川初期から江戸全期に亘る,中国崇拝,

外国へのあこがれ,いつの時代にも変らぬ日本人的特質

をみることができる。開祖の霊廟の装飾のモティーフの

選択においてさえも,拝外精神が現されていると私は見

るのである。

これらの彫刻について宝暦の結構書には次のように記

載されている。

一,唐子遊彫物色 ,々

表之方,唐子四人獅子舞,唐子弐人笛吹,唐子二人,

唐子弐人,司馬温谷唐子共弐人,唐子五人,楽の処,

唐子,三人ととのめの処,唐松唐子四人,唐子四人書

物持。

裏之方,唐子五人こまとりの処長春,小鳥ふくろふ,

唐子四人外遊之処・ 山鵠梅,唐子五人雪ころばし,唐

松長春,唐松に牡丹,雪遊いヽ 唐子二人唐松。

同左右東之方,唐子三人太鼓打処,梅二鶯,唐子弐人

竹馬乗,芙蓉,唐子三人書物持,竹二雀。

同西之方,梅尾長鳥,唐子三人とり合,布 袋唐子三

人,唐子四人,唐子団扇持。梅二ひよ鳥。

また仙人をテーマとした彫刻は22カ所につけられてい

るが,

表之方,琴引仙人弐人,碁打仙人三人,巻物持仙人六

人,周公旦髪洗所冠を持,御幸之所五人,書物持仙人五

人,絵画之処墨持仙人五人。

裏之方,琴持仙人巻物持t馬老仙人,鐘離聖,費張房

鶴乗,三賢人ひゃうたん巻物持,鳳凰乗仙人,て っか

い仙人。

左右之間東之方,虎に乗人仙人巻物持,四睡,福禄寿

にかいを持,麒麟乗仙人。

西之方,巻物鹿之角持仙人,虎渓三笑,笛持仙人,酢

吸三聖。

と記録されている。いずれも中国の故事に基くものとい

われているのだが,何故・ 唐子の遊びや,中国の故事が

この陽明門の装飾として彫られたのであろうか。無論中

国の故事をテーマとして装飾が行なわれた例は桃山期の
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建造物では他にも多 くの例があり,絵画等にも多 く見受

けられるのだが……。また東照宮の場合家康自身が中国

文明にあこがれ,生前強く対明貿易を望んだことは周知

の通りであり,当時の日本人の間に中国文化崇拝の思想

があったことは事実である。従って鎖国政策に見る排外

精神と背中あわせの拝外精神に基 くものだとも考えられ

る。また陽明門の建築様式に見合 う唐様の装飾モテイー

フとしてこれらの主題が用いられたとも考えられる。だ

が私はこれらの彫刻を見てやはり東照宮全建造物に共通

する「他に類例をみない装飾」現実には眼にすることの

ない装飾によって霊廟を飾り立てる, といった思考がこ

のモティーフを選んだ一番大きな理由のように考えられ

る。つまり唐子の遊びも仙人達も,鳳凰や竜等の空想非

現実動物と同列 と私は考えるのである。

これに対して唐門の人物彫刻は少 様々相を異にしてい

ると考えられる。

唐門は東照宮建造物群の中では小型で彩色も比較的地

味な建造物であるが,両側の華やかな透塀に挟まれた,

最も繊細で美しい建物だと私は考えているのだが……。

ここで日光山志の記述をかりてその概略を紹介すること

とする。

御唐門 陽明御門より正面なり,四方棟唐破風造,正

面の破風上の屋棟に,唐銅にて造れるものを,電俗等恙

といへる虫なりと唱ふ,其形四趾ありて,虎に似たるさ

まなり,長四尺許,鎖にて繋たり,又東西の棟上に竜二

ツ,是 も唐銅にて,長四尺余有べし,御門は唐木造,正

面の両柱には,昇降の二竜に梅竹を添彫し,皆木地の高

彫なり,虹梁には素木竜の彫もの,正面に虎一匹の丸彫

あり,御柱白木地唐木色附,総地紋は丸竜,丸獅子,御

柱根は赤銅巻色絵かなもの,御柱上の方にも滅金がなも

の,正面冠木上は,孔子十哲の彫,向ふ破風は鳳凰,欄

間には巣父許由,あるいは七賢七福人等を彫たり,滅金

かな物,納子地彫附,天丼素木地に天人を彫たり。両扉

唐木にて,菊牡丹梅等の彫なり,其余細密なる彫工,筆
に尽しがたし。

図10 唐門内よりみた陽明門

図 9 唐門全景

図11 唐門の人物彫刻
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図12 唐門の透塀

さてこの唐門の中国人物の彫刻群が陽明門のそれと異

なると私が考えるのは次の点からである。

唐門の人物彫刻が教訓的,儒教的主題でまとめられて

いる,つ まり儒教的,教訓的である点である。無論東照

宮全域に亘って,儒教からその題材を選んだと考えられ

る装飾は散在している。しかし唐門の場合のような主要

建造物の主要部分に儒教的主題がえらばれているケース

は無かった。としてみるとこの儒教的主題,許 由 と巣

父,売と舜はいかなる意図でこの唐門の正面につけられ

たのであろうか。儒教の教えを強調するためであったの

であろうか。しかし江戸一般庶民は陽明門より内に入る

ことはできなかったのである。従って一般民衆に対する

教訓の意図は無かったと考えられるし,ま た江戸の民衆

に儒教に対する知識を求めるのは多分に無理がある。

としてみるとこの中国人物彫刻は誰に向けてデザイン

されたものであろうか。唐門を眼にすることのできた武

士階級を対象としたのであれば,徳川幕府の支配者の基

本姿勢を表現したものと考えられるのだが,そ の間の性

格,特殊な身分の人のみが迎えられる門 (勅使門,御成

門)と いう点を考慮に入れるなら為政者の姿勢を象徴す

るシンボルとして捉えられたのだとも考えられる。

私には東照官建造物の中で陽明門が幕府の強大な権勢

のシンボルであり,唐間が政治姿勢のシンボルであるよ

うに思えてならないのである。
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3 文様について

本報告書が文様採集調査の報告書である以上,私もわ

ずかながらここで日光東照官の文様についてふれておく

義務があるようである。本調査の目的とする「桃山期よ

り江戸期における寺社建造物に施された文様の採集」と

いう点について,私は前述したごとく日光東照宮の建造

物およびその装飾は,古来より江戸中期までのあらゆる

様式を下敷として,他に類例のない豪華さ壮麗さを生み

出したと考えているので,必ずしも,桃山期,江戸期に

おける代表例とは考えていない。したがって東照宮で採

集しえた文様群は,古来より宗教建造物等に多用されて

きた文様プラス東照宮独自に生み出した文様であろうか

と考えている。

がしかし, この採集した文様群を見ていると,文様の

種類,名称といった点からはたしかに古い時代から多 く

用いられてきたものが多いのだが,採集した半数以上が

その表現に全 く繊細さ精巧さを欠いているような印象を

受ける。これは表現技術上の問題であるのか,ま たはた

び重なる修復の結果なのであろうか,いずれにせよ遠目

には華麗きわまる装飾文様なのだが,一点ずつを取 りだ

してみると文様それ自体の迫力にとぼしいことは事実の

ようである。

したがってそティーフなリパターンとしては一応採集

の目的は達したものの,文様自体の意味 を考える うえ

で。今後に多くの問題が残された よ うに私は考えてい

る。

ところで東照宮で私共が採集しえた文様だが,その種

類はまさに多種多様,実に驚くべき量であった。ここに

列記してみても余り意味もなく,また何と名称をつける

べきか判断のついていない文様もあるので,東照官だけ

の文様としては詳述をさけたい。

数多くの瑞祥文 (竜,麒麟,鳳凰,仙鶴,宝相華,蓮

花,牡丹等),自然現象文(雲,水等),植物文,唐草文,

―
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・
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幾可文等々およそありとあらゆる種類の文様によって,

東照宮は埋めつ くされていたといっても過言ではないと

私は考えている。

さて文様の研究。それも特に東洋の文様にとり組んで

先ず私がとまどいを感じたのは,それぞれの文様に付け

られている名称の多様さであった。日光においても「 と

んがり牡丹」「若布唐草」などついぞ耳にした事のない

名称で呼ばれる文様群に出会った。これらの不可思議な

名称も含めて何れも何時の時代かにすでにあるパターン

に名付けられた名称であり.そ して名付けられた時代の

造形意識の。 また人間の智恵の反影である。その故に,

これらの文様が時代を越えて人間にとって身近な親しみ

あるものとして,人びとの周りを飾ってきたのであろう。

こうした意味を考えるなら。 これらの複雑,多様な名

称群,そ して個々の名称のもつ意味内容,その価値は文

様研究をおこなううえで非常に大きな位置を占めるもの

と考えられる。

私は亀甲花菱文などの名称にはすばらしい人間の智恵

を感ずる。これが仮に六角形連続文様,中に菱形四弁花

文と名付けられていたら, とても日常的に親しみある文

様という印象は受けないのではないかと思われる。

しかしながら,反面これらの文様の名称はあ くまで

も,ある時期にあるパターンに付された ものであ るこ

と,いかに優れた名称であっても名称はあくまでも文様

分類上の符合にすぎないことを,再確認することもまた

絶体必要条件であると考えられる。

なぜなら具象的名称イコール完全具象よりの展開によ

り造りだされた文様に付せられた名称と考えることは,

多くの場合不可能であると考えられるからである。

人類がその長い創造の歴史のなかで,貴重な遺産とし

てわれわれに残 してきた多くの文様。そしてその名称を

前にしてそれらの発生がいかなる過程によるものである

かを解明することは至難の業ともいえよう。人間の創造

力・ 特に文様の発生において,それを写実からの発展な

り展開といった枠に限定することはできないし,人間の

図14 本殿内部外陣の装飾

図13 石の間内部正面の部分

図15 本地堂の花灯窓
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創造力はその体験によって培われるとしても,体験イコ

ール実体験ではありえないからである。

私たちが東照官の装飾文様採集中にもいろいろ珍らし

い名称に出会ったが, これらは修復をおこなう際の智恵

とでもいうべきものであろうか,私 どものような門外漢

からすれば,金剛柵頭部の彫刻文様中,「 とんがり牡丹」

とも単に「牡丹」とも呼ばれる文様が,昆虫の蝶の文様

化と,牡丹の花のダブルイメージ,つまり牡丹とも蝶と

も受けとれるように意図的にデザインされた文様ではな

いかと考えられたり,鸞,青鸞という名称が現在の分類に

使用されている点に大きな疑間をもったりした。つまり

鸞とは鳳凰と同様に中国における空想上の鳥であり,女

真を乗せ空を飛ぶといわれる鳥であるが,その姿は鳳凰

と酷似しており,中国で描かれた図を参照すれば,強い

ていうなら,尾羽部分が少 鳳々凰と異なるといった程度

の鳥である。日光東照宮の装飾がおこなわれた当初,瑞

鳥として鳳凰は主要建造物に多く描かれ彫刻されたが,

この当時の日本で鸞と鳳凰の区別をおこなう知識はまっ

たくなかったと考えられる。なぜならば本社等の主要建

造物内部の浮彫などにも図柄からすれば鸞と呼べる装飾

を数多くみいだせるからである。つまりこの時期の日本

においては,鳳凰も鸞も全 く同一の鳥つまり鳳凰として

捉えていたのである。したがってこれらを現在の知識で

分類して,こ れは鸞,これは鳳凰と名付けることは全 く

無意味であると考えたのである。ちなみに私の知る限 り

では日光関係の文献中 (江戸期のもの)に鸞という記述

はまったく見当らない。

ここで鉄線の花と唐草を例に,寺社建造物の文様とそ

の名称について若千の見解を述べておくこととする。鉄

線は日光東照官に限らず,桃山,江戸期の建造物の装飾

に多 くみいだせる花であるが,故人となられた植物学の

牧野富太郎博士の学説によれば, この鉄線は江戸中期以

降に中国から日本に渡来した外来種の植物ということに

なる。無論この説は正確であろう。したがって,東照宮

の建造物の装飾に多用されている鉄線は,現実には存在

しない花であり,人びとが日常限にする機会をもたなか

った花ということになる。この点からこの装飾がおこな

われた年代が,寛永よりずっと後の時代ではないか, と

する考えもあるようであるが,私はこのことから制作年

代を推定するのは無意味であると考える。

さてこの牧野説にしたがえば日光東照官の建造物の装

飾金具に多く見られた鉄線の具象表現,鼓楼などに見ら

れる鉄線唐草をはじめ,桃山,江戸期の建造物の装飾の

随所に見受ける鉄線の花は, この時期においては現実の

花としてではなく,宝相華などと同様に彼岸の花,仮空

の花として,それらの装飾にたずさわった職人,同時代

の多くの人びとに捉えられていたのではないかと考えら

れる。もちろん現物が存在せずとも中国大陸より移入さ

れた絵画,工芸品等の装飾文様から鉄線をすでに知って

いたであろうことは当然予測できるし。 またそのために

装飾のモティーフとして使用されたのであろうが,その

場合,こ の花は日本では現存しない仮空の花,彼岸の花

であったか。または日本人特有の拝外心をそそるあこが

れの花であったのではないかと考えられる。日光東照宮

に限っていえば,その霊廟の性格上当然こうしたモティ

ーフは建造物を飾るにもっともふさわしいものと考えら

れたのであろう。

多くの文様は写実から生れる場合が一般的であるとい

われる。しかし写実とは実物が存在し,その実物を忠実

に写すことだとするならば,こ の論法には少なからぬ無

理が生ずる。疑似体験もまた体験であり,知識は実体験

以上に疑似体験によって培われるケースが多いからであ

る。現実には宝相華は空想上の花であり,鉄線は直接眼

にすることはなかったとしても実在の花であり,竜や鳳

凰が空想上の動物であり,象が実在の動物であるとして

も,実際には鉄線も象も現実にその目にすることのなか

った江戸期の人びとにとって,こ れらは全 く対等の位置

にあったといえるのではないか。宝相華と同じく鉄線の

花も現世で日にすることの無い崇高な花,彼岸の花であ

ったのではないか。中国大陸に咲くと伝えられるあこが
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れの花の一つであったのかもしれない。それなればこそ

桃山期から江戸前期の建造物を飾るモティーフとして多

用されたのだと考えられる。

ここで古来宗教的建造物や時の権勢を象徴する建造物

群に多用され, 日光東照官においても例外でないという

より,も っとも多用されている唐草文様について少しふ

れておきたい。

牡丹唐草,菊唐草,鉄線唐草,桐唐草,紋章唐草その

他数多くの唐草が, これらの社殿霊廟等の建造物を飾っ

ている。宝相華唐草,鳳凰に唐草などの文様は本来実在

しない仮空の花,鳥に唐草文を組み合わせたものである

が,菊にしろ牡丹にしろ実在する花である。この実在す

る花に唐草をあしらうことによって現実味を加味した仮

空の花,彼岸の花の文様として捉えようとしたのではな

いか。東照宮に見る鉄線唐草がどのような思考に基いて

様式化されたのか判らないが,宝相華唐草の場合とほぼ

同一であったのではないか。ただ今日眼にする鉄線唐草

にはこれまた不可思議なものが見 られる。例えば修復中

の鼓楼に描かれている鉄線唐草は,現実味を出そうとし

たためか六弁の中の一枚の花びらをたてるといった表現

までしている。江戸期の職人の絵画的表現を今日忠実に

復元したものかも知れないが……。

ここで私の素朴な疑間をいわせていただくなら,花を

中心とした唐草文の類が,五弁花であれば結梗,六弁花

であれば鉄線といった具合に名称が定められていること

は,その発生時点から考えれば当然であるとしても,必
ずしも何の花である必要はないのではないか,と いう点

である。花でも蝶でもないパターン,子供の描 く花のよ

うに,何の花でもない,四弁,五弁の花,そ うした花が

唐草と組み合わさった文様もあるはずなのだが……。

ところで前述したように日光東照宮の唐草文様全般に

ついては,後 日その見解を明らかにしたいと考えており

また,東照宮の唐草の分類については別項で助手の高浜

謹子さんが報告しているので, ここで詳述することはさ

けるが,東照宮において,あ らゆるスペースを文様によ

図18 神厩の八双金物

図16 神楽殿側面の唐草

図17 鼓楼に描かれた鉄線唐草

図19 神厩脇障子の隅金物
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って埋め尽す意図から,唐草文が多用されたことは事実

だが, 日光の装飾に限らず唐草には今一つの現実の花。

家紋などをより崇高なもの高貴なものへと転化させる役

割も課せられていたと私は考えるのである。

東照官においては若芽唐草 (一説には海藻の若布とも

聞いたが)と 呼ばれる妙なパターンが存在したが, この

唐草も牡丹や菊と組み合わさることで, どうにか牡丹唐

草,菊唐草として霊廟の多 くのスペースを埋めていた。

余談であるが, この若芽か若布か判らないが妙に平板

な唐草的パターンは型紙使用の結果か,あ る時期の職人

の表現技術の拙劣さが生みだした日光東照宮独自に近い

パターンであり,その名称は後から付けられたものと考

えている。

また今回の修復工事で透塀の上下の長押の亀甲花菱の

密陀彩色の下から当初の平彩色と推定される菊唐草の文

様が発見されたのを始め,陽明間の牡丹の半肉彫の大羽

目の下の狩野祐清筆の梅花 。錦花鳥の密陀彩色とその下

に描かれていたであろう元禄頃の牡丹唐草の記録等々か

ら考えると,当初霊廟を飾る,ないしは神君家康をまつ

るにもっともふさわしい文様の一つとして,東照宮にお

いては唐草が現在見る以上にあらゆるスペースを埋めつ

くしていたのではないかと考えられる。もっとも,神楽

殿の長押の菊唐草の密陀彩色は江戸中期の改作であるな

ど,その反対のケースもあるのだが……。

日光東照宮が,徳川幕府の権威象徴のシンボルとして

の性格上,古来からのあらゆる様式を駆使して他に類例

のない,建造物群,装飾を生みだしたと考えると,現世

のものを彼岸のものへ, より崇高なものへと転化させる

意匠が,建立以来江戸全期を通じて施されてきた装飾文

様の随所にみいだせるのである。

参 考 文 献

東照大権現様御造営目録 (寛永19年)
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「秘宝 日光東照官」 (昭和44年講談社)

「東照宮」大河直窮著 (昭和45年鹿島出版会)
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文様 。様式および技術の問題点

高 浜 謹 子

1 鳳凰について

鳳凰とは,古来中国で天の鳥
ミ
瑞応鳥、として尊ばれ

た空想上の鳥である。わが国でも瑞祥文として装飾.絵

画などに多 く用いられ, とくに飛鳥・奈良時代に盛んに

流行した鳳凰は唐時代の影響の強い,大 きく羽根を広げ

たなごやかな形のものとされている。奈良時代後期から

平安にかけては,ペルシァ, ローマ,ギ リツ ァの影響を

受けて少しずつその優雅な姿を変えて行ったという。そ

して,鎌倉,室町と時代が下るにつれ,鶴やにわとりの

ように, またかなり日本的な形へと発展している。

染織品,工芸品等に用 い られた鳳凰は,花喰鳥,孔

雀,にわとり,鶴等の形を混合した複雑で多種の鳳凰が

見られるが,鳳凰の持つ意味 (瑞鳥という思想)だけは

そのまま持続され,今 日でも利用されてきている。

室町から桃山にかけては,顔の雄鶏化,足が太 くなる

といった現実的な鳥の形になるが,鳳凰のほかにも空想

上の動植物文様が現実味を加える例は,い くつかあり,

これらの文様のたどる避け難い変遷といって良いのでは

ないだろうか。たとえば唐獅子が鎌倉 。室町には大ある

いは猫や熊のようになり,宝相華が牡丹へと変化してい

ったのと同様に,と いっても決して過言ではない と思

う。信仰の対象としての神のための文様表現は,庶民の

生活に見なれた文様にと変化せざるをえなかった一つの

原因として,当時の時代的背景,流行 (時代の好み)を

無視することはできない。というのは,鳳凰を創りだし

た中国で,形の変化があったと推測すると,そのいろい

ろに変容した姿のまま日本に伝えられ,多用されたとも

考えられるからである。また建造物の場合,保存の完全

でなかった時代の激しい剥落には,どんな技法をもって

しても新しく文様を創りだして描き直すことの他には,

打つ手はなかったのかもしれない。以前の鳳凰の姿形な

ど解るすべもなく,残存している木工芸品の類からヒン

トをえて,当時の形を推し測り制作したために,その修

復の度ごとに形が変わってしまったとも考えられる。

日光東照官の鳳凰の形を一例として,文化財保存会に

現存する数枚の下図をもとに文様の伝承の意味と文様が

変化していく様子を追ってゆきたいと思 う。

江戸中期修復時下図。図 1, 2

大正 12年修復時下図。図 1′・ 2′

図 1と 1′ では,翼,胸,足に変化が見られる。図2と

2′を比較すると,足, 日 (舌)が異なっているのがわか

る。全体としては, 1′ , 2′ の方が鳳凰が太 く,にわとり

に近 くなっており唐草も重いようだ。しかし,重ね合わ

せると線の一致する部分が散在していて,修復の際に残

っていた輪郭を生かし,剥落した部分を推察して描いた

のではないかと考えられる。大正の修復時に江戸期の下

図を用いたと仮定すると, 1′ , 2′ のような鳳凰がなぜ描

かれたのか。なぜ江戸期の下図通りに復元しなかったの
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図1 鼓楼,丸桁

図2 鼓楼,丸桁

図 1′ 鼓楼,丸桁

図2′ 鼓楼,丸桁

だろうか。その理由として……

1,江戸期の下図は,他の鳳凰文様 (木彫刻等)と 著

しく異なっていたために,鳳凰の形を木工芸品の

類を参考に描き改めた。

と考えると,図 3, 4を設立当時のもの (ま たは近い

形で残っているもの)と して,参考にしたい。もっとも,

宗時代の「李明仲営造法式」によると,図 3, 4の鳳凰

の尾羽根は ｀
鸞 (ら ん)、 の尾羽根の特長を示しており

(図 6)中国より渡来したときにすでに,尾羽根の形は

長同していたのか, また日本 (あ るいは日光東照官)で

鳳凰と見誤って使用したのであろうか。

2,技術的に劣っていたために,~F図通 りの復元がで

きず文様の形が変わってしまった。

とするのは,前記の比較から考えても論拠はないと思

われる。 1, 2か ら 1′,2'へ という変化はすでに,室町

から桃山時代にかけて顕著であったこともあり,江戸期

図3 寄木唐木,将軍着座の間 (額羽目)

田
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1    図4 寄木唐木,将軍着座の間 (額羽目)

の下図はむしろ大正時ではそれ程の変化とはいえず,江

戸期でかなりの文様の描き換えがおこなわれていたとい

う感が強い。

では,江戸期の修復が桃山期の鳳凰唐草文様に忠実で

なかったとする理由として,次の疑間点をあげたい。

1 桃山鳳凰独特の長くみごとな尾羽根がない。

2 鳳凰の周囲を填めた唐草は本当に若芽唐草だけで

図6 「李明仲

営造法式」より

図5 高台寺開山堂,東側繋虹梁及幕板

あったのか。若芽唐草ではなく,尾羽根があった

のではないか。火烙または飛雲ではなかったか。

3 1頭から頸部にかけて,あ まりにも に`わとり、の

それに似すぎてはいないか。

桃山時代は,装飾効果をあげるために盛んに霊廟建築

を彫刻で充填した時代であり,鳳凰は東照宮に限らず多

用されているが,図 3, 4の鳳凰にどれもよく似ている

鳳
氏

菫冨
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ことから彩色画の鳳鳳だけが剥落のために形を変えたと

いうこともできる。さらに,図 5,高台寺の彩色画を参

照し図 1, 2と 比較してみると次のことが推察される。

1 鳳凰の周囲はすべて鳳凰の尾羽根であった。

2 尾羽根が唐草と似た形に様式化され,尾羽根とも

唐草ともつかぬものが,鳳凰の周囲にはあった。

3 尾羽根だけではなく,唐草が所々に巻きついた図

案であった。

1であるとすれば,尾羽根は積極的な意図のもとに

(あ るいは偶然に)唐草に変えられたことがあったとい

うことになるが,それでは何時なのか,理由は何であっ

たのだろうか。 2の場合,装飾性を強調するために元来

不可思議な尾羽根を持っていたという見方ができるが,

ではなぜ,木工芸品の鳳凰にこの種の形がないのだろう

か。 (能装束の中には,狩野元信の下絵と伝えられる鳳

凰に 2に相当する形が見られる。)3の場合,江戸中期

より後期にかけての染織品の中に, この種のものが多少

図7 灯籠部分

図8 経蔵屋根,金物

あり, また金剛峯寺薬師堂 (寛永20年)の桟唐戸部分に

桐唐草の唐草部分と尾羽根の大変紛らわ しい鳳凰があ

る。仁清の陶器 (染め付け)に 3の描かれた例もある。

東照官の江戸期の修復は狩野派が行なっており,霊廟

建築の彩色画という特殊性もあって1, 2, 3の 疑間は

推察のまま残された。

幾度も修復を重ねるうちに少しずつ,しかし,決定的に

文様の形は変わっていく。

私達がいま,日 光東照宮のただ鳳凰ひとつを取って見

ても,それがはたして桃山期の設立時の姿をどの程度残

している形なのか,知ることは難しい。

時代の移 り変わりに伴い,その時代に似合った形に改

められるのも, また逆に,時代は移ろうとも決して形を

変えずに守られるのも,すべてその文様にかかわった人

間の結論なのであって,それが文様の形の伝承の姿なの

ではないだろうか。

6

図11 朝鮮鐘 (銅鐘)縁彫刻
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2 唐草文様について

植物の蔓を思わせる,動 きのある模様が日本に渡来した

のは,飛鳥時代の仏教美術伝来の頃と推定されている。

異国的な, さまざまな蔓草模様は総称して ｀
唐草゛と

呼ばれ,仏教関係の装飾文様としてまた。公家の使用し

た,衣服,工芸品等に盛んに利用されてきた。

中国では唐時代にすでに,あ らゆる唐草は出尽した感

もあり,それらのほとんどが日本に伝来していることと,

日本独自の組み合わせや変化,発展も盛んにおこなわれ

たため,唐草のモチーフの種類,パ ターン等の多大であ

ることはいうまでもない。しかし, 日光東照官の建造物

から ｀
唐草゛を採集するにあたって, 日本の,時代的に

も建築様式としてもそのごく一部分に過ぎない建造物に

これ程の多種多様の, しかも多量の文様が使用されてい

ようとは,想像もしていなかった。その莫大な ｀
唐草゛

の整理には,予想以上の時間 を必要とし,難解であっ

た。

私達は,写真撮影によって彩色画,金具,彫刻 (木工

芸品)部分等から文様を採集したが,こ れらは,東照官

の設立当初に装飾されたものから,約 350余年の間に修

復され描き換えられたものまで含まれている。

ここでは,その中より代表的な形 (パ ターン)を選び

分類してみたい。

分類は,文様をあくまでもパターンとして視覚的にの

みとらえる方法をとり,装飾された時代や場所による分

類あるいは装飾の材質や技術による分析 (解釈)を除外

すると,次のような考え方ができると思う。

分  類 1

A 東照宮独自,あるいは江戸初期に出現したもので

はなく,むしろ始原形に近いと考えられるもの。

l S字形 中国の殷,周の頃のパターンである。

竜唐草,幡蟷文からS字形の雲の様な形に

変化していく例と同質ではないか。図Z8

図12 神楽殿 手招金具

図9 陽明門内,随身像 (東側)

図13 本地堂 根巻金物
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図14 石の間長押・虹梁

2 渦紋形 江戸中期の古伊万里等に見られる蛤唐

草に近い形である。渦紋形 と呼称す るの

は,妥当ではないかもしれない。図 9

3 波状形 連続の山形文様で,細い曲線のみで構

成した唐草の単純なもの。多聞天像光背縁

に,これの複雑なパターンがある。奈良の

藤原宮,膳夫寺等飛鳥,自鳳時代の宇瓦に

は, これとよく似た形が多数見られる。

図10

4 忍冬文形 高句麗,遇賢里古墳壁画 (初唐)の

忍冬文様に似た,ベルシァ風の花唐草。こ

のような蓮華唐草は,イ ンドの影響が強い

ょうだ。図11

B 建造物部分,工芸品(主に金具)部分に多く用いら

れている。単純な若芽唐草。組み合わせの花や紋章

等のない蔓状の植物形の様式化された形。図12,13

図15 将軍着座の間,折上中央部分

C 建造物部分の彩色画に多く用いられている唐草で

Bのパターンに他の文様を組み合わせたもの。B十

花 (宝相華,牡丹,菊,鉄線),B+鳳 凰, B十 紋

章など。図14,15

D 写実的なパターンのもの。現実的な牡丹や菊等の

花と,架空の蔓植物の茎 (葉)を組み合わせたもの,

建造物金具部分,木工芸品部分に多 く用いられてい

る。図16,17

分  類 2

a ユニット的なパターン。主として小さなスペース

に利用されている。分類 1の B, C, Dの 単位が小

さくなったもの。図18,19,20

b 無限に連続するパターン。主として組長いスペー

スに利用され,意識として 囲`む、もの。線の役割

をはたすもの。分類 1の B, C,Dのパターンに分

類 1の A(S字形波状形,忍冬文形)の連続性を持

図16 陽明門,透彫
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たせた形。図21,22

C 広がりのあるスペースを満たす,自 由なパ ター

ン。限定された面を ｀
填める、ために, 自由な発想

を基に描かれたもの。分類 1の B,C,Dの パターン

を一方向のみならず多方向に延長させた形。図23,

24, 25

東照宮の場合,分類 2の aは bや Cに もなりうる単位

であって。あらゆる大きさのスペースに広がることの可

能なパターンなのである。この二種類の分類の中には
,

若芽唐草と呼ばれる一連の文様パターンがあるが, これ

らは東照宮にもっとも多く見 られ,東照官の唐草を分類

するうえで重要な存在であった。

この不思議な形の唐草は,文化財保存会での呼称を借 り

て 若`芽唐草、と書いたのだが, しかし, この文様はい

ったい何か, ということになるとどうも判然としない。

もともと,唐草文様と呼ばれる形には,植物的な要素

(イ メージ)を持つものと,植物をモチーフにしたとは

言い難いものとがあって,前者を忍冬唐草,後者を爬虫

(竜)唐草, また両方の唐草が部分的に影響し合い,変

化して,新しい構成様式の唐草を生みだしたものを分立

爬虫唐草とする,小杉一雄氏の説 (早稲田大学)が適当

であると考えられる。

もちろん,忍冬唐草=忍冬 (すいかづら)の便化,爬

虫唐草=竜の便化ということではなく, この分類上の呼

称はより客観的にパターンとして見た場合に,文様の個

個の発展や性格を異にすることもある,と 考えたい。

図20 唐門透塀

図17 拝殿正

面,角柱彫刻

図18 灯籠部分

図19 経蔵,屋根瓦
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図21 石の間長押,虹梁

図23 修復中の鼓楼,飾金具

図25 本殿外陣,金欄巻金具

図22 神楽殿軒下の装飾部分

図24 上神庫,北妻

図26 宝相華蒔絵宝珠箱,仁和寺蔵 (平安前期)
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図27 八幡宮本殿外陣,左手換外側 (室町時代)

しかし,東照官の ｀
若芽唐草゛はこれら3つの中の,

どれに属するとも考えられない。

また, この一連の唐草は瑞巌寺本堂,南禅寺三門,知

恩院等にも多 く見 られるうえ, どれも極彩色で東照官の

それと酷似している。

その形は,六朝から唐にかけての雲唐草の便化とも,

北魏の敦燈の塑像光背彩色画に見られる火焙から発展し

たようにも考えられる。わが国では,奈良,平安時代の

蒔絵,浮彫等の図案に,蔓状の茎に若芽 (葉)を生 じさ

せ,蔓や芽の先を巻き込むような唐草 (図26)が多 くあ

り, このような形が時間の経緯により太くなっていった

のではないかと見ることもできる。

建築物には ｀
若葉、と呼ばれる蔓草文様 (図27)が ,

鎌倉末期から室町にかけて,建築の部分的な装飾に多く

用いられていたが, この ｀
若葉、から発展したものと考

えるのは多少無理があるようだ。

有職裂でも,忍冬が変容したものではないかと思われ

る文様を 雲`、と呼ぶ (図28)こ とが多く,ただ単に緑

色の彩色という理由だけで ミ
植物の図案化、とすること

もできない。しかも,若芽唐草との組み合わせ文様には,

図28 有職裂,熊野速玉大社蔵 (室町時代)

牡丹唐草,菊唐草,鳳凰唐草,紋章唐草など多種の文様

が存在するが, これらの文様を構成する組み合わせには

何らのルールも,必然性もみられず,またモチーフに該

当する植物もないと考えるのである。

中国でも,元,明,清の時代にはこのパターンがよく

図29 雲鳳鎗金経櫃 東大寺蔵 (元時代)
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あり, ときには幡蛸文のようであった り, また雲であっ

たり,明 らかに蔓植物であったり紛らわしく,当然, 日

本にもこれらのパターンが多量に流入していたことから

それらの影響も大きかったに違いない。 (図 29)

しかし,東照官を初めとする同期の寺社建造物に表わ

された 若`芽唐草、からは, この唐草の原形,あ るいは

モチーフを探しだすことも,立証することも不可能であ

る。

けれども, これらのような特殊な建造物に描かれた唐

草文様というものは,その原形やモチーフなど,さ ほど

重要なことではないのかもしれない。雲のように,蔓の

ように火烙のように, とにかく限定された各々のスペー

スに何かが充たされていれば良かったのではないか。そ

して,その何かの文様は,現実離れしていればしている

程,霊廟を飾るのにふさわしかったような気がするので

ある。

主要参考文献

小杉一雄著『 日本の文様』社会思想社刊 昭44

渡辺素舟著『東洋文様史』富山房刊 昭46

天沼俊一著『日本建築史図録』星野書店刊 昭13
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日光東照官「神厩」お よび「水盤舎」の

鋳金具の文様について

松 尾 信 子 。金 子 美 津 子

神  厩

1 位置,名称及び建築様式

東照宮,千人升形広場において,表門より陽明門に至

る参道の左手に,北を正面とし,流れ造 りの屋根,右側

遠侍,左側草の間及び立場として,建てられた建物を神

厩 と呼ぶ。神厩の呼び名が何時つけられたか,定かでは

ないが,寛永造替時の工事決算書である,東照宮御造営

帳には「御神馬ノ 御厩之分」等としるされ,江戸中期

以降の文献にはその名が用いられていたという。

この建物がいつ建てられたかということについては,

東照宮御造営帳によると,工事の種類,工事量等が現在

の神厩の建物とほぼ匹敵し,ま た遊猿の彫刻 (平緩網極

彩色)妻の牡丹,菊,雲形の彫刻 (生彩色)等が寛永の

ものと見られるため,こ の造営帳をそのまま信用すれば,

現在のところ寛永造替時 (1634年 11月 より1636年 4月 ま

でおこなわれた。附属工事は寛永19年頃まで続いた)に

新しく:建てられたとされている。

この神厩は境内唯一の自木造 りの建築物であり,当時

の武家の邸宅に設けられた書院造 りの馬屋の形式に添っ

たものであった。規模,構造形式は,重要文化財東照宮

表門神厩水盤舎修理工事報告書― 昭和25年 4月 着工,

昭和27年 3月 竣工 (神厩及び水盤舎は,昭和26年 4月

着工,昭和27年 3月 竣工)― によると,方位北向,桁

行 3間,梁間 5間,単層,流れ造 り,妻入,銅板瓦葺,

総体白木造 り,一部漆塗および彩色,飾 り金具付,梁行

西側 2間を遠侍,板張床とし,東側 3間を 4半石敷の馬

立場とすると記されている。

遠侍は現在たたみが敷いてあり, ガラスケースの中に

馬具が飾られている。土間は馬を繋 ぐ所を立場,遠侍と

立場の間の土間を草の間とし,現在もそのままの形式を

なし,立場には自馬を一頭置いている。

2 銹金具の取付位置の部材名称,金具名

文様名,仕様

次に掲げる表は神厩に付けられている銹金具の分類表

である。部材名称,仕様については,昭和25年度修理工

事報告書に記載の東照宮御結構書 (宝暦修理の際の台帳

で,幕府大工頭大谷甲斐により作製されたもの)よ り抜

粋した。仕様に関しては宝暦の仕上げ方法のため現在の

ものとは異なっている所もあるかと思われる。金具名,

文様名は,御結構書を参照した。

昭和25年度修理工事報告書によると,外部の鍍金金具

は全部とり外し,煮洗いをおこない,欠損のあるものは

補修し,磨きをおこなった。また,銅鋲のみは新しく調

製し,頭部に漆箔押しをおこなった。唄金具の中座,土

台の銅板包み,唐戸金具の燻し仕上げのものは、新しく

燻し仕上げをおこない,唐戸 妻戸の肘壷金具は,焼漆

をおこなった。内部の金具の鍍金,屋根まわりの銅板瓦

の漆塗,箔押しは修理をおこなわなかったと記載されて

いる。
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表 1

外部正面

部 材 名 称

土 台

切目縁長押

舞 良 戸

脇 障 子

唄 金 物

(最 上 段)

1段 目 唄頭

2段目 弐重座

3段 目 唄座

唄 金 物

1段 目 唄頭

2段日 はみだし

座

3段目 唄座

4段目 敷座

裏 座 金 物

竿 掛 金

壷1 袋

隅 金 物

間 金 物

八 双 金 物

:り1金 物

座 金 物

間 (厚み)金物

唐 花 紋

七宝の内に四弁

花

花  菱

三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金服紗

三篇滅金毛彫磨

な

な

な  し

な  し

道菱の内に花

牡丹

な  し

七宝の内に四弁

花

鉄 線 唐 草

鉄 線 唐 草

鉄 線 唐 草

菊

菊

繋七宝の内に花

菱

黒  目

三篇 滅 金 磨

黒  目

三篇 滅 金 磨

三篇滅金毛彫磨 花

|ま月踪少仕立

三篇滅金毛彫磨 花

は服紗仕:立

=篇滅金毛彫磨 花

|ま服紗仕立

し

　

し

金 具 名 文 様 名 備 考
|

仕  様

昭和25年度の修理工事報告書写真によ

ると, 4ヵ 所存在していたが現在はそ

の内2ヵ 所欠損している

寸法直径 6.8セ ンチの円形状

寸法直径12セ ンチの円形状

寸法直径18セ ンチの円形状

現在 3ヵ 所にある。昭和25年度の修理

工事報告書によれば唄金物はいぶしと

なっている

現在 4ヵ 所にある

寸法 (右手一番端の金物)縦 8.5セ ン

チ横21.0セ ンチ,牡丹文様は縦7.2セ ン

チ横11.5セ ンチの縁内,こ の金物は御

結構書に記載されていない

i'Effi2.9+.v+ffila-Evr-

脇障子の表裏合せて8ヵ所にある

寸法縦46セ ンチ横35セ ンチ

表裏で4ヵ 所存在している。寸法縦53

センチ横18セ ンチ

表裏で4ヵ 所ある。寸法縦 7.6セ ンチ

(柱に付いている側)お よび10.5セ ン

チ (入八双側)横22.5セ ンチ

表裏で2ヵ 所,座金物と共に間金物の

上に取付けられている。寸法厚み 1.0

センチ直径 3.7セ ンチの円形状。御結

構書に記載されていない

寸法縦 6.6セ ンチ横 8.0セ ンチ

現在 lヵ所にある。寸法縦53セ ンチ横
5.0セ ンチ,御結構書に記載されていな
い。形は入八双である
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同 柱

同 冠木

同 楯

長 押

上下長押

小羽日柑子

縁

70

物

物

金

金

間

切

肘壺金物 (肘釣り)

肘 金 金 物

肘 壷 金 物

座 金 物

逆 輪 金 物

木 口包 金 物

唄 金 物

1段 目 唄頭

2段 目 はみだし

座

3段 日 かふら座

4段 目 座

木 口包 金 物

3E覺 目

物

物

物

唄頭

はみだし

座

かふら座

4段目 菊座

5段目 座

目

目

金

金

金

段

段

間

切

唄

間 金 物

な  し

な  し

七宝の内に四弁

花

鉄 線 唐 草

正  面

角角は菱割紋

中は葉唐草

中心は唐花紋

側面 唐草

唐 花 紋

七宝の内に四弁

花

花  菱

亀甲の内に四弁ヽ

花

唐  草

七宝の内に四弁

花

な  し

亀甲の内に四弁

花

七宝の内に四弁

花 唐花紋

唐 花 紋

葵  車

無 目磨仕立

無 目磨仕立

三 篇滅金 磨

三 篇 滅金 磨 花は

服紗仕立

三篇滅金毛彫磨

菱割,葉唐草は毛彫

磨 紋は服紗仕立

三篇 滅金 磨

三 篇滅金 磨

三 篇滅金 磨

毛 彫 磨

毛 彫縁 り磨

服  紗

服  紗

現在 2ヵ 所にある

肘壺の座として取付けられている。寸

法縦20.2セ ンチ横3.2セ ンチ

現在 6ヵ所にある

寸法,従 10.7セ ンチ横 26.5セ ンチ厚み

5.0セ ンチ

現在 4ヵ 所にある

寸法縦23.0セ ンチ横 6.0セ ンチ

内法長押にあるこの間 。切金物は御結

構書には記載されていない。間・切金

物とも各 2ヵ 所,その上に唄金物が取

付けられている。切金物の寸法縦22.8

センチ横47.5セ ンチ

寸法直径 7セ ンチの円形状

寸法直径12.5セ ンチの円形状

寸法直径19.2セ ンチの円形状

舞良戸寄り切金物の右側面に lヵ 所あ

る。寸法綸レ2.8セ ンチ横5。 8セ ンチ

現在 5ヵ 所にある

現在 8ヵ所にある

間,切金物の上に13ヵ 所ある

現在,間金物は10ヵ 所,切金物は20ヵ

所にある



枡 斗 繰

虹  梁

束

　

　

　

桁

行

　

　

代

首
　
　
‐

屋

一ノ

技

　

軒

母

棟

技 首 竿

妻 破 風

懸  魚

登 裏 甲

軒 廻 り

箱 棟 胴 板

切 金 物

斗 繰 金 物

切 金 物

切 金 物

留 め 金 物

切 金 物

逆 輪 金 物

木口包金物

留 め 金 物

置  紋

木 尻 金 物

木 口包金 物

紋 金 物

包 金 物

樽 の ロ

平瓦木口包金物

丸銅瓦木口包金物

″
　
　
物

座

葉

夕

　

金

色≦
　
　
　
め

菊

六

切
　
　
留

七宝の内に四弁

花 唐花紋

唐草 蓮弁

繋七宝の内に四

弁花

繋七宝の内に四

弁花

繋七宝の内に四

弁花

繋七宝の内に四

弁花

唐草 唐花紋

唐 花 紋

繋七宝の内に四

弁花

唐 花 紋

繋七宝の内に四

弁花

唐  草

唐 花 紋

浪

な し

な  し

な  し

繋七宝の内に四

弁花

繋七宝の内に四

弁花

唐  草

三 葉 葵 紋

折 入 万 字

三篇 滅 金 磨

三篇滅金磨仕立

三篇滅金磨仕立

三篇滅金磨仕立

三篇滅金磨仕立

三 篇 滅 金磨 紋は

服紗仕立

=篇滅金縁磨石目打

服紗仕立

三篇 滅 金 磨

三篇滅金服紗仕立

三篇 滅 金 磨

三篇滅金服紗仕立

三篇 滅 金磨

三篇 滅 金 磨

三篇 滅 金 磨

三 篇 滅 金 磨

三篇滅金磨仕立

三篇滅金磨仕立

漆箔 色絵 (墨差)

漆箔 色絵 (墨差)

l*Wzz.9+./ *ffis4.s+.y *

現在 4ヵ所にある

現在 2ヵ所にある

御結構書においては,棟木技首東とあ

り揉首竿は記載されていない。切金物

は2ヵ所,留め金物は lヵ 所にある

現在2ヵ所にある

御結構書においては,軒桁母屋棟木と

あるが,こ れは部材名称の違いであり

文様,金具とも同じなので同時に掲載

した

現在 lヵ 所にある

現在 1カ 所,留め金物の上に取付けら
れている

現在2ヵ所にある

木尻金物の端の木目を包ん で い るた

め, 2ヵ 所にある

中央の留め金物,両端の木尻金物の間

に,向 って右側 3ヵ所,左側 4ヵ 所あ

る

現在 lヵ 所にある

懸魚包金物の上に六葉を最下部として

順に菊座・樽の口と続いて取付けてあ
る

留め金物は lヵ所,切金物は2ヵ 所に

ある

箱棟胴板以下は降棟に取付けられてい

る金物である。昭和25年度の修理工事
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野  筋

附 癸 斗

桟 唐 戸

鬼  板

外 部 東 側 面

土  台 唄 金 物

唄 金 物

1段目 唄頭

2段 目 はみだし

3段目 唄座

厚 み 金 物

置  紋

1段 目 唄頭

2段 目 弐重座

3段 目 唄座

鎌 手 金 物

三篇 滅 金磨

黒 目

三篇滅 金 磨

黒  目

三篇 滅 金 磨

三篇滅金服紗

三篇減金毛彫磨仕立

三篇滅金服紗

三篇滅金毛彫磨

煮黒目毛地彫

報告書によると漆箔となっている

昭和25年度の修理工事報告書によると

漆箔となっている

現在 4ヵ所のうち2ヵ 所がそのまま現

存。他 lヵ 所は唄座のみ。もうlヵ所

は弐重座まで残っている

御結構書には唐戸口とある。桟唐戸は

昭和25年度の修理工事報 告書 によっ

た。鎌手金物には種種の形があり15ヵ

所現存している。寸法は間金物縦 5.5

センチ横27.5セ ンチ,隅金物縦44.5セ

ンチ横18.0セ ンチ,辻金物縦 27.5セ

ンチ横30.0セ ンチ

現在17ヵ 所,鎌手金物の上に取付けて

ある。寸法縦 6.2セ ンチ横6.2セ ンチ

現在 3ヵ 所にある。閂木口包金物,閂

持金物とも御結構書に記載はない

昭和25年度の修理工事報告書によると

鎌手・門木口。肘壷 。同座とも燻しと

なっている。肘壺金物は現在4ヵ 所に

ある

間金物 2ヵ所,切金物 2ヵ 所,唄金物

は間・切の上に取付けられている。内

法長押の上にあるこの金物は御結構書

に記載されていない

唐  草

折 入 万 字

三 葉 葵 紋

唐 花 紋

七宝の内に四弁

花

花  菱

唐  草

置  紋

閂木口包金物

門 持 金 物

肘壷金物 (肘釣 り)

肘 金 金 物

肘 壷 金 物

四葉唐 花 紋 紋打出毛地彫

煮黒目 無日

唐 花 紋

七宝の内に四弁

花

な

な

な

な し

目

目

金

金

金

金

段

段

座

間

切

唄

し
　
し
　
し

長  押

物

物

物

物

唄頭

はみだし

座

備  考文 様 名 仕  様部 材 名 称 金 具 名
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長  押

垂  木

茅  負

裏  甲

軒 廻 り

箱 棟 胴 板

附 焚 斗

鬼  板

唄頭

物

物

物

目

金

金

金

段

間

切

唄

3段目 かふら座

4段目 座

2段 目 はみだし

座

3段目 かふら座

4段 目 菊座

5段 目 座

逆 輪 金 物

木 口包金物

平瓦木日包金物

丸銅瓦木口包金物

1段目 唄頭

2段日 はみだし

3段 目 唄座

面 金 _物

厚 み 金 物

物
　
　
物

金

紋

金

切

置

間

物
　
　
物

金

紋

金

切

置

間

・物

物

物

金双

金

金

八

紋

唄

唐 花 紋

葵  車

花  菱

亀甲の内に四弁

花

七宝の内に四弁

花 右端切金物

のかふら座のみ

唐草

な  し

亀甲の内に四弁

花

唐草 唐花紋

角角は菱割紋

中心は唐花紋

唐  草

唐 花 紋

唐草 唐花紋

唐  草

唐 花 紋

唐草 唐花紋

草

葉 葵 紋

入 万 字

唐 草

折 入 万 字

折 入 万 字

唐

三

折

草

三 葉 葵 紋

三篇 滅 金 磨

三篇 滅 金 磨

三篇 滅 金磨

毛 彫 磨

毛彫 縁 り磨

服  紗

服  紗

=篇滅金磨 紋は服

紗仕立

三篇滅金磨 紋は服

紗仕立

三 篇 滅 金 磨

五篇滅金色上げ

三篇滅金 紋は打出

服紗仕立

三篇 滅 金 磨

服 紗 仕 立

三篇滅金磨 紋は打

出服紗仕立

漆箔 色絵 (墨差)

漆箔 色絵 (墨差)

三篇 滅 金 磨

黒  目

三篇 滅金 磨

黒  目

三 篇 滅 金 磨

三 篇 滅 金 磨

間金物2ヵ所,切金物2ヵ 所,唄金物

は間・切金物の上に取付けられている

現在 2ヵ所にある

現在 2ヵ 所にある

現在 2ヵ所にある

現在2ヵ所にある

現在 2ヵ所にある

現在 2ヵ所にある

箱棟胴板以下は大棟に取付けられてい

る金物である。昭和25年度の修理工事

報告書によると漆箔となっている

昭和25年度の修理工事報告書によると

漆箔となっている
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外 部 背 面

部 材 名 称 金 具 名 文 様 名 仕  様 備  考

土  台

置  紋

唄 金 物

1段目 唄頭

2段目 弐重座

3段目 唄座

引手 壷 金 物

隅 金 物

三 葉 葵 紋 三篇滅金服紗

唐 花 紋 三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金服紗

三篇滅金毛彫磨

銅 黒 目

三篇滅金毛彫磨 花

は服紗仕立

三篇滅金毛彫磨 花

は服紗仕立

三篇滅金磨 花は服

紗仕立

三篇滅金磨毛彫磨

紋は服紗仕立

三篇滅金磨

三篇滅金磨

三 篇 滅 金

毛 彫 磨

毛彫縁 り磨

6ヵ 所の内4ヵ所が現在欠損している

脇障子の表裏に 8ヵ所現存している

寸法縦46.7セ ンチ横34.9セ ンチ

脇障子の表裏に 4ヵ所現存している

寸法縦53セ ンチ横19.3セ ンチ

現在 lヵ 所にある。この金物は御結構

書には記載されていない

現在 7ヵ所にある

現在 9ヵ所にある

16ヵ 所の内2ヵ所が現在欠損している

大  戸

脇 障 子

間 金 物 鉄 線 唐 草

同 冠木 逆 輪 金 物 鉄 線 唐 草

同 楯 木 口包 金 物

唄頭

はみだし

座

かふら座

座

七宝の内に四弁

花

花  菱

な  し

鉄 線 唐 草

正  面

角角は菱割紋

中は葉唐草

中国ま唐花紋

側面 唐草

唐 花 紋

七宝の内に四弁

花

花  菱

亀甲の内に四弁

花

唐 花 紋

葵  車

長  押 物

物

目

目

金

金

段

段

切

唄

物

物

物

金

金

金

間

切

唄

32艶 目

4,生 目

1'生 目

2Eセロ

3[受 目

唄頭

はみだし

座

かあら座 七宝の内に四弁 服  紗

花

な   し4段目 菊座 月腱   流少



判
梁
　
響

耕

虹
　
　
技

東
　
　
　
桁

″何
一　

　

　

・ヽ

首
　
　
ホ

屋
　
一ノ

技

　

棟

母

棟

妻 破 風

懸  魚

登 裏 甲

軒 廻 り

板
　
　
斗

柵
筋

奥

蒻箱

野

附

5段 目 座

斗 繰 金 物

切 金 物

留 め 金 物

切 金 物

切 金 物

逆 輪 金 物

木 口包 金物

留 め 金 物

置  紋

木 尻 金 物

木 口包金 物

紋 金 物

包 金 物

留 め 金 物

平瓦木口包金物

丸銅瓦木口包金物

口
　
　
・
　

物

座

葉

の
　
　
　
　
金

樽

菊

六

切

唄 金 物

1段目 唄頭

2段日 はみだし

3段 目 唄座

亀甲の内に四弁

花

唐草 蓮弁

繋七宝の内に四

弁花

繋七宝の内に四

弁花

繋七宝の内に四

弁花

繋七宝の内に四

弁花

唐草 唐花紋

唐 花 紋

繋七宝の内に四

弁花

唐 花 紋

繋七宝の内に四

弁花

浪

な  し

な  し

な  し

繋七宝の内に四

弁花

繋七宝の内に四

弁花

唐  草

三 葉 葵 紋

折 入 万 字

唐  草

唐  草

唐 花 紋

三篇滅金磨仕立

三篇滅金磨仕立

三篇滅金磨仕立

三篇滅金磨仕立

三篇滅金磨仕立

三篇滅金磨 紋は服

紗仕立

三篇滅金縁磨石目打

服紗仕立

三 篇 滅 金 磨

三篇滅金服紗仕立

三 篇 滅 金 磨

三篇滅金服紗仕立

三 篇 滅 金 磨

三篇 滅 金 磨

三篇 滅 金 磨

三篇 滅 金 磨

三篇滅金磨仕立

∋
∋

墨

墨

絵

絵

色

色

箔

箔

漆

漆

磨

　

　

　

磨

麟
　
目
満
目

篇
　
　
　
篇

三
　
　
黒

一二

黒

現在 4ヵ 所にある

現在 2ヵ 所にある

現在 lヵ 所にある

現在 2ヵ 所にある

現在 2ヵ 所にある

現在 lヵ 所にある

留め金物の上に取付けられている

現在 2ヵ所,正面と同様木口包金物が

木尻の端を包んでいる

向って左側 3ヵ所。右側 4ヵ 所に取付

けられている

現在 lヵ 所にある。この懸魚は正面の

ものと同様,いの目懸魚である

留め金物は lヵ 所,切金物は2ヵ 所に

ある

箱棟胴板以下は降棟に取付けられてい

る金物である。昭和25年度の修理工事

報告書によると漆箔となっている
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鬼  板

外部西側面

切目縁長押

舞 良 戸

厚 み 金 物

置  紋

唄 金 物

1,覧 目

2[覺日

唄頭

はみだし

座

折 入 万 字

三 葉 葵 紋

な  し

な  し

道菱の内に花

牡丹

な  し

七宝の内に四弁

花

唐 花 紋

葵  車

七宝の内に四弁

花

な  し

亀甲の内に四弁

花

七宝の内に四弁

花 唐花紋

七宝の内に四弁

花 唐花紋

唐草 唐花紋

角角は菱割紋

中心は唐花紋

な

な

し

　

し

三 篇 滅 金

三篇滅金服紗

黒  目

三篇 滅 金 磨

黒  日

三篇 滅 金 磨

牡丹は毛彫磨仕立

筋縁り 花は服紗仕

立

三篇 滅 金 磨

三篇 滅 金 磨

三篇 滅 金 磨

三篇 滅 金 磨

三 篇 滅 金

毛 彫 磨

毛彫縁 り磨

三篇滅金磨 紋は服

紗仕立

=篇滅金磨 紋は服

紗仕立

昭和25年度の修理工事報告書によると

漆箔となっている

備  考

現在 6ヵ所にある

寸法 (右手 1番端の金物)縦 8.5セ ン

チ横21.0セ ンチ.中の牡丹文様は縦7.

3セ ンチ横11.5セ ンチの縁内

間金物,切金物とも各々

`ヵ

所に現存

している

間金物の寸法は縦45セ ンチ横15.5セ ン

チ

寸法直径 5.0セ ンチの円形状

寸法直径 7.0セ ンチの円形状

寸法直径10.0セ ンチの円形状

寸法直径11.5セ ンチの円形状

現在12ヵ 所にある

3段目 唄座

4段 目 敷座

裏 座 金 物

竿 掛 金

壷  袋

物

物

金

金

間

切

押長

小羽目柑子

縁

垂  木

唄 金

1段 目

2,生 目

3,登 目

物

唄頭

はみだし

座

かふら座 紗

　

　

紗

現在 6ヵ 所にある間

　

　

切

4段目 菊座

5段目 座

金 物

金 物

逆 輪 金 物

文 様 名 仕  様部 材 名 称 金 具 名

木 口包金 物



茅  負

裏  甲

軒 廻 り

箱 棟 胴 板

筋

斗

鬼  板

渥侍」■り口

縁長押

平瓦木口包金物

丸銅瓦木口包金物

八 双 金 物

紋 金 物

唄 金 物

1段目 唄頭

2段 目 はみだし

3段 目 唄座

面 金 物

厚 み 金 物

置  紋

物

物

物

唄頭

唄

唄座

敷座

唐  草

唐 花 紋

唐草 唐花紋

唐  草

唐 花 紋

唐草 唐花紋

唐  草

三 葉 葵 紋

折 入 万 字

草 唐 草

三 葉 葵 紋

唐  草

な  し

な  し

な  し

折 入 万 字

折 入 万 字

三 葉 葵 紋

道菱の内に花

牡丹

三 篇 滅金 磨

五篇滅金色上げ

三篇滅金 紋は服紗

仕立

三 篇 滅 金 磨

服 紗 仕 立

三篇滅金 紋は打出

服紗仕立

漆箔 色絵 (墨差)

漆箔 色絵 (墨差)

三篇 滅 金 磨

黒  目

三 篇 滅 金

黒  目

三 篇 滅 金 磨

三 篇 滅金 磨

三篇滅金服紗

三篇 滅 金 磨

黒  目

三篇滅金無目磨

煮黒目毛彫

牡丹は毛彫磨仕立

筋縁 り 花は服紗仕

立

物
　
　
物

金

紋

金

切

置

間

物
　
　
物

紋

金
　
　
金

切

置

間

現在 2ヵ 所にある

現在 2ヵ 所にある

現在 2ヵ 所にある

現在 2ヵ 所にある

箱棟胴板以下は大棟に取付けられてい

る金物である。昭和25年度の修理工事

報告書によると漆箔となっている

昭和25年度の修理工事報告書によると

漆箔となっている

間金物は 2ヵ所。切金物も2ヵ 所現存

している

間 。切金物の上に取付けられ てい る

が,内 3ヵ所欠損している

間金物の敷座の寸法は縦14。 1セ ンチ横

31セ ンチ

御結構書においてこの文様は黄蓮唐草

とされている

現在 4ヵ所にある

寸法 (右手 1番端の金物)縦8.5セ ンチ

横21.1セ ンチ,牡丹文様は縦 7.2セ ン

チ横11.5セ ンチの縁内
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野

附 癸

日
【

金

金

金

段

間

切

唄

2'登 目

3段目

4,比 目

同上り口舞

な

な

な

唐

し

し

し

草

内部草の間,立場

部 材 名 称 金 具 名 文 様 名 仕  様 備  考

良戸

裏 座 金 物



同 上 り 口

蟻 壁 長 押

長  押

立場前面

格子戸 柱

同 柱

同 頭貫

同 衣掛

羽目

竿 掛 金

壷  袋

間 金 物

唄 金 物

lgと 目

2段目

3段 目

唄頭

はみだし

座

かふら座

4段目 菊座

5段目 座

座

座

葉

丸

菊

六

樽 の 口

とめ金物

掛 金 物

四葉座 金 物

掛 金 物

四葉 座 金 物

鎖

鐙  台

鐙 座 金 物

な  し

七宝の内に四弁

花

唐 花 紋

葵  車

七宝の内に四弁

花

な  し

亀甲の内に四弁

花

唐花紋 他に唐

草紋のもある

な  し

な  し

唐 花 紋

唐 花 紋

唐 花 紋

な

な

な

な

し

し

し

し

三 篇 滅 金磨

三 篇 滅 金 磨

三 篇 滅 金 磨

三 篇 滅 金

毛 彫 磨

毛彫縁 り磨

服  紗

服  紗

現在 2ヵ 所にある

大形のものと小形のものがあり,背面

側長押に小形の金具が 4ヵ 所,正面側

上長押に小形のもの4ヵ 所,同内法長

押に小形のもの lヵ 所,大形の金具が

3ヵ所取 り付けられている

樽の回の寸法は小形のもの直径2.6セ

ンチ,大形のものは直径 2.8セ ンチの

円形状,御結構書に記載はない

柱側に半円形.格子戸に半円形の座金

物が 4ヵ所とりつけられている。寸法

は半径 4。 3セ ンチ,御結構書に記載は

ない

現在 2ヵ 所にある。御結構書に記載は

ない

現在 3ヵ所にある。御結構書に記載は

ない

馬を繁 ぐためのもので衣掛に 3ヵ 所,

羽目に lヵ 所取付けられている。 (両

側の衣掛,羽 日に向い合って同様の形

の金物がとりつけられているため,全

部で8ヵ所ある)前方向って右手より

銀及び鐘台,円形の鍛座金物(唐花紋)

次に円形の座金物 のみ (唐花紋). 1

1番左手は銀と銀台及び四葉の銀座金物

|(鉄製で文様がない)羽 日の金具も又



長  押 間 金

唄 金

1段 目

23を 目

3E登 目

物

物

唄頭

はみだし

座

かふら座

三 篇 滅 金 磨

三篇 滅 金 磨

毛 彫 磨

毛 彫 縁 り磨

服  紗

服  紗

御  簾 鈎

註 仕様
― 漆箔,墨差,鍍金,燻し,煮黒味,煮洗い

等がある。詳しい方法は昭和25年度の修理工事報告

書に修理の仕様として記載されているのでここに転

載する。

A 漆箔押し,墨差 (取付けのままおこなう)

ワイヤブラシで金具の汚錆を除き,磨き上げる。下

地磨き終了後,生漆にて拭漆し,金箔を形状に従っ

て切 り合せながら張付け,斑のない様に軽く刷毛で

伸す。黒色部分には墨を筆にてさし, よく乾燥した

後,ザボンエナメルで剥落止めをする。

B 鍍金 (御結構書においては三篇滅金の字を用い

ている)

次の工程を順次におこなう。

1 なまし 欠損部分等を整備し終った金具を

炭火を用いて赤 くなるまで焼 く。

鎧と鐙台及び四葉の座金物である。寸

法は銀のない座金物は直径14.5セ ンチ

羽目の四葉の銀座金物は縦 18.2セ ン

チ。横17.5セ ンチ。御結構書に記載は

ない

2 酸洗い 硫酸 5%溶液で煮洗する。温度17

度～18位。

3 月同ずり 細かい砂を用い, フイヤブラシで

こする。

4 傷とり 傷をとりながら砥石,ほ う炭,炭
の粉を用いて磨 く。

5 へらかけ 鉄ぺらでこする。

6 下づけ 硝酸に水銀,亜鉛粉 (お どりこ)

を加えた溶液にひたし,金具表面に亜鉛を付着

させる。

7 火どり 熱を加えて水銀をとばす。

8 箔押し 硝酸水につけ,水銀につけ,金箔

を押す。

9 火どり (三辺鍍金の場合は箔押し,火 どり

を三辺 くりかえす)
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花

車

唐

葵

4段目 菊座

5段目 座

七宝の内に四弁

花

な  し

亀甲の内に四弁

花

唐  草

内 部 遠 侍

部 材 名 称 金 具 名 文 様 名 仕  様 備  考

現在 4ヵ 所にある

御結構書に記載はない



10 表面みがき 火どり終了後,真ちゅうブラ

ッシと鉄べらを用いてみがき,また金具の狂い

を直す。

11 剥落止め 最後にザボンエナメルを一面に

塗布する。

C 燻し,煮黒味 (御結構書においては煮黒目の文

字を用いている),酸洗い,お よび磨きをした金具

を硫化カリで黒く色付し,それを松葉,杉葉でいぶ

す。最後に「いばたろう」を用い,絹布で磨き上げ

る。いぶし加減で,赤銅,黒,青みなど種々な色に

仕上げる。煮黒味は硫化カリで色付けした後,自蟻 ,

油煙墨,松脂をとかしたものを上に塗布し,乾いた

のち絹布で磨き上げる。

D 煮洗い 取外した金具を酸洗いして,汚錆を除

き,乾いたものを鉄べらで磨き,それを再用する。

また鍍金金具については最後の仕上げ方法として,

磨き仕立,服紗仕立,色上げ等があるが,現在の日光

にはこれらの技法は伝わっていないとの事である。

毛彫― 彫金 (金属に璽を使い,文様や文字を彫る

技法)の一種。円形あるいは尖形の菫を用い,襲の

先端を深 く,あるいは浅 く入れる事により,毛筆の

様な線を出す方法。

寸法― 備考に記されている寸法については,金具

の取外しを行わず,取付けたままの状態で計ったも

のであり,概寸である。また同じ形体の金具におい

ても各々多少の誤差があり,内 lヵ 所で計った寸法

を載せた。

唄金物一 長押の釘隠金物のうちで幾重にか重なっ

たふくらみのある円形の金具をいう。

一番先端は唄頭である。御結構書においては重な

った円形状の金具を弐重座,唄頭,あ るいは唄,は

みだし座,唄頭,あ るいは唄座,唄,頭,あ るいは

菊座,かふら座,はみだし座,唄 頭,あ るいは唄

座,はみだし,唄頭とそのつど呼んでおり,定った

名称はない。唄金物の下についている金物を敷座と
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呼んでいる場合もある。

切目縁― 縁側の長に直角に板を張った縁側をいう。

舞良戸一
戸枢の間に板を入れ,その表裏に幅 3セ

ンチ内外,厚さ1.8セ ンチ程の本を幾本 も横に,小

間返またはそれ以上離して取付けた戸をいう。神厩

の舞良戸は仕立蟻色塗 (黒漆塗で磨き,摺漆をして

光沢を出したもの)である。

裏座金物― 御結構書によると,舞良戸に取付けら

れている鋳金具を呼んでいる。

竿掛金・壷袋一 戸緊に用いる金物。

脇障子― 神社・書院造等の縁側にあって,前後を

仕切るもの。

隅金物・間金物― 御結構書によると,神厩脇障子

の角に取付けられたものを隅金物,隅 と隅の間に取

付けられたものを間金物としている。

八双金物一
一端が二股に分れた金物で,門扉,板

唐戸に横に取付ける。蒻出た草芽の形は二葉が互い

に巻き付いて端に至 り少し開くため,その形により

「発草」と名付けたとの説がある。またこの金物は

逆輪金物とも呼ばれているが,こ の形がフニの口を

ひらいた形に似ているため,名付けられたとの説が

ある。一方は大工職,一方は指物職の名称である。

肘釣 リー 扉を肘金・肘壺金物によって開閉する事

をいう。

孤金物― 戸・障子・窓等を開閉するとき,孤む為

に取付けた把手をいう。

間 (厚み)金物― 昭和25年度修理工事報告書にお

いて,肘釣りと肘釣 りの間にあるので間金物と呼ん

でいると思われる。板の厚みの部分にある金物で形

は八双である。

冠永一 門の扉上にあって門柱を貫 く横木。

木口包金物一 木材等の先端を木口といい,その断

面を包む金物を木口包金物という。

問金物・切金物一 御結構書によると,神厩,長押

の柱側に取付けられた金物を切金物,中程に付けら



れた金物を聞金物としている。

小羽目
―

小壁の所を羽目にしたもの。小壁は内法

長押の上の壁をいう。

柑子縁一 欄間の周りは 木。

斗繰金物― 斗形の下のえぐれた所に付けられた金

物をい う。

虹梁
―

やや反りを持たせて造った化粧梁。

技首東・叔首竿― 神社の妻にある三角の形の頂点

より下 りた束を総称した。叔首竿は斜めの部材。

軒桁・母屋桁 。棟木
一 軒桁は端,母屋桁は間,棟

木は妻破風下にあって垂木を受ける材をいう。

石目打
―

金属の彫刻面に璽で極細点 を打出す技

法。

懸魚
―

破風の「拝み」の下,またその左右に付ける

装飾。拝下のをおもげぎょといい,左右のを脇げぎ

ょ,ま たは降げぎょ等といい,棟木桁の先端を隠す。

形により,梅鉢懸魚,猪の日懸魚,かぶら懸魚,三

花懸魚等がある。

六葉 。菊座・丸座・樽の国
― 懸魚の中央,門柱等

にもちいる金具で,下から六葉・菊座・丸座,樽の

口を重ねてある。

登裏甲
―

破風板の上にある傾斜した裏甲。

附焚斗― あおり板の事かと思われる。

鬼板
―

鬼瓦の代わりに用いる木製の棟飾 り,鋼板

で包む事もある。

桟唐戸
―

唐様に用いられているもので,植や桟を

もって組立て,さ らに連子・香狭間等を嵌め込んで

ある。唐様では長押がないので,貫に藁座をつけて

戸を釣っている。

鎌手金物―
御結構書においては桟唐戸に取付けた

金物を総称しているよ うで あ る。金具の形は出入

双・辻金物等である。

置紋―
御結構書においては座金物の上に取付けら

れている紋の文様の金具をいう。

門木口包金物― 閂は扉を閉じるために取 り付けら

れた横木であり,その木口を包む金物をいう。

門持金物― 門を通す為の箱金物, 門 錠 ともい

う。

垂木― 屋根板を支えるために棟から軒に渡した材。

茅負一 軒の先端で垂木に支えられる横木。

裏甲一 軒先の茅負の上にある化粧板。

大棟― 水平な主棟を大棟といい,大棟より屋根勾

配にそって軒先に向って降下する棟を降棟という。

蟻壁長押― 内法長押と天丼の長押をいうD

鎧座― 鍛をとりつける座金の事を特にいう。

鈎 
― 巻き上げた御簾をそのままに止めるために

使われている金物。神厩においては,遠侍正面の御

簾の所に 3ヵ 所,あ と lヵ 所は背面側長押に,使わ

れないまま,吊 り下げられている。

3 御結構書と現状の文様との相違点

昭和25年度の修理工事報告書記載による東照宮御結構

書抜粋をここに転載する

神厩 木地造 り 桁行五間梁ま三間

一,表側戸口之所御土台見付銅黒目板包黒漆塗ちら

しばい金物三篇滅金花菱毛彫磨弐重座七宝模屋

字服紗ばい頭唐花御紋毛彫みがき仕立

一,格子戸仕立蟻色塗

一,脇障子弐ケ所御妻戸木地御金物隅間夕肘釣 り八

双金物共三篇滅金鉄仙唐草毛彫磨花ハ服紗仕立

一,脇障子柱肘坪座金物三篇滅金七宝模様磨肘坪無

目磨仕立同冠木逆輪金物三篇滅金鉄線唐草磨花

ハ服紗木口包金物三篇滅金角 菱々割紋中葉唐草

毛彫磨唐花御紋服紗仕立竹節欅共塗立蟻色

一,切 目縁長押ばい金物敷座三篇滅金磨ばい黒日は

みだし座三篇滅金磨ばい頭黒目

―,西之方舞良戸仕立蛾色塗竿掛金坪並坪袋共三篇

滅金磨裏座金物道菱模様中二牡丹の毛彫みがき

仕立筋縁 り花ハ服紗仕立

一,遠侍猿頬天丼上 り口縁長押ばい金物敷座煮黒目
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黄蓮唐草毛彫ばい座三篇滅金無目磨ばい黒目頭

三篇滅金磨キ

ー,同所上 り口満以良戸仕立蛾色滅金坪裏座共西の

方同断

一,神馬建所廻り木格子以毎良かひ共木地

―,東之方唐戸口壱 ヶ所唐戸木地鉄肘釣 り外定透し

はなさま桟鎌手御金物煮黒目唐草模様毛地彫上

金もの四葉唐花御紋打出毛地彫関貫木口包金物

煮黒目無目

一,同上小羽目緑青地牡丹唐草平彩色

一,後之方大戸口壱ケ所引手坪銅黒目

一,同所小羽目破風下甍羽目共緑青地牡丹唐草平彩

色

一,表側小羽目柑子縁塗立蟻色御金物隅間夕共三篇

滅金亀甲模様毛彫磨唐花御紋服紗御彫物松二猿

猥極彩色

一,上下長押御金物ばい間夕並切金物共三篇滅金亀

甲模様みがき同ばい金物頭共四重菊座服紗かふ

ら座七宝模様服紗はみ出し座葵車毛彫縁り磨キ

ばい頭唐花御紋毛彫みがき

一,枡斗 くり御金物三篇滅金模様唐草磨キ

ー,虹梁棟束扱首東共御金物三篇滅金繋七宝模様磨

仕立

一,虹梁下牡丹之附彫物生彩色同上附彫物同断

一,棟母屋軒桁共逆輪金物三篇滅金模様唐草磨唐花

御紋服紗仕立木口包金物三篇滅金縁磨石目打唐

草御紋服紗仕立

一,両妻破風塗立蟻色裏之方ハ真掻合塗御金物留メ

小尻共三篇滅金繋七宝模様磨留メ並間散唐花置

御紋共三篇滅金服紗仕立木口包金物唐草模様み

がき

一,懸魚包金物三篇滅金浪の模様磨六葉菊座樽頭共

=篇滅金磨キ

ー,登 り裏甲塗立蛾色御金物繋七宝模様三篇滅金磨

仕立
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一,垂木真掻合塗逆輪金物三篇滅金唐草模様みがき

唐花御紋服紗仕立木口金物隅 菱々之割紋みがき

唐花御紋服紗仕立

一,木舞裏板共真かき合ぬり

一,茅負真かき合ぬり切御金物唐草模様三篇滅金磨

唐花置御紋五篇滅金色上ケ間金物三篇滅金模様

唐草みがき唐花打出御紋服紗仕立

一,裏甲真かき合ぬ里切御金物三篇滅金から草模様

みがき唐はな置御紋服紗仕立間夕金物三篇滅金

唐草 くさ模様みがき唐はな打出御紋服紗仕立

一,御軒廻 り唐草漆箔色絵丸銅瓦木口御紋漆箔色絵

一,箱棟野筋三篇滅金唐草模様磨胴板折入万字磨八

双金物草唐草三篇滅金磨附質斗散しばい座黒目

はみ出し三篇滅金磨ばい頭黒目

一,鬼板面厚共三篇滅金折入万字磨置御紋三篇滅金

服紗縁 り覆輪無目金物三篇滅金磨覆板銅包黒漆

′2り

一,下 り棟並鬼板共御金物右同断

一,雀瓦木口御紋漆箔色絵

―,惣御屋根黒漆ぬり

この御結構書抜粋における文様と,現在錫金具に付け

られている文様との間に相違点が見られる。

1 表側小羽目柑子縁塗立蛾色御金物隅間夕共三篇滅金

亀甲模様毛彫磨唐花御紋服紗御彫物松二猿猥極彩色一

現在,柑子縁に付いている隅金物・間金物とも,′すべて

七宝文様であり,中央に唐花紋が施され ている。(図12

参照)

2 上下長押御金物ばい間夕並切金物共三篇滅金亀甲模

様みがき同ばい金物頭共四重菊座服紗かふら座七宝模様

服紗はみ出し座葵車毛彫縁 り磨キばい頭唐花御紋毛彫み

がき―
この上下長押の西重の唄金物のうち,外部東側

面,牡丹唐草平彩色が施されている小羽目上の長押,右

端の唄金物において,ほかのかふら座は七宝文様である

が,こ こlヵ所のみ,葉唐草である。(図 2参照)



4 文様による分類

神厩に取付けられた鋳金具の文様による分類は,次の

通 りである。

七宝文様 部材名称,土台の唄金物 (弐重座)。 脇

障子の肘壷座金物・長押の唄金物 (かふら座・

はみだし座)。 舞良戸の壷袋・小羽目柑子縁 の

切金物 間金物。

道菱文様 部材名称,舞良戸の裏座金物。

亀甲文様 部材名称,長押の切金物 間金物。

折入万字文様 部材名称,大棟,降棟の箱棟胴板・

鬼板の面金物 厚み金物。

繋七宝文様 部材名称,脇障子の厚み金物・虹梁の

切金物・叔首竿の切金物 留め金物・技首束の

切金物 。妻破風の留め金物 木尻金物・登裏甲

の切金物 留め金物。

浪文様 部材名称,妻破風の懸魚包金物。

図2 神厩 唄金物

牡丹文様 部材名称,舞良戸の裏座金物。

菊文様 部材名称,脇障子の孤金物 孤座金物。

花菱文様 部材名称,土台の唄金物 (唄座)。

長押の唄金物 (かふら座)。

菱割紋 部材名称,脇障子楯の木口包金物・垂木の

木口包金物。

葵車文様 部材名称,上下長押の唄金物 (はみだし

座)。

蓮弁文様 部材名称,枡斗繰の斗繰金物。

三葉葵紋 部材名称,軒廻りの丸銅瓦木口包金物・

鬼板の置紋 。大棟の紋金物。

唐花紋 部材名称,土台の唄頭・脇障子楯の木口包

金物・小羽目紺子縁の間金物 切金物,垂木の

逆輪金物 木口包金物・茅負の置紋 打出紋・

裏甲の置紋 打出紋 。桟唐戸の置紋 。長押の唄

頭 。棟木,母屋桁,軒桁の逆輪金物 木口包金
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物・妻破風の留め金物 散し紋金物。上下長押 ,

内法長押の唄頭 。草の間長押の樽の口。衣掛の

鎖座金物・遠侍長押の唄頭。

唐草文様 部材名称,(草唐草)大棟の八双金物・

(葉唐草)脇障子楯の木口包金物 。(黄蓮唐草)

遠侍上 リロ縁長押の間金物 切金物 。(鉄線唐

草)脇障子の隅金物 間金物 八双金物 。脇障

子冠木の逆輪金物 。(唐草)大棟,降棟の野筋・

軒廻りの平瓦木口包金物・桟唐戸の鎌手金物・

枡斗繰の金物・棟木,母屋桁,軒桁の逆輪金

物・妻破風の木口包金物・垂木の逆輪金物・茅

負の切金物 間金物 。裏甲の切金物 問金物・

脇障子楯の木口包厚み金物・内法長押の木口包

金物・御簾の鈎_。

(  )内は御結構書記載の文様名

水 盤 舎

1 位置,名称および建築様式

水盤舎は参拝人が手や口を清めるための水盤を覆 う建

築で,古 くは「御水屋」と呼ばれることが多かった。表

門からの参道が三神庫と神厩とを過ぎて,陽明門に向っ

て右折すると,ち ょうどその左脇に建っている。東を正

面とし,唐破風の妻もこの方向を向き,いわゆる向唐破

風になっている。中央に石製の水盤を置き,一間四方の

吹抜けの平面上に,四方の柱が僅かに内側に傾いてい

る。いわゆる内転びの様式をとり,その上に大きな唐破

風の屋根をおいている。

この水盤舎についての最も古い史料は,水盤の西側面

に刻された,次の様な刻銘により現在も知ることができ

る。「元和四年戊午四月十七 日 奉納御手水鉢石 鍋島

信濃守肥前侍従藤原勝茂」これは水盤のみについてであ

って,上部の建築に関する史料は今のところ不 明 であ

る。しかし,寛永の造替における御造営帳には「御水屋之

分」として工事費の詳細が記されている。これをみると
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現在の水盤舎の建築とはぼ一致している点から,御造営

帳の記載を信用するとすれば,水盤は元和 の ものを用

い,他は寛永の造替の時に,新しくつくられたものと考

えられる。ただ,頭貫 (柱貫)お よび台輪については,

御造営帳には「ぬき,だいわ石 一,四本ハ 長参間」

とあり明らかに石製となっている。「東照宮本地割絵図」

という東照宮建築の古 図 に も水盤舎の頭貫及び台輪に

は,明 らかに御影石と注記されている。しかし,宝暦年

間につくられた御結構書には,両者とも木地,石灰ずり

となっており,現在も木製で万字崩しなどの地紋をほど

こ́し,その上を胡粉ずりで白色に仕上げている。これら

の点からみると明確な史料はないが本地割絵図が天和の

地震以後の状況を示すものなので,およそ天和から宝暦

に至る江戸中期ごろの改造と考えられる。

規模・構造形式は神厩のところで記した昭和25年度の

修理工事報告書に従った。それによると,「方位東向,

桁行一間,梁間一間,単層,唐破風造,内部化粧屋根裏,

妻入,銅板瓦葺,柱のみ石造,総体漆塗,一部彩色,飾金

具付。中央に石造手水鉢を置 く.」 と記されている。

2 銹金具の取付位置の部材名称,金具名,

文様名,仕様,備考

次に掲げる表は水盤舎に付けられている鋳金具の分類

表である。

部材名称,仕様に関しては,神厩と同じく御結構書に

したがい,金具名文様名は同書を参照した。現在のもの

は,昭和25年 4月 から27年 3月 までの工事で竣工したも

ので,鋳金具に対する新しい箔押し,鍍金は行なわず金

具を全部とり外し,煮洗いを行ない,ま た部分的に欠損

のあるものは,補修し磨きをおこなったうえ,再び元通

りとりつけたものである。ただし,銅鋲のみは,新しく

調整し,その頭部に漆箔押しをおこなった。また鋳金具

全体に対しザボンエナメル に よる剥落どめをおこなっ

た。なお,水盤舎は吹抜け様式のため,方位による分類

は省略し,各部の部材名称の中でそれぞれ分類した。



図3水 盤 舎
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表 2

角  柱

柱 貫

(頭  貫)

台

虹  梁

丸

大 平 東

(瓶)

金襴巻出し金物

下 部 金 物

置  紋

木 鼻 金 物

木 口包金 物

切 金 物

間 金 物

置  紋

木 鼻 金 物

紋

金 物

紋

金 物

口包 金 物

切 (八双)金物

間 金 物

置  紋

結 綿 金 物

頭 部巻 金 物

置  紋

上 部 金 物

最上 部金 物

面 金 物 七宝の内に八弁 毛彫五篇滅金縁り磨

花

折入稲妻 雲形

中 間 金 物 七宝の内に六弁

花

唐  草

五篇滅金毛彫服紗仕

立

五篇滅金縁 り磨服紗

仕立

五篇滅金毛彫服紗仕

立

毛彫五篇滅金磨仕立

毛彫五篇滅金磨仕立

七篇滅金薬上げ

三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金毛彫磨仕立

五篇滅金色上げ

三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金毛彫磨仕立

五篇滅金色上げ

=篇滅金毛彫磨仕立

五篇滅金色上げ

三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金毛彫磨仕立

五篇滅金服紗仕立

雲形文様については御結構書に記載さ

れていない

寸法縦23.5セ ンチ横24.5セ ンチ

:fEffitsl v *ffi2l-lev +

寸法縦16.2セ ンチ横24.5セ ンチ

寸法綸

“

.6セ ンチ横24.5セ ンチ

御結構書には記されていないが,角柱

の最上部に付けられている

寸法直径11.5セ ンチの円形状

形

形

玉

歯

歯

水

鋸

三葉葵紋

輪

紋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
　
　
子
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
文

妻

草

妻

妻

葵

妻

妻

妻

草

妻

妻

　

妻

　

妻

草

妻

妻

　

し

妻

葉

　

　

　

　

　

　

は

　

は

　

　

　

　

雇

　

　

花

稲

唐

稲

稲

三

稲

稲

稲

唐

稲

稲

枝

稲

枝

稲

唐

稲

稲

枝

な

稲

唐

物

物

物

物

物

金

金

金

双

金

金

切

間

八

鼻

切

置

間

置

鼻

木

桁

仕  様 備  考金 具 名 文 様 名部 材 名 称
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菖 蒲 棟

(棟木)

垂  木

唐 破 風

懸  魚

鬼  板

切 (八双)金物

間 金 ・物

棟木際の巻金物

茨部分の巻金物

丸桁際の内外側巻金

物

垂木鼻巻金物

垂木鼻木口金物

八 双 金 物

間 金 物

拝みの入八双金物

置  紋

木 口包金物

包 金 物

厚 み 金 物

置  紋

切・間金物

切・間金物

切・間金物

平 瓦 包金物

丸瓦木口包金物

面 金 物

置   紋

鰭 金 物

稲  妻

稲  妻

二重のかぶら

稲妻 唐花 七

宝

稲妻 七宝

稲  妻

三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金磨仕立

三篇滅金毛彫

五篇滅金服紗仕立

五篇滅金服紗仕立

三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金毛彫磨仕立

七篇滅金薬上げ

三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金毛彫磨仕立

三篇滅金毛彫磨仕立

漆箔 色絵 (墨差)

漆箔 色絵 (墨差)

三篇滅金打出磨仕立

五篇滅金服紗仕立

三篇滅金打出磨仕立

三篇滅金打出磨仕立

三篇滅金磨仕立

五篇滅金服紗仕立

紋
　
　
丹
　
　
紋

　

　

　

波
　
　
　
　
　
　
　
　
紋
　
　
紋

　

　

　

草
　
　
紋

妻

　

紅

　

紅

　

草

妻

　

　

妻

妻

妻

草

葵

妻

　

　

妻

花

　

牡

　

花

　

　

海

　

　

　

　

葉

　

花

　

　

唐

　

花

稲

唐

蜀

枝

蜀

唐

唐

稲

青

鶴

稲

稲

稲

唐

三

稲

唐

雲

稲

雲

　

唐

結構書による置き紋枝牡丹はみられな

い

通と呼ばれている

甲

り

負

甲

裏

廻

茅

裏

貝

軒

箱 棟 胴 板

野  筋

八 双 金 物

置紋 (散し)

註 柱貫― 頭貫ともいう。柱の上方の繋となる横木。

台輪― 寺院建築の柱上をつなぐ厚い板,塔および

禅宗建築に多い。

丸桁―
がんぎょうの略称。化粧垂木を受ける一番

外の桁。

大平東― 大瓶東とも書く。御結構書では大平束の

文字を用いている。虹梁の上に立つ瓶子形の東。

菖蒲棟一 軒唐破風の棟をいう。

棟― 屋根の最も高い所。即ち屋根面の相交わる部

分。

茨垂木― 輪垂木の一種で,その下端に茨のあるも

の。

87

唐破風の懸魚で形が平らなため,兎毛



唐破風一
そり曲った曲線状の破風。玄関・門・神

社の向拝等の屋根や軒に多く造る。

鰭― 懸魚の左右に付いている彫刻。その絵様の種

類により雲・渦 。若葉等の名称を冠す。また鬼板の

左右にある足元をも鰭と称する。

金欄巻一 寺院などにおける柱梁等の巻金物で,金

製模様の付いているもの。

面― 柱等の稜角を平面,ま たは他の形に削り取っ

た跡をいう。

木鼻一
頭貫等の木が柱の向側に連続して突出して

いる。

鼻一
端の意味。

結綿一
大瓶東と梁との交合点に付けた飾り。

3 御結構書と現状の文様との相違点

昭和25年度の修理工事報告書記載による東照宮御結構

書の抜粋をここに転載する。

御水屋 桁行壱尺壱丈五寸梁ま壱丈五尺弐寸

御組物三ツ斗向唐破風屋根銅瓦葺

一,御柱みかげ石角柱几帳面取上金欄巻出シ御金物

五篇滅金折入稲妻毛彫服紗仕立中金物五篇滅金

七宝模様縁り磨服紗仕立上金物五篇滅金唐草毛

彫服紗仕立歯形水玉毛彫五篇滅金磨仕立面金物

七宝毛彫五篇滅金縁り磨置御紋七篇滅金薬上ケ

ー,下布敷石水吐付

一,御柱貫木地地紋彫万字崩シ石ばいすり御金物三

篇滅金稲妻毛彫磨仕立置御紋五篇滅金色上ケ

ー,台輪木地地紋彫稲妻崩シ石灰すり御金物三篇滅

金稲妻毛彫磨仕立

一,御組物御彩色外雲絃唐花唐草斗くりくるみ形置

上極彩色肘木雲菱錦模様下端唐花唐草置上極彩

色

一,墓股緑青地雲絃浪二鯉の彫物生彩色

一,虹梁下浪の大彫物金地生彩色

一,虹梁錦模様牡丹唐草飛紋紺青地竜の九置上極彩
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色御金物三篇滅金稲妻毛彫磨仕立置紋枝牡丹五

篇滅金色上ケ

ー,丸桁緑青地牡丹唐草飛紋紺青地鳳凰置上極彩色

下端筋雲絃御金物八双三篇滅金稲妻毛彫磨仕

立

一,同鼻間夕共御金物右同断

一,甍羽目浪二飛竜の彫物金箔生彩色

一,大平東塗立蛾色御金物三篇滅金稲妻毛彫磨仕立

唐花置御紋五篇滅金服紗仕立

一,同上桝肘木外雲絃唐花唐草 くるみ形置上ケ肘木

雲菱錦模様下端唐花唐草置上極彩色

一,菖蒲棟塗立蟻色御金物三篇滅金稲妻毛彫磨仕立

置キ紋枝牡丹五篇滅金服紗仕立

一,垂木塗立蛾色御金物逆輪間夕共三篇滅金稲妻磨

仕立

一,裏板本朱塗

一,唐破風塗立蟻色御金物三篇滅金蜀紅毛彫置御紋

枝牡丹五篇滅金服紗仕立

一,前後懸魚御金物三篇滅金稲妻毛彫厚青海波磨仕

立鶴丸置御紋七篇滅金薬上ケ

ー,裏甲茅負貝裏甲共塗立蟻色御金物三篇滅金稲妻

毛彫磨仕立

一,御軒廻り唐草漆箔丸瓦木口御紋共漆箔色絵

一,鬼板雲彫御金物三篇滅金稲妻打出磨仕立唐花唐

草置御紋五篇滅金服紗仕立

一,箱棟胴板御金物三篇滅金稲妻打出磨仕立野筋雲

唐草三篇減金磨仕立散シ置御紋五篇滅金服紗仕

立

一,下 り棟御金物右同断

一,惣御屋根銅瓦黒漆ぬり

この御結構書抜粋における文様と,現在傍金具に付け

られている文様との間には相違点が見られる

1 丸桁緑青地牡丹唐草飛紋紺青地鳳凰置上極彩色下端

筋雲絃御金物八双三篇滅金稲妻毛彫磨仕立一 御結構書

には稲妻文様とのみ記されているが,現在の丸桁には間



金物および切金物にも枝牡丹が付けられている。

2 菖蒲棟塗立蟻色御金物三篇滅金稲妻毛彫磨仕立置キ

紋枝牡丹五篇滅金服紗仕立
― 菖蒲棟は現在黒漆塗で,

切金物および間金物には稲妻が彫られているだけで,牡

丹の置紋は見あたらない。

3 下 り棟御金物右同断― 現在の水盤舎にはくだり棟

は取付けられていない。

4 文様による分類

水盤舎に取付けられた銹金具の文様による分類は,次

の通 りである。

折入稲妻文様 部材名称,角柱の金襴巻出し下金物

稲妻文様 部材名称,柱貫の木鼻金物 切金物 間

金物・台輪の木鼻金物 切金物 間金物・虹梁

の鼻金物 切金物 間金物・丸桁の鼻金物 切

金物 間金物 。太平束の頭部巻金物 。菖蒲棟の

切金物 間金物・垂木の棟木際の巻金物・茨部

分の巻金物・丸桁際の内外側巻金物・垂木鼻巻

金物・懸魚の包金物・茅負の切金物 間金物・

二重裏甲の切金物 間金物・鬼板の金物 。大棟

の箱棟胴板。

雲形文様 部材名称,角柱の金欄巻出し下金物 。鬼

板の鰭金物。

七宝文様 部材名称,角柱の金襴巻出し中間金物

面金物・垂木の棟木際の巻金物・茨部分の巻金

物。

唐草文様 部材名称,角柱の金襴巻出し上部金物・

柱貫の木口包金物・台輪の八双金物・唐破風の

木口包金物・丸桁の木口包金物 。軒廻りの平瓦

包金物 。 (雲唐草)野筋。

歯形文様 部材名称,角柱の金襴巻出し上金物。

水玉文様 部材名称,角柱の金欄巻出し上金物。

鋸歯形文様 部材名称,角柱の金襴巻出し上金物。

枝牡丹文様 部材名称,虹梁の置紋 。丸桁の置紋・

唐破風の間金物。

唐花紋 部材名称,太平東の置紋 。垂木の棟木際の

巻金物・唐破風の置紋・鬼板の置紋・野筋の置

紋。

蜀紅文様 部材名称,唐破風の八双金物・拝みの入

八双金物。

青海波文様 部材名称,懸魚の厚み金物。

鶴紋 部材名称,懸魚の置紋。

三葉葵紋 部材名称,角柱の金襴巻出 し金物 置

紋・柱貫の置紋。

神厩および水盤舎における

使用文様の単位モチーフと構成について

1 単位モチーフによる分類

幾何学的文様

1 紗綾形 (稲妻 折入稲妻 折入万字)

図4紗 綾 形
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水盤舎の御結構書には「折入稲妻」及び「稲妻」の名

称が記載され てい るが,前者が使われている各部の文

様を見ると,角度はさまざまに異なるが,各文様本来の

原形である基礎パターンは,いわゆる紗綾形と同形であ

る。雷文系の文様に見られるような渦巻状は見られず。

万字 (卍)の連続模様で構成されている点からみて,文

様名を「稲妻」と扱 うのは適当とは思われない。表に記

した名称は全て御結構書にしたがい「稲妻」と記載した

が,「紗綾形」としたい文様である。

神厩における「折入万字」も同文様で水盤合の場合と

同じく紗綾形文様とするのが適当と思われる。

水盤舎における「折入稲妻」に関しては,紗綾形の基

礎パターンとは異なっているが,やはり渦巻状にはなっ

ていないところから,「稲妻」ではなく紗綾形を基礎 と

しそのパリエーションから構成されたものと思われる。

(図 6参照)

この紗綾形は水盤舎においてもっとも多く用いられて

いるモチーフで独立した主張をする模様ではなく,地模

様的要素を持っている.ため,概して置紋の下,平面部分

に用いられている。 (図 5,図 7参照) 部分的に角度

が異なったり,毛彫における技法に差異が見られる点か

らして,各時代による修理の跡が感じられる。

なお,山邊知行先生による紗綾形おょび雷文の解説は

次の通 りである。紗綾形は卍(ま んじ)つなぎの一種で,

この文字をななめにつらねた連続模様であり,紗綾の地

紋に用いられたので,こ の名があるという。

この系統の模様は名物裂に多く見られ,おそらく明時

代中国から伝わったものであろう。日本では桃山時代頃

からの染織品の模様に多く用いられている。ことに江戸

時代には綸子の地紋はほとんどが紗綾形でこれに菊,蘭

などをあしらつたものが,紗綾形綸子として非常に多く

用いられた。今日でも染織品の地模様として広 く用いら

れている。

また雷文は方形が渦巻形になった形の模様で,雷電模

様,稲妻形等ともいわれる。
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電光の形の便化したものといわれるが,一種の幾何学

文様とも考えられる。正方形のほかに長方形,菱形のも

のもあり,一見して入子枡形,入子菱形と似ているが,

雷文は一方に口が開いており,枡形や菱形に比べて構成

上不完全である。そのため単独では不安定なので,通常

雷文つなぎの様な形で S字形に2つ組み合せたり,また

長 く横につらねたりした形で用いられることが多い。

もっとも古い使用例としては,中国の古銅器に多く現

われている。その他,建築の装飾意匠,陶器の壺や皿の

帯や縁模様・ 染織品では敷物の回りの模様などにしばし

ば連1慌模様として用いられている。

図6 水盤舎 角柱 金欄巻出し金物
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図7 水盤舎 柱貫・台輪
図5 水盤舎 角柱・柱貫・台輪
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2 七  宝 (七宝,繋七宝)

図 8 七  宝 図 9 七  宝

図10繋 七 宝

神厩における御結構書によると,唄金具,脇障子の肘

壼座金物を「七宝」と呼び,虹梁,技首竿,叔首東,妻

破風の留め金物,木尻金物,登裏甲の切,留金物を「繋

七宝」と記載している。その他に御結構書には載ってい

ないが,こ の二種の文様に入るべきものとしては,「七宝」

には,舞良戸の壷袋金物,小羽目柑子縁の切,間金物で

ある。柑子縁の金物は,御結構書によると亀甲模様と記

されているが,現在はすべて,七宝でうめられている点

から, この文様に関しては宝暦以後のものである可能性

も考えられる。「繋七宝」では,脇障子の厚み金物を付

け加えておく。

まず「七宝」では,唄金具のものは,上下から押しつ

ぶされた様な楕円形で,円は二重 (あ るいは,日 立たせ

るためか,手の凝ったものを作るという意識のもとによ

るものか,縁 どりをしている)に彫られ,円弧の接点に

は珠が付いている。(こ の珠は,神厩 。水盤舎における,
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調査した七宝文様すべてにとりつけられているので,以

下その説明は省 く) そして中には,すべて四弁花が彫

られている。この構成をみると,唄金具が平面ではな

く, うすい椀型の立体のため,七宝のつなぎが,すべて

均一とならずに, どうしても放射状となり,かえつて厚

みを感じさせ,効果的なモチーフである。(図11参照)

脇障子の肘壺座の七宝は,縦2.4セ ンチ,横 1,7セ ンチ

の縦長の楕円形で繋っている。これも2つの円が重なっ

てできた花弁の一片の様な凸レンズ形の中に縁どりがみ

られ,中央には丁寧な四弁花が配されている。 (図32参

照)壷 袋の金物は,縦長の情円形で一重の円からなつ

ており,円 と円との接点を直線で結んでいる もの もあ

り,かなり大きな四弁花を配 してい る。柑子縁の金物

は,直径 2.4セ ンチの円形構成で,壺袋の七宝の中にみ

られたように,直線が彫られているこの四弁花は,地の

魚子打ちと判然しがたく,明瞭ではない。(図12参照)

「繋七宝」は, 2円が重なってできた凸レンズ形が 2

つにくびれており,それを一辺として単位モチーフを菱

形にしているので,前述の七宝と区別するために「繋七

宝」としたものと考えられる。 (図 10参照)建 造物全

体としては,比較的高所に付けられているため,斜線が

強調され,銅板のつなぎが,文様にかまわずとり付けら

れているため,安定性が少ない。基礎パターンからは,

全 く離れているため,七宝と呼ぶには少少無理がある文

様と思われる。 (水盤舎,角柱の面金物において,こ れ

と類型的なパターンがみられるが,こ れについては後述

する) 中に配されている文様は,脇障子の厚み金物の

み花菱で,他は単純な四弁花がうめられている。 (図13

参照)

水盤舎における七宝文様に関する記事は,御結構書に

よると,角柱の部分の説明にのみ「七宝」という言葉が

みられる。しかし, ここでは垂木部分にも使われている

ため,付け加えた。

角柱の金欄巻出し中間金物における七宝は,基礎パタ

ーンの七宝文様とは異なり,円の重なりが, 6分の1ず



日
■
■

図11 神層 唄金物

図12 神属 柑子縁金物

図13 神厩 妻破風木尻金物
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つで構成されている。3.3セ ンチの直径で一重だが,平

面上に規則正しく整然と現わされているため,安定性が

ある。中の六弁花も大きく複雑だが,全体としては,す

つきりしていて,明快である。(図 6参照)同柱の面金

物は「七宝」と記載されてはいるが,神厩の虹梁等に使

われている,「繋七宝」と呼ばれているもの と形体が類

似している。水盤舎の場合は,神厩のそれと比べて複雑

で凸レンズ形が くびれているというよりも,は っきり2

分されていて,中に魚子をうっている。縦長と横長との

差はあるが,丁度,水盤舎のそれを平坦にしておいて,

中には何もうっていない状態が神厩の「繋七宝」と呼ば

れているものである。円弧が 8つに分割されているから

であろうか,中には八弁花が配されている。 (図 5,図

6参照)

垂木部分の「七宝」文様は正円に近いもの,横長のも

の,大 きさもさまざまであるが,一様に基礎パターンは

同形で,凸 レンズ形部分に直線の彫 りが見られる。

なお, 日本染織様文集より抜粋した「七宝繋ぎ」につ

いての解説を加えておく。 輪違いの一種で4分の 1の

円弧によって規則正しく構成されている。七宝という名

称はあまり古いものではなく,も とは輪違いといってい

たものらしい。これが連なって欅文を構成したものを四

方欅といい,ま た十方 (じ っぼう)と 称し,こ れがさら

に訛って七宝となったのであるといわれ ている。(略)

七宝文の中に円弧の接点に珠のついているものと,単な

る輪違いだけでなにも付いていないものとがある。 (図

8,図 9参照) これは純粋幾何的にみると4つの輸違

いが 1点を中心としてきっちりつまって交叉 した場合

と, これがゆるくずれて,そ の交叉点に円弧に囲まれた

糸巻形を残したものとの違いということになるであろう

が,文様のうえでみると,全体として有職風な文様をも

った輪違いには, これが少なく,やや近世的な,同時に

やや中国風なところのあるものに,こ れが多いようであ

る。(略)宝尽しにおける七宝文と,単なる輪違いの七

宝文との間には四方欅,十方,七宝という称呼のうえの

94

転訛のみでなく,なにか時代的な背景をもった文様形象

のうえでも2つの系統に属するものがあるのではないか

ということが考えられる。一

3亀  甲

基礎パターンは正六角形の文様で,これも菱文と同じ

く単独文様としての性格は弱く,ほ とんどの場合,繋ざ

文様としてその面目を発揮している。

図14亀甲 神厩唄座金物
(原寸大)

図15亀甲 神属唄座金物
(原寸大)



この文様と亀の甲との結付きはかなり古 くからおこな

われていたようで,すでに平安時代には,こ の文様を瑞

祥文として,衣服や器物,車などの文様に盛んに用いた

ことが当時の絵巻物や文献に見られる。古い本には,こ

の文様を武増と書いて,かめのこうと読ませている。亀

甲文は必ずといって良いくらいに,中に花菱があったり

六角形が入子になっていたり,あ るいは簡単な二の字か

図16 神厩 唄金物

ら非常に複雑な図様的な鶴の丸や龍の九等に至るまで種

種の文様が付けられているが, これはもと武増の表の斑

が使化し発展したものであるという。

この六角形繋ぎと亀背,延寿,瑞祥思想との結付きは

古 く根強いものであるに違いない。しかしそれだからと

いって, この文様発生のすべてを亀背の六角形の便化に

付会してしまうのはどうかと思われる。

図17 神層 唄金物
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少 くとも,も っとも合理的かつ自然な正六角形の結合

である,純粋な幾何学的構成文様としての六角形繋ぎの

存在を否定するわけにはいかないであろうと日本染織文

様集では述べられている。

亀甲は神厩においては長押の切,間の唄座金物として

用いられている。 (図16,図 17参照)

唄座金物は座自体の形が違 ううえ,唄が 2種類に分け

られていて,付けられている部材名称もそれぞれ異なっ

ているため,単 (立モチーフを大小と区別して記載する。

(図 14,図 15参照)

大きい方は六角形が 2重で中に丸みのある現代的な四

弁花が配されている。外側,六角形の一辺 は1.3セ ンチ

で花は縦1.8セ ンチ,横 1.7セ ンチ,小さい菊座を有する

ものは六角形が 3重になっており,やはり中に四弁花が

あるが全体的に小さなものが多い。六角形 の一辺は1.1

センチで花は縦o.9セ ンチ横0.8セ ンチである。この文様

は単位モチーフとしてではなく連続文様として構成され

ているため,座金物としての安定感がある。

4 青 海 波 (青海波 。浪)

神厩においては,懸魚の包み金物として,水盤舎にお

ぃては,懸魚の厚みの部分にこの文様が付け られてい

る。しかし前者は御結構書によると「浪」の模様と記載

されており,平面構成が同じパターンのくり返しではな

い。後者においては,整然と配列された円の構で,いわ

ゆる青海波の基本的形態をなしており,同様のモチーフ

は,他の懸魚厚み金物にもみられ,清水寺西門の懸魚厚

み金物,二条城二の九御殿の懸魚厚み金物にも同じパタ

ーンが用いられている。山邊知行先生によると,青海波

は,同心の半円形を互い違いにかさねて波の模様をあら

ゎしたもの。模様としては,も っとも簡単な,幾何学的

なところの多いものであるから,そのはじめから大波の

便化によって生じたものであるかどうかはわからない。

古 くは埴輪 (群馬県佐波郡出土の女子像)の衣や裳に,

この模様がみえるが,平安時代に清少納言が『枕草子』

のなかで「裳は大海」といった十二単の「大海の招裳」

96

図18青 海 波

図19 神属 懸魚包金物

もこれであり,青海はこの大海の転じたものではなない

かと考えられる。一説に江戸時代の蒔絵師,青海勘七が

この模様を得意としたので,それからこの名称ができた

ともいうが,こ れはむしろ勘七が,青海波を得意とした

ため,青海の姓を名のったのであろう。現代においても

衣服その他の図案としてさかんに用いられている。
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5 蜀  紅

しよっこうには,蜀紅,蜀江,蜀甲の文字が用いられ

ている。御結構書には蜀紅の文字が記載 され ているの

で,こ こではこの文字を使用した。

山邊知行先生によると蜀紅錦には 2種あり,そ の 1つ

は 3～ 5世紀頃,今 日の中国四川省成都附近で出来た経

錦で,いわゆる蜀の錦といわれた赤色を主としたもの,第

2の ものは,蜀紅文のついた錦という意味で大体明時代

以後のものである。蜀紅文の基礎パターンは,正八角形

と正方形の組合せによって基本の形ができ,こ れに花文

の入ったものなど,さ まざまなパリエーシェンがある。

(図20参照)

水盤舎においては唐破風拝みの入八双金物のみに用い

られているこの文様は,八角形と四角形の間,八角形の

図形内に魚子が打たれており,八角形の内には八弁花 ,

四角形の内には四隅から中心に向って対角線が彫られ,

中心には四弁花が彫られている。(図 21参照)

6 花  菱 (花菱 菱割)

菱紋の一種で紋章に用いられる。松皮菱や三階菱の様

な直線的な菱形とは違い,四弁花の唐花が菱形になった

図20 蜀  紅

図21 水盤舎 唐破風八双金物

ものである。

唐花菱というものが総称で,こ の中に剣花菱,三 ッ花

菱,蔓花菱,大内菱など,種種の変形がある。

神厩において,土台の唄金具,長押の唄金物,脇障子

の厚み金物,お よび楯の木口包金物,垂木の木回包金物

に用いられている文様である。唄金具のものは立体のた

めか,内側半分の花菱は縦長となり,外側のものが横長

となって広がりをもたせている。(図11参照)

脇障子の木口包金物は,御結構書においては「菱割

紋」と呼称されており,四隅の花を合わせると八弁花と

なってしまうので,花菱を分害」したものとはいいがたい

が,花弁の形が花菱の形状を有しているため,こ の名称

を用いたと思われるのでこの中に入れた。この文様は本

来の唐花の方が適当と思われる。

7道  菱

この名称が果して現在使われているのかどうか, もし

使われているとするならば,どの様な分野で用いられて

いるかは分らないが,一応,御結構書にしたがった。魚

子地が欅文を形成して,それによつてできた菱形の中に

は四弁花 (円形の十字花)と 八弁花 (細い弁の十字花に
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斜めの小弁 。あるいは等)が彫られている。西舞良戸左

より3番 目・ 4番目・表舞良戸左より2番目・遠侍上 り

口舞良戸左より2番 目が円形の四弁花である。また,菱

の角度が遠侍上り口左より2番 目・ 4番 目・正面舞良戸

左より2番 目が75度,他は60度 と異なっている。

次の「菱・欅」につ い ては,染織文様集から転載し

た。-4本 の平行斜線によって構成される斜方形 (菱

形)は,単独な図形としては中空に浮かんだようで,い

かにも安定性がない。一辺を底辺として倒してみても一

方に傾いて落ち着かない。ところが,こ の形が菱繋ぎと

なり,あ るいは,斜線が伸びて他の斜線と交叉して作ら

れる欅文となると,個 々の菱形は相隣るものと線を境に

して緊密なる結付きを示し,たがいに頼 り合って,幾何

構成文様の 1つの特長である連続文様,全面文様として

の性格を完全に発揮する。極言するならば,菱文は単独

文様としての性格が非常に弱 く,そのほとんどが,な ん

らかの形で他との相互依存の上に成 り立っているといっ

てもよいであろう。一

8鋸 歯 形

御結構書には記載されていないが,水盤舎の角柱金襴

巻出し金物の最上部に付けられているもので,鋸の歯の

様な三角のとがったジグザグの直線か ら成 りたってい

る。鋸歯形としては上下が切れているが,幾重にも重な

っている形態である。(図 5参照)

9 水  玉

同じく水盤舎の角柱金襴巻出し金物に鋸歯形文様の下

部に付けられている文様で,2.2セ ンチの珠文が条帯文

として並んでいる。(図 5参照)

10 歯  形

同じく金襴巻出し金物に水玉文様の下に付けられたも

ので,剣先の先を九くさせて,歯のような形になってい

るため,歯形と御結構書では呼んでいるものと思われる。

三重になっており,中間には魚子打ちがなされて変化

を出し,面を強張している。(図 5参照)

98

図22 神臓 舞良戸裏座金物

[

[

|

ヽ



具 象 的 文 様

1 枝牡丹,牡丹

御結構書においては神厩にあるものを牡丹,水盤舎に

あるものを枝牡丹と記載している。神厩の牡丹は,舞良

戸の裏座金物の道菱文様にかこまれた縁どりの中に,写

実的に彫られた牡丹が,絵画風な趣きをもつて配されて

いる。(図23参照)

金具によって異なるが,大体縦7.3セ ンチ,横 11.5セ ン

チの縁の内に文様があり,枝ののび方,葉の位置は舞良

戸14枚全て少しづつ差異が見 られる。基本的には下方よ

り枝が三方に開き,中央の花は咲き,両側は咲きかけ,

あるいは曹の状態をなし,簡素な丸みをおびた花弁のモ

チーフであり,清楚な感じである。

水盤舎に用いられている枝牡丹は,虹梁,丸桁,唐破

風に配され,やはりすべて写実的な形状をなし,文様化

されていない。しかし,水盤舎のモチーフの方が,神厩

のものより華やかさにおいて数段まさっている。

彩色の牡丹も水盤舎の同じ部分に描かれているが,彩

色のものは枝がなく,唐草がとりまいている。しかし金

物においては唐草は一切用いられず,虹梁と丸桁におい

ては幾何学的な文様である紗綾形の上に配されている。

(図24参照)

平面的な地文的性格をもつ文様の上に具象をそのまま

の形でのせているため, 日立つように感じられるが,空

間の意識が欠けるため日本的ではないように思われる。

唐破風に用いられている牡丹は,枝と葉の間に魚子が

地として扱われているため,多少空間的意識が感じられ

る。(図 25参照 )

2菊

神厩孤金物の菊は円形で中心に円があり,その中心よ

り放射状に線を刻んだもの。座金物が写実的な菊である

ため,こ の孤も菊を形どったものと推定した。御結構書

に記載されていない金物である。(図26参照)

3蓮  弁

神厩の斗繰金物にみられる文様で蓮弁のような形をな

して下方に並置されている。

この蓮弁の中央の花弁の上から,二方に唐草が左右対

称形に蔓をのばしている。(図 27参照)

図23 神属 舞良戸裏座金物

図26 神属 脇障子孤・座金物

図27 神厩 斗繰金物
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図24 水盤舎 虹梁間金物
図25 水盤舎 唐破風間金物
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4唐  草

御結構書によると草唐草,葉唐草,黄蓮唐草等と分け

て記載されているが,ただ唐草と記されているものも,

葉形を備えた唐草である。

水盤舎には,唐破風の木口包金物,柱貫の木口包金物

に見られるような,茎部が太 く,曲線がくびれていて,

節のあるモチーフのもの,あ るいは,角柱金襴巻出し金

物の如く茎の先につく形体が葉かぐりの変形,ま たは雲

の形にも似て明確にモチーフの断定しがたいもの等があ

る。(図 6参照)

神厩においては蔓のデザイン化された唐草が最も多く

用いられているが,桟唐戸の鎌手金物の中に 2, 3唐草

の蔓と葉の間の空間に,円形状のものの刻まれているも

のもある。

脇障子楯の木口包金物厚みの部分,長押の木回包金物

鈎は点の連続によって形づくられた蔓のみ の唐草 であ

り,こ の唐草はコンマ (,)形の先端部に必ず波形のひ

げ状の蔓を有する。 (図29参照)こ れは他の唐草の中に

も,例えば八双金具の先端近 くを埋める所等に同じひげ

状のパターンを見ることができる。この点彫は, 日光に

おいては,表門背面の燈籠 2基,ほかには前田綱紀の収

集品「百工比照」の釘隠しの縁に,ま た仁和寺金堂板扉

定木縁の面金物に同様の文様が見られるが, この点彫は

各各目に立ちに くい場所を装飾している。

これと対称的に,神厩の中でも最も目に立つ脇障子に

付けられているのが,御結構書に鉄線唐草 (鉄仙唐草)

と記載されている文様である。(図30,図 31参照)

牧野富太郎博士によると,鉄線は寛文年間 (1661～ 16

73)に 中国より日本へ渡ってきたとされているが,こ の

ことは神厩が建てられたとされている寛永造替時より30

～40年を経ている。これを信用すると,鉄線の絵または

文様が先に日本に渡ってきたか,または鉄線がもっと以

前に日本に存在していたか, この文様がモチーフのない

単なる六弁花をデザインしたものであるか,あるいは寛

文年間以後に金具または文様を取りかえたかということ

になる。

この脇障子の花のデザインは大体のところ,統一され

ているが,細部は少しづつ異なっている。花の 1弁 1弁

の中央に線を彫 り花の芯部に至るが,雄しべ雌しべの彫

り方が隅・八双 。間金物の間で,それぞれ少しづつデザ

インが異なっている。また花の側面も色色にデザインさ

れている。花形・芯の形・茎が蔓状であることなど,鉄

線の特徴を備えていると思われるが,葉は鉄線の卵形あ

るいは卵状皮針形とは異っている。他に鉄線といわれる

文様にもこの形が見られるのはなぜであろう。デフォル

メによるデザイン化か,あ るいは観念的なイメージが固

定化し類型的に表現されたのであろうか。

江戸期の「百工比照」の釘隠しを見ると同じようなデ

ザインをそこに見ることができるが, これも鉄線文様と

されているものである。江戸中期以後に至ると,能装東

・紅型などに広 く用いられたようである。縫箔能装東,

片身替の「鉄線唐草に扇」の文様は桃山期のものとされ

ているが,花弁が 8枚のため,同 じきんぼうげ科の「か

ざぐるま」としているものもある。

「かざぐるま」は 8弁,鉄線は 6弁と牧野博士は植物

学上から区別されているが,文様上 (絵画上),そ の特

徴を意識的に区別して描いたかは疑間である。その他鉄

線文様としては西本願寺白書院雁の間天丼 (こ の絵 の

鉄線は七弁の花もある),延暦寺根本中堂 中陣 (寛永17

年),妙心寺塔頭天球院の襖絵(寛永12年),三宝院客殿

帳台構の金具(慶長 3年),祗園祭長刀鉾木金具,祗園祭

難鉾化粧梁金具などを近藤豊氏はあげている。近藤氏に

よればこれらによって,桃山期には既に渡来していたか

も知れないとされている。西本願寺白書院には他に雀の

間天丼に白い鉄線の絵が描かれている。西本願寺大書院

は表向の対面所 (鴻の間)奥向の自書院よりなり,古 く

は伏見城遺構と伝えられて来たが,最近の調査で古記録

にある1632年 (寛永 9年)に新築,当初対面所のみを建

て,のちに別個の白書院をつけて一つの建物にまとめた

と考えられるにいたった建物である。
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いづれにせよ御結構書の書かれた宝暦 3年には,すで

に鉄線は存在し大谷甲斐が,その形状から判断したか,

あるいは言い伝え,ま たは文献などから鉄線と断定した

のかは,現在に至っては定かではないが,宝暦年間と現

在の文様とは一致することは明らかと思われる。

なお,正面脇障子裏の隅金物の八双金物の上に付けら

れている部分が欠損したのであろうか,明 らかに新しく

取付けられたものであると思われる。 (図 32参照)こ の

ように金具は部分部分の取 り変えはおこなわれたかも知

れないが,統て一度に取 りかえるということは,普通は

あまりおこなわれないことであろう。境内で脇障子一ヵ

所のみ,鉄線唐草であれば,新しい渡来種の花をデザイ

ンして, もっとも日立つこの場所に置いたということも

考えられるが,同様の文様が他にもあるため, この場所

のみ,寛文年間以後に金具,ま たは文様を取 り変えたと

いうことはいえないのである。

日光東照宮においては,鉄線らしき文様 は他に もあ

り,錫金具としては,神輿舎の虹梁の金物,神楽殿丸桁

の座金物等がこの脇障子の文様と同様のモチーフを使っ

ている。

また彩色されたものにも鉄線らしいモチーフのものが

あり,神楽殿台輪,経蔵に帯状の連続したモチーフ,本

殿将軍着座の間,石の間,に七弁花のモチーフ,石の間

天丼,唐門の軒裏板に極彩色の花を中央に配し蔓をのば

した文様などが目につく。彩色されたこれらの文様はそ

れぞれデザインが異なっている。

このように東照官においては鉄線らしき文様がそこ,

ここに見られ, また西本願寺などですでに描かれている

ところから,東照官ができた頃には,鉄線が絵画,あ る

いは文様だけにしろ,すでに広く知られ人びとに愛好さ

れていた文様ではなかったか,ま た鉄線の花としての地

位が,東照官を飾るにふさわしい格式をすでにえていた

のではなかったかと想像されるのである。

図28 神厳 桟唐戸鎌手金物

図29 神属 長押木口包金物
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図30神厩 脇障子隅金物

図31 神腐 脇障子間金物

図32 神層 脇障子八双金物
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5雲  形

金襴巻出し金物下部金物の一番下に付けられている雲

状の形態であるが,そ チーフがはっきり雲だという断定

はできがたい。本来の金欄巻には必要ないはずの文様で

ある。(図 6参照)

6鶴

懸魚の置紋として鶴丸がつけられている。鶴をデザイ

ン化して翼を丸 くまとめた形である。(図33参照)

7葵  車

単位モチーフは葵の葉であり,葵は馬兜鈴科に属する

植物でフタバアオイまたはカモアオイ,学名を雙葉細辛

という。

御結構書においては,唄金具の円座回 りに葉が並置構

成されているため,葵車と呼んだと思われる。 (図 17参

照)

8三 葉 葵

徳川氏独占の紋で一門親藩がこれを用いた。本末を区

別するために,種類を増し,六葉葵・花葵・蔓葵・寄葵

などが生じた。一間中で用いた葵紋にも表裏・葉脈の多

少によって区別したが,徳川宗家においても葉脈の数は

概して初代は多 く,後世に至って,その数を減じた。

文政年間御服所,後藤縫殿助の御紋控書によると家康・

秀忠・家光の三代は33藁であるという。将軍家,御三家

はいずれも葵巴を用いていた。

徳川氏がこの紋を用いた過程については,諸説 が あ

る。(図 34参照)

9唐 花 紋

御結構書に唐花の名称のあるこの紋は,いわゆる唐花

と呼ばれている紋とは異なり,葵紋の多様化した紋であ

る。

パターンは円内放射状に並んだ葵の葉から成りたち,

日本紋章学において葉数の多寡にしたがって分類された

葵紋の中に六葉のモチーフのものとして 3種類に大別さ

れている。

六葉葵・六葉裏葵 。花葵・唐花葵等と名づけられ,神

104

厩・水盤舎は多くが唐花葵紋であるが,(図 35参照)水

盤舎鬼板の置紋,唐破風の置紋は中央部分が花であり花

葵に分類されると思われる。(図21,図 25参照)

図33 水盤舎 懸魚

図%水 盤舎 柱貫置紋

図35 神属 妻破風散し紋金物
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2 文様構成について

文様はそれを構成する単位文様に分解することができ

るが,こ の単位文様は素材別にしたがってみると,幾何

学的図形,あ るいは自然形象図形,人工物形象図形等か

ら成 り,こ の単位モチーフの単数あるいは複数の組合せ

により文様は構成されている。

神厩・水盤舎の文様について見ると,非常に多く幾何

学的文様が用いられている。

これらは単位モチーフとして,直線,ま たは曲線を一

定の比率によって組合せた形体,いわゆる幾何学的図形

を用い,単位モチーフを一定の比率をもって規則的に二

方,あ るいは四方へ繰返す構成をおこなっている。

単位モチーフが同種の図形で,単位モチーフ同志が連

続している構成としては,例えば単位モチーフが斜めの

直線で,斜めのみの直線の構成をしているものに,折入

稲妻・稲妻 。折入万字・鋸歯形がある。

歯形は長方形の最下辺の角がけずれて,弧を描いた単

位モチーフで,直線と曲線の構成である。単位モチーフ

が同心円の円弧で,円弧による曲線構成のものに青海波

があるが,神厩の浪文様の場合には同心円の円弧がいさ

さか不規則に構成されているため,完全な幾何学的構成

とは異なっている。

その他,単位モチーフは単一であり,単位モチーフ同

志,規則的な配列であるが,接していない構成のものに

円形のモチーフをもつ水玉文があり,帯状に配列されて

いる。

また単位モチーフに副文として純粋な幾何学的図形以

外のモチーフが,添加されている構成文様としては,七

宝 (円 または楕円の単位モチーフ,円による曲線構成),

道菱 (斜方形の単位モチーフ,斜線のみに よる直線構

成),亀甲 (六角形の単位モチーフ,斜線と垂直線によ

る直線構成),蜀紅 (単位モチーフは八角形お よび方形

という異種の幾何学的図形よりなり,斜線 。水平線・垂

直線による直線構成)があり,各各の図形内に花形が配

されている。

そのほか純粋な幾何学的図形,あ るいは具象的図形か

ら発展・変形したモチーフとしては花菱があり,四方斜

方向に規則的に配列されている。この花菱をはじめ,唄

金具に使われている七宝,あ るいは葵の葉の単位モチー

フで,御結構書において葵車と呼ばれている文様は,唄

金具の椀形状の形体に添って放射状に文様構成されてい

る。

これら幾何学的文様の多くは具象文様の地文として錫

金具に使われており,例えば稲妻の上に枝牡丹が置か

れ,蜀紅の上に鶴,道菱 とともに牡丹が構成されてい

る。このほか唐花紋 。三葉葵紋も単独に,あ るいは地文

様の上に配置されている。唐草もこの唐花紋の地文とし

て使われている。

神厩・水盤舎には,鉄線唐草 。点彫の唐草・茎部(蔓)

に葉形の付属した唐草,茎部に節のある唐草などのモチ

ーフが用いられているが,こ の構成は波状曲線が主体で

あり, この曲線の構成により決定される。規則的に蔓を

配し,パ ターン化された曲線構成の形式と自由に蔓を配

した曲線構成の形式のものが見られる。

規則的に構成された唐草としては,神厩裏甲,茅負の

唐草(図 36参照),あ るいは長押の切金物の点彫の唐草に

みられるように,鋳金具の形にしたがって左右反転した

パターンで蔓が伸びている構成,中央唐花紋を置いてい

るものもある。また神厩妻破風の木口包金物のみにみら

れるコンマ形の単位モチーフからなる帯状連続した構成

のもの(図37参照),鈎のように S字パターン, コンマ形

パターンの組合わされた形体,水盤舎軒廻 り平瓦木口包

金物の左右対称形の蔓のパターンあるいは草の間長押の

六葉唄頭に,と もえ形状に内側に巻いた円形の唐草があ

る。(図38参照)また脇障子木口包金物,遠侍上 り回の

金物は平面構成であるが,木 口包金物は方形の角角に菱

割文,中央の円に唐花紋,その間の空間をうめるために

唐草がもちいられている。この木口包金物を縦半面に切

ると中央より左右対称形式であり,下の辺の中央より草
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図36 神属 裏甲間金物
図37 神厩 妻破風木口包金物
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図38 神厩 草の間長押六葉金物

図39 水盤舎 丸桁木口包金物

が生えるように上にむかって蔓がのび,紋のまわ りにか

らまっている。遠侍上 り回の金物は,菊座の外側上下左

右 4ヵ 所より対称反転して蔓がのびている。

自由にのびている構成の唐草としては,九桁の木口包

金物 (図39参照),対称形に近いが,金欄巻出し金物(図

6参照),脇障子 の鋳金物 (図30,図31,図 32参照)が
ある。中で脇障子の鉄線唐草は鉄線の自然形の茎の姿に

近 く,一方向から茎が一方,あ るいは三方へのびて,金

具の形にそって平面を埋める形をとっている。

いずれにせよ唐草は,錫金具の形体にしたがって形づ

くられた空間を意識し,こ の空間を埋める目的をもって

デザイン化されていると思われる。
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